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は  し  が  き  

 
 
 この報告書は，日米知事相互訪問計画に基づく第 3 回日本知事団の訪米に  
ついての記録として作成しましたが，惣々の間にまとめたので，粗漏の点も  
多いことと存じお詫びいたします。  
 第 1 部では「アメリカにおける第 3 回日米知事会議」について記述し，第  
2 部では「各州訪問と米政府高官との会見」について記述しました。第 3 部  
で は 「 訪 問 州 の 概 況 」 に つ い て 記 述 し ， 参 考 に 供 す る こ と と い た 
しました。  
 この報告書の作成に当つては，加藤知事が「夕刊新聞」に掲載された記事  
を，随所に引用させていただきましたので，お礼申し上げます。  
 後に便宜供与を受けた人々の氏名リストを加えました。  
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      旅 行 団 一 行 氏 名  
      日 本 知 事 代 表 団  
 

       氏     名         職  

共 同 団 長  安 孫 子 藤 吉 及 び 夫 人     山 形 県 知 事  

共 同 団 長  金 子 正 則          香 川 県 知 事  

     木 村 守 江          福 島 県 知 事  

     池 田  直          佐 賀 県 知 事  

     田 部 長 右 衛 門 及 び 夫 人    島 根 県 知 事  

     平 野 三 郎 及 び 夫 人      岐 阜 県 知 事  

     加 藤 武 徳 及 び 夫 人      岡 山 県 知 事  

     永 野 厳 雄          広 島 県 知 事  

     下 位 真 一 郎         奈 良 県 副 知 事  

             随      行  

     宮 内  彌          全 国 知 事 会 事 務 局 長  

     小 川 政 吉          〃 渉 外 部 参 事  

     安 田 正 典          商 船 航 空 サ ー ビ ス  

            ア メ リ カ 国 務 省  

     河 本 幸 夫          E s c o r t  o f f i c e r  

     福 田  実          通  訳  

     P a u l  田  村         通  訳  
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    ア メ リ カ 全 国 知 事 会  
B r e v a r d  C r i h f i e l d    事 務 局 長  

G e n e  T.  M i n o g u e     A i r l i n e s  C o n s u l t a n t  
L o y a l  M .  L i k e n        〃  
L o i s  M u r p h y       ク リ フ イ ー ル ド 局 長 秘 書  
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    日 本 知 事 団 ア メ リ カ 訪 問 日 程  
 
     5 月 1 7 日 （ 水 ） 午 前 1 0 時         
       日 本 航 空 2 便 に て  東 京 国 際 空 港 発    

 
 

      5 月 1 6 日 （ 火 ）  ハ ワ イ 州 ホ ノ ル ル  

午 後 1 1 時    日 本 航 空 2 便 に よ り ホ ノ ル ル 国 際 空 港 着 。  

        ロ イ ヤ ル ・ ハ ワ イ ア ン ・ ホ テ ル 宿 泊 。  

 

      5 月 1 7 日 （ 水 ）  ハ ワ イ 州 ホ ノ ル ル  

午 前  9 時    ホ テ ル に て 共 同 団 長 安 孫 子 知 事 メ ツ セ ー ジ 発 表 。 

午 前  9 時 3 0 分  イ ー ス ト・ウ エ ス ト・セ ン タ ー に 向 け ホ テ ル 発 。  

午 前 1 1 時 1 5 分  パ ン チ ボ ー ル 記 念 墓 地 到 着 。  

 正    午   日 本 総 領 事 官 邸 で 昼 食 会 。  

 午    後   自 由 行 動 （ エ ス コ ー ト 付 き ）  

午後 5 時 20 分  ハワイ州知事官邸における晩さん会出席のためホテル発。  

 

      5 月 1 8 日 （ 木 ）  

        ハ ワ イ 州 ホ ノ ル ル ー ア イ オ ワ 州 デ モ イ ン  

午 前  9 時 5 4 分  シ ー ・ ラ イ フ 公 園 に 向 け ホ テ ル 発 。  

午 前 1 1 時 4 5 分  同 上 発 。ポ リ ネ シ ア 文 化 セ ン タ ー 昼 食 会 に 出 席 。 

 午    後   自 由 行 動 。  

午 後  6 時 3 0 分  歓 楽 亭 に 向 け 出 発 。 在 ハ ワ イ 日 系 人 団 体 招 宴 。 

午 後 1 1 時 4 5 分  日 本 航 空 2 便 に よ り ホ ノ ル ル 国 際 空 港 発 。  

 
 
 

－ 1 0 －  



 
 

5 月 19 日（金） アイオワ州デモイン 

午前 7 時 30 分  サンフランシスコ着。  

午前 8 時 30 分  サンフランシスコ発。午後 2 時 11 分イリノイ州シカ  

         ゴ着。ユナイテツド航空 321 便に乗り替え。  

午後 3 時    アイオワ州デモインに向けシカゴ発。  

午後 4 時 3 分 デモイン着。アイオワ州知事，軍旗護衛兵，楽隊の歓  

         迎。セーバーリー・ホテルに向う。  

午後 7 時    アイオワ州知事ヒユーズ氏夫妻主催，全米知事会実行  

         委員との晩さん会。セーバーリー・ホテル内デモイン  

         ・ルーム。  

午後 9 時 30 分 閉  会。  

 

       5 月 20 日（土） アイオワ州デモイン 

午前 8 時    ホテル内アイオワ・ルームにて非公式朝食会。  

午前 9 時 30 分    

          第 3 回日米知事会議。  

午前 11 時 30 分    

午前 10 時    知事夫人は州知事私邸において茶会招待。  

 正    午    ホテル内アイオワ・ルームにて昼食会。  

午後 1 時 30 分 州議事堂，議事堂構内釣鐘，農場，美術館等視察。  

午後 4 時 30 分 ホテル帰還。  

午後 6 時 30 分 ホテル内テラス・ルームにてヒユーズ知事夫妻主催レ  

         セプシヨン及び晩さん会。  
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     5 月 21 日（日） 

       アイオワ州―ミシガン州デトロイト 

午前 9 時    セーバリー・ホテル内アイオワ・ルームにて非公式朝  

         食会。  

午前 10 時 30 分  空港に向けホテル発。  

午後 零時 15 分 ユナイテツト航空 246 便にてデモイン発。  

午後 1 時 22 分 シカゴ着。飛行機乗替え。  

午後 2 時 40 分 アメリカン航空 546 便にてシカゴ発。  

午後 4 時 27 分 デトロイト・メトロポリタン空港着。  

         ロムニー知事，ラホドニイ日本名誉総領事歓迎。  

午後 5 時 30 分 ホテル・ポンチヤートレイン着。  

午後 7 時    ホテル・ポンチヤートレイン，オリエンタル・ルーム  

         にてデトロイト・エジソン会社主催レセプシヨン。  

午後 9 時    「ミシガン州」と題する映画上映。  

 

      5 月 22 日（月） ミシガン州デトロイト 

午前 7 時 30 分  ホテル発。  

午後 8 時 30 分  ブルーム・フイールド・ヒルの州知事私邸における朝  

          食会。（クランブルツク・アート・アカデミーの日本  

          人留学生 5 名陪席。  

午前 9 時 15 分～  知事私邸において記者会見。  

  9 時 30 分  

午前 9 時 30 分  バスにてクランブルツク地域を観光。  

午前 10 時 15 分～ ジエネラル・モーターズ会社技術研究所視察。  

  10 時 45 分  

午前 11 時 30 分～ 出征軍人記念館到着。デトロイト経済クラブ主催のミ  
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 正    午    シガン週間「政府デー」昼食会。  

午後 2 時     出征軍人記念会館発。  

午後 2 時 30 分～  フオード自動車会社リバー・ルージユ工場視察。  

  3 時  

午後 3 時 15 分  デブリーグ氏所有のヨツト「ジグミル 4 世号」にてデ  

         トロイト河巡航。  

午後 5 時 15 分  デトロイト市下町 D－ C ドツク到着。下船。  

午後 7 時    出征軍人記念会館において大デトロイト地区商業会議  

         所主催レセプシヨン及び晩さん会。  

午後 9 時    晩さん会終了。バスにてホテル帰還。  

 

       5 月 23 日（火） 

         ミシガン州デトロイト～ワシントン D・C・  

午前 8 時    バスにてホテル発。  

午前 8 時 15 分 マグレガー記念会議場にてフレイザー理事と会見。  

午前 9 時    グリーンフイールド・ビレツジ視察。馬車にて見学。  

         （リンカーン大統領が弁護士をつとめたローガン郡裁  

         判所およびエデイソンが電球，蓄音機を発明したメン  

         ロー・パーク・ラボラトリー等）  

午前 9 時 45 分  バスにてアナーバーに向う。  

午前 10 時 30 分  ミシガン大学本部，構内視察。  

午前 11 時 20 分  アナーバー市庁舎到着。フルチヤー市長等訪問。  

午後 12 時 15 分  ミシカン大学迎賓館イングリス・ハウス到着。  

         ハツチヤー総長主催昼食会出席。  

午後 3 時 30 分  ユナイテツト航空 652 便にてデトロイト発。  
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午後 5 時 15 分 ワシントン D・ C・到着。ワシントン・ヒルトン・ホ  

         テルに向う。  

午後 7 時 30 分 日本大使館における晩さん会。  

 

      5 月 24 日（水） 

        ワシントン D・C・～ロードアイランド州プロビデンス 

午前 9 時 45 分 ワシントン・ヒルトン・ホテル発。  

         ジヨンソン大統領及び前フロリダ州知事大統領府緊急  

         計画局長フアリス・ブライアント氏と大統領府 275 

         号室にて会見。  

         知事夫人は市内見物。  

午後 12 時 30 分  国会議事堂内上院議会会議室にて昼食会。  

         後に上下両院議会見学。  

午後 6 時 55 分 アリゲニ航空 829 便にて空港発。  

午後 8 時 07 分 ロードアイランド州ヒルスグローブ空港着。  

         チエイフイー知事歓迎。バスにてシエラトン・ビルト  

         モア・ホテルに向う。  

 

      5 月 25 日（木） 

        ロードアイランド州プロビデンス及びニユーポート 

午前 8 時 30 分 州庁にて州知事と朝食会。  

午前 9 時 30 分 ロードアイランド州デイザイン学校及び美術館にてオ  

        リエンタル・コレクシヨン見学。  

午前 10 時 30 分 ニユーポート及び史跡「ブレイカーズ邸」視察のため出発。  
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午後 12 時 15 分  オーシヨン・ドライブに沿うて観光。  

午後 1 時    「エルム」邸に到着。昼食会。  

午後 2 時 30 分 聖ジヨージ・スクール視察。  

午後 3 時 15 分 アリス・ブレイトン女史の家に到着。  

         装飾的に刈り込んだ庭園見学。お茶。  

午後 4 時 15 分 プロビデンスのシエラトン・ビルトモア・ホテルに帰  

         還。  

午後 6 時    イースト・プロビデンスのスカンタム・クラブにて焼  

        蛤夕食会。  

午後 10 時    ホテル帰還。  

 

      5 月 26 日（金） 

        ヴアーモント州モンペリア及びバーリントン 

午前 6 時   バスにてヴアーモント州モンペリアに向けプロビデン  

        ス発。  

午前 9 時   ヴアーモント州庁（モンペリア）着。州庁にてホフ知  

        事歓迎。記者会見。  

午前 11 時 45 分 ナシヨナル生命保険会社にて昼食会。  
        知事夫人は，ストーのトラツプフアミリー・ロツジに  
        てミセス・マリキ・フオントラツプ夫人と昼食。  
        のち景色を鑑賞しながらドライブしてバーリントンに  
        向う。  
午後 3 時   エセツクス・ジヤンクソンの IBM を工場長ジエーム  
        ス・ J・リツチー氏の案内にて視察。  
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午後 4 時 15 分 バーリントンのハラデイーン着。  

午後 5 時 30 分 ヴアーモント大学においてライマン・ S・ラウル総長  

         主催の晩さん会出席。  

午後 9 時 30 分 ホリデー・イン帰還。宿泊。  

 

      5 月 27 日（土） 

        ヴアーモント州バーリントン～カナダ・モントリオール 

午前 7 時 30 分 ホリデー・インにて朝食。  

午前 8 時 45 分 1967 年万国博視察のためカナダ・モントリオール  

         に向けバスにて出発。  

午前 11 時    モントリオール万国博着。  

午前 11 時 30 分  チヤルス・ E・ワイリー氏の案内にてヴアーモント館  

         視察。  

 午    後    自由行動。  

午後 6 時    クエベツク館にて夕食会。  

午後 8 時    EXPO67 出発。  

午後 10 時 15 分 ホリデー・イン帰還。  

 

     5 月 28 日（日） 

        ヴアーモント州バーリントン～マサチユセツツ州ボストン 

午前 8 時 30 分 ホリデー・インにて朝食。  

午前 9 時 30 分 バーリントン市及び市内再開発地視察。  

午前 11 時    ノース・イースト航空 227 便にてマサチユセツツ州  

         ボストンに向けバーリントン発。  
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午後 12 時 1 分 ボストン・ローガン国際空港着。シエラトン・プラザ  

         ・ホテルに向う。  

 午    後   自   由。  

  夜      ウインチエスターの知事私邸にて同知事主催  

        イタリアン料理晩さん会。  

        ライシヤワー前大使夫妻出席。  

 

      5 月 29 日（月） 

        マサチユセツツ州ボストン 

午前 8 時 30 分 シエラトン・プラザ・ホテルにて朝食。  

午前 9 時 15 分 フリードム・トレイル視察のため出発。  

        記念艦コンステイチユーシヨン号，ボストン博物館，  

        ハーヴアード大学等訪問，サイクロトロン視察。  

午後 12 時 30 分 レストラン・アンソニー・ピア・フオーにて昼食。  

午後 1 時 45 分 州議事堂に向う。州議会議事堂訪問。近傍の歴史的な  

        町（レキシントン・コンコード・プリマス）訪問。  

        ホテル帰還。  

午後 6 時 30 分 クラブ・アルゴンクインにてレセプシヨン及び晩さん会。  

 

        5 月 30 日（火） 

          マサチユセツツ州ボストン 

     この日をもつて日本知事代表団の公式行事を終る。  

     知事たちは午前又は午後，直接日本帰国又はヨーロツ  

     パ，南米訪問のため出発。  
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写真あり  
説 明 第 3 回日米知事会議  
    アイオワ州デモイン・セイバリー・ホテル  
    昭和 42 年 5 月 20 日  
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第   1   部  

 
 
 

ア メ リ カ に お け る  

 
第 3 回  日 米 知 事 会 議  
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アメリカにおける第 3 回日米知事会議（日程）  
 
 

アイオワ州デモイン・セイバリー・ホテル  

 
1 9 6 7 年 5 月 2 0 日  

 
開 会 午前 9 時 30 分  
開 会 の 辞 アイオワ州ハロルド・ E・ヒユーズ知事  
歓 迎 の こ と ば アメリカ全国知事会会長ノースダコタ州知事ウイリアム・ガイ 
ア メ リ カ 出 席 代 表 紹 介 同   上  
日 本 側 挨 拶 共同団長山形県知事安孫子藤吉  
日 本 側 出 席 知 事 紹 介 同   上  
日 本 側 提 出 議 題 （ 1）人口移動に伴う社会的経済的諸問題。  
            （ 2）住民の自治意識とこれが高揚について  
ア メ リ カ 側 提 出 議 題 アメリカにおける人口移動  
ア メ リ カ 側 意 見 発 表 者 アイオワ州立大学教授エバー・エルドリツジ博士  
日 本 側 意 見 発 表 者 福島県知事 木村守江  
            岡山県知事 加藤武徳  
討         論 
閉         会 午前 11 時 30 分  
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 アメリカにおける第 3 回日米知事会議は，前記会議日程のように，5 月 20 

日アイオワ州デモインのセイバリー・ホテルで開催されたが，会議には，日  

本側から，知事夫人を除いた日本知事団全員が出席，アメリカ側からは，別  

紙アメリカ側出席代表リストの人々が出席した。  

 会議は， 2 時間足らずの短時間であつたが，議題に対する討議を尽し，相  

当の成果を挙げ得たものと確信する。ただアメリカ側演説者ミシガン大学教  

授エバー・エルドリツジ博士の「アメリカにおける人口移動」を検討すると，  

人口移動に伴う社会的経済的問題は，日米必ずしも軌を一にしておらないと  

いうことである。すなわちアメリカでは，人口移動は，給与の格差をなくし，  

経済発展の原動力と考え，たとえ農村人口が減少しても，却つて生産は増加  

し， 1 人あたりの所得は増加しているので，農村人口の過疎問題は，少しも  

憂える必要はないとしている点である。  

 この点について，岡山県知事は，「夕刊新聞」に次のように発表しておら  

れるので，引用させていただくこととする。  

 前文略『また，労農人口の減少による過疎地帯の悩みは，米国には無いと  

いうことが，次第にわかつて来た。また， 1 人あたりの平均賃金所得が，地  

域によつて異つていることが，人口移動がこの格差を是正しているのだとい  

う説明も行なつていた。これらの結果，人口移動にともなう社会的，経済的  

問題はいろいろあるが，総じて所得全体はますますよくなつており，移動に  

よる利益は大きいとする考えで，論理が進められていた。』  

 『米国でも日本と同様に，農村の人口流出，都市人口の増大が問題化しつ  

つあるようだが，日本ほど深刻ではないというのがわたしの受けた印象で，  

人口移動の対策の説明でも，ちよつとわれわれの理解に苦しむような点がな  

いでもなかつた。』 エバー・エルドリツジ博士の演説の全文は，次に掲載  

するとおりである。  
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アメリカにおける人口移動  

               ミシガン大学教授  

                エバー・エルドリツジ博士  

緒 言  

 ガイ知事，ヒユーズ知事及び高貴なる訪問者各位。  

 日本の年鑑と，アイオワ大学心理学部学生リー女史の翻訳のご協力を得て  

私は，日本の人口問題について若干の知識を得ることが出来ました。多くの  

点で日本の人口移動は，アメリカの人口移動と似ています。日本はアメリカ  

と同様，人口の密集地域を有しております。日本はまた，アメリカにおける  

と同様人口稀薄な地域を有しております。日本では，アメリカと同様，一地  

域から他の地域に不断の人口移動が行なわれております。  

 また日本では，アメリカのように，職業の絶対数は着実に増加しています  

が，すべての「職種」が平均して増加しているのではなく，アメリカのよう  

に，人口は職が得られる地域に移動する傾向があります。  

 したがつて，日本における人口移動の背後にある基本的な要素及びこれら  

の要素の一般的結果は，アメリカにおけると同様であります。しかしながら  

同時に若干の根本的相違もあるのであります。これらの相違の一つは，地理  

的分布ということであります。第一図は日本がアメリカに重ねられておると  

ころを示しています。アメリカにおける人口移動の範囲は，日本国内におけ  

る人口移動の範囲より遙かに広範囲にわたつております。この範囲の相違と  

いうことが，時間，経費，社会的調整，及びその他の社会的要因に関する相  

違をもたらすのであります。  

 加うるに，日本の人口移動の影響は，アメリカにおける影響と相当異つて  

おるのであります。人口移動の影響における主要な相違は，現在の人口密度  

に関係をもつております。（第二図） 日本は 1965 年に 1 平方哩に 679 

人の人口密度を有しており，アメリカは 54 人でありましたが日本の 1 年間  
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の人口増加率はアメリカの増加率よりは非常に少ないのであります。  

 
ア メ リ カ 国 内 に お け る 人 口 移 動 の 方 向 と 大 き さ  

 

 今朝の私のお話は，アメリカの人口移動の方向と大きさ，及びどうして移  

住が起るのか，移動する人はどんな人か，この人口移動の重要な経済的帰結  

は何か等について専ら説明いたします。これらの題目に関する私のお話は， 

アメリカ国内の経験にすぎませんけれども，きつと多くの点で皆さん方にも  

知られた事柄であると存じます。と申しますのは，皆さん方は，日本国内の  

人口移動について基本的に同一考え方に立つておられるからであります。  

 第 3 図 は ， 1 9 5 0 年 ～ 1 9 6 0 年 間 の ア メ リ カ 各 州 内 に お け る 雇 用 総 数  

の百分率増減を示しております。この図の下部の説明は，図示した百分率増  

減の範囲を示しております。これによつて雇用における 大の百分率増加は， 

西部諸州に起つていることが分ります。もつとも東部のニユーヨーク，コネ  

テイカツト，ニユージヤージー，デラウエア，メリーランドも相当の増加を  

示しておりますが………加うるにシカゴ地域，イリノイ，ミシガン，オハイ  

オ諸州は，非常に大幅の増加を示しています。西部地域とアメリカの既成工  

業地帯は 大の雇用増加率を示しております。  

 働らく人々は，引退しておるか裕福に独立している場合のほか，職のある  

ところに移動することはさきに述べました。これは彼等の家族のために生活  

費 を 得 る こ と が 必 要 だ か ら で あ り ま す 。 こ の 論 理 は ， 第 3 図 と ，  

ア メ リ カ 国 内 各 州 に お け る 1 9 5 0 年 ～ 1 9 6 0 年 間 の 人 口 増 減 を  

示す第 4 図とを比較すれば分ります。重ねて人口増加率の大きいのは，西部  

地区，シカゴ周辺の工業地区及び若干の 東部の州であることが分るのであ  

ります。  

 アメリカ中心部には比較的雇用が増加しないし，また大陸中央部地区には  

比較的に人口増加率が低いと不用意に考え勝ちであります。同様にこれら大  

陸中央部諸州には経済発展の進度が遅かつたと一般に考えられ勝であります。 
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このような仮定は，必ずしも真実ではありません。今朝私が強調したいと思  

いますことは，経済発展は大陸中央部諸州にも起つたということ及び，人口  

は経済発展の十分な指標にはならないということであります。この点に関し  

後に更にくわしく述べてみたいと存じます。私は一つの重要な真実について  

皆さんの注意を喚起したいと存じます。比較的人口増加率の低い州の多くは， 

農耕が雇用全体のうちで高い率を占めている諸州であるということでありま  

す。  

 第 5 図は，アメリカ国内の人口移動の形態を示したものであります。陰影  

の あ る 部 分 は 「 流 出 移 動 」（ o u t - m i g r a t i o n） の 地 域 で あ り ま す 。 流 出  

移動という言葉は，しばしば誤解されております。この言葉は必ずしも州の  

絶対的人口の喪失を意味するものではありません。ある州の 1950 年にお  

ける人口数を基礎として考えますと，出生は加えられ，死亡は減じられ，そ  

の 州 は 1 9 6 0 年 に は ， 一 定 の 本 来 有 す べ き 人 口 （ p o t e n t i a l  p o p u l a - 

t ion）を有している筈であります。もし実際にこの州が本来有すべき人口  

（ p o t e n t i a l  p o p u l a t i o n ） よ り も 少 な い 人 口 を 有 し て お る な ら ば ， 流  

出 移 動 が 生 じ た の で あ り ま す 。 も し そ の 州 が p o t e n t i a l  p o p u l a t i o n よ  

りも多くの人口を有しているならば流入移動が起つたのであります。流出移  

動とか流入移動という言葉は，このように使われるのであります。陰影のあ  

る州のすべては，この期間中彼等の住民がその州に留つていたとしても，  

1960 年に本来有すべき人口よりも少ない人口を有していた州であります。  

言葉を替えて申せば，第 5 図の「陰影」のある州の多くは，人口の増加はあ  

つたとは言え，純粋な流出移動が起らなかつたとするならば，もつと多くの  

人口増加があつた筈であります。  

 重ねて私は，流出移動の州は，農耕が全体の職業に対して比較的高い比率  

をなしている州であると指摘したいのであります。  

 第 6 図は，アメリカ国内における人口移動のもう一つの別の型を示してお  

ります。人口 5,000 人以下の都市は，人口 50,000 人以上の都市が 32.8 
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％の増加をみているに反し 22％の減少をみております。小都市から大都市  

へのこの移動は，アメリカでは長年にわたり起つている現象であります。そ  

して小都市にも大都市にもいろいろの問題を起しております。職は多くの小  

さい都市に減少し，大きな首都地域に多くの新らしい職がつくり出されてい  

ることは，経済学上の真理であります。アイオワの関心事の一つは，州内に  

人口 5,000 以下の都市 900 以上も有していることであります。  

 第 7 図 は ， 人 口 5 0 0 , 0 0 0 以 上 の 都 市 を 示 し て い ま す 。 ― こ れ は ア メ 

リカでは大都市であります。これらの都市の大部分は，東部と西部に位置し， 

中西部には殆んどありません―これは一部大陸中部地域からの流出移動を  

物語つております。これらの大都市に職が増加して，小都市に減少している  

時には，大都市の位置は，全般的人口移動に影響を及ぼします。  

 
移 動 の 刺 戟 は 国 の 経 済 発 展 よ り 来 た る  

 

 一般の人々は，流出移動は経済発展に起因し，事実経済発展に貢献すると  

いうことを認識せずに，経済の衰退と関連させようとしがちであります。生  

産力は，経済発展の も信頼の置ける評価基準の一つであります。もし生産  

力の増加が，消費者側にとつて望ましい増加であるならば，その生産力の増  

加は，収入の増加という報酬を与えられるでありましよう。  

 第 8 図は，アイオワにおける年間 1 人あたりの生産力の変化を 示 し て お り 

ます。アイオワは流出移動の州であり，比較的雇用者の増加も少なく，人口  

の増加も僅少であります。これら一般的統計の底にひそむものを観察者が探  

求するならば，彼はアイオワ州内の農業も農業以外の仕事も，両者の生産力  

の増加は，まことに顕著であることに気付くでありましよう。農業以外の労  

働者の一人あたりの生産力の 24％の増加に比し，農業従事者の一人当りの  

生産力が 59％増加したことは，すさまじい経済発展を示すものであります。 
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 また，農作物における驚嘆すべき生産力の増加は（1）収獲の改良及び更に重  

大なことは（2）単位労働力に対してより多くの土地と資本を増加する農園の統  

合＝＝これによつて一人当りの年間生産力を増加する＝＝の結果であること  

に注目すべきであります。  

 しかしながら農作物の生産力の増加は，仕事が少ないことによるのである。 

一人の農夫が隣りの農場を自分の農場に加えると，一家族が農業を止めるこ  

とになるのであります。その結果われわれは，農業における経済発展（生産  

の増加）は，仕事を減らすという珍らしい事情を引き起しておるのでありま  

す。他方農業以外の経済発展はしばしば，仕事を殖やしておるのであります。 

農業における固定した土地は，農業以外の産業では当面することのない制約  

をもたらすのであります。それ故農業における技術的経済的発展が早ければ  

早いほど，一そう農耕の仕事の減少を早めるのであります。農耕の仕事が全  

体の雇用に対して，高い比率をもつているところでは，（発展に起因する）  

農耕の仕事の減少を（発展に起因する）農耕以外の仕事の増加をもつて相殺  

することが著しく困難になるのであります。  

 こ の こ と は 第 9 図 に 示 さ れ て お り ま す 。 1950 年 ～ 1960 年 間 の ア メ 

リカにおける農耕の仕事の数は，ほぼ 15％減少しておりますが，他方農業  

以外の仕事は 15％以上増加しております。全国的に見て農耕の仕事の減少  

は，新らしい農業以外の仕事がはじめられることによつて相殺されるよりも  

激しいのであります。しかしながら新らしい農業以外の仕事は，必ずしも農  

業の仕事が失われる地域に生ずるとは限りません。  

 第 10 図は，アイオワの農村人口が 1900 年以来急速に減少しているこ  

と及び，都市の人口が急速に増加していることを示しております。全人口の  

うち農村の人口の占める割合は， 7 4％から 4 6 . 9％に減少しています。こ  

のことはアイオワが農業以外の仕事を新たに起すことに成功していることを  

示すものであります。アイオワが農業以外の新らしい仕事を起して成功はし  

ましたが，すはらしい農業の発展のため全体の雇用を無くすことによつて殆  
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んど抹殺されてしまいました。そしてアイオワの全人口統計を も平凡な  

ものにしてしまいました。それにもかかわらず，詳しく調べてみると，農業  

及び，農業以外の産業の両者において，アイオワ州内に経済発展が起つてい  

ることを知り得るのであります。  

 

移 動 す る 人 は ど ん な 人 々 か ？  

 

 流出移動地域における人口移動について も警戒を要する局面の一つは， 

移 動 者 の 選 択 （ s e l e c t i v i t y） ＝ ＝ 勝 れ た も の が 選 ば れ る こ と ＝ ＝ と い う  

ことであります。多くの移動者は，多くの他の経済的手段をもつている若い  

人々であります。彼等はある程度の訓練と教育とを有しております。彼等は  

進歩的態度と高度の楽観主義と野心とを有しております。これらの人々は， 

何処かでよりよい経済的機会をもつているか又は，もち得ると信じ，ある地  

区を離れます。仕事の総数は，アメリカの大陸中部地区よりも他の地域にお  

いて一層急速に増加しております。しかしながら，老令者や慎重派の人又は  

保守的な人々は，流出地域に留つております。この種の移動の選択性は（よ  

いものだけが選ばれること），流出地区の社会的，経済的発展に関していろ  

いろの意味をもつております。第 11 図は，アイオワ以外の二つの流入州と  

比較し，流出州アイオワの年令別の変化を示しております。 20 オ～ 40 才  

令層の減少は，流出州の明白，かつ，典型的なものであります。  

 もちろんすべての移動者が経済的利益のため住所を変えるというわけでは  

ありません。アメリカには失業者や「少しばかり自棄的な者」が，住所を変  

えれば何かよいことがあるかも知れないと期待して住所を変えることもあり  

ます。しかしながら不幸にして多くの人々は大都市のスラム地区に引き入れ  

られるのであります。そこでは彼等は何らの経済的利益をもたらすことなく， 

また彼等自身のため，彼等が居住する都市のため，社会問題を大いに増加さ  

せております。この種の移動は，それによつて引き起される社会問題の重大  
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さの故に，軽視さるべきではありません。しかしながら数のうえから見ると， 

大部分の移動は，その他の理由によるものであることは，まことに幸いであ  

ります。  

 

発 展 と い う 観 点 か ら 見 た 人 口 移 動 の 効 果  

 

 国家の発展は，すべての人々に平均して利益を与えるものではなく，また， 

すべての産業に平均して利益を与えるものでもなく，更に，地理的な区域に  

平均して利益を及ぼすものでもないことは，経済上の事実であります。した  

がつて経済的発展より生ずる人口移動は，各種の問題や恩恵を招来するもの  

であります。多くの問題は，移動者が立去る土地と移り住む土地に起ります。 

流出移動から生ずる主な問題の一つは，農村の小都市の小企業に与える経済  

的圧迫の増大であります。現在の小売商人の数は，遂次に減少する人口のた  

め，商売を継続することが困難であります。農村地域は，医者や弁護士や歯  

科医のような知的職業者を維持して行くことは困難であります。また農村地  

域が彼等の教会や学校，行政活動を，減少する人口を基盤として，維持して  

行くことは困難であります。アメリカの農村では，コストの上昇と減少する  

人口のため公共団体の位置と統合とが，重要な問題となつております。  

 かつまた，流出移動の問題は，地域社会の人々の態度に緊張をもたらすの  

であります。そしてしばしば欲求不満や紛糾や敗北主義の態度となつて現れ， 

かつ，しばしば冷酷ささえ引き出しておるのであります。  

 しかしながらこれらの問題も，流入移動の地域に引き起される諸問題に比  

較すると決して大きな問題ではありません。第 12 図は，多くの移動が，す  

でにアメリカ 大の人口密集地に向つていることを示しています。このよう  

な人口移動は，道路，交通機関，空港，通信連絡等の諸問題を一層悪化させ  

ております。人口密集地域は，住宅問題や適切な行政の実施や，適切な施設  

の供与において，漸次困難を加えております。人口密集のその他の問題は空  
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気，水の汚染，及び組織的警察の保安行政，教育，衛生その他に漸次困難を  

加えて来ております。  

 それ故私は，移動は各種の問題を伴うものであると申し上げたいのであり  

ます。多くの重大な社会的経済的問題がアメリカ国内の人口移動から起つて  

おります。同時に人口移動は恩恵も伴つており，流出移動により経済的発展  

が可能であることを認識することも重要であります。  

 第 1 3 図 は ， 1 9 6 0 年 と 1 9 7 5 年 間 に お け る ア イ オ ワ の 生 産 額 の 予 想  

される増加を示しております。この価格は，アイオワの予想される将来の流  

出移動にも拘らず約 100 パーセントの増加が期待されております。時には  

経済発展は，流出移動のために起ります。もしもすべての労働者がアメリカ  

国内の農業に従事したとしたならば，一人あたりの生産高の増加は，歴史的  

記録が示すほどには大きなものにはならなかつたでありましよう。  

 第 14 図は，流出移動の地域＝＝アメリカの平原諸州＝＝が，全国平均と  

比 較 し て ， 1 人 当 り の 収 入 が 増 加 し て い る こ と を 示 し て お り ま す 。 1 9 2 9 

年から 1933 年まで平原州の 1 人当りの収入の平均は，アメリカの 1 人当  

り の 収 入 5 2 5 ド ル の 7 9 . 6 パ ー セ ン ト で あ り ま し た が ， 1 9 6 5 年 に 平 原  

州の 1 人当りの収入は，アメリカの 1 人当りの収入 2.746 ドルの 95.6 パ  

ーセントでありました。アメリカの 1 人当りの収入は着実に増加しており， 

平原州（流出移動地区）は，絶対的意味においても相対的意味においても， 

彼等の 1 人当りの収入を増加して参りました。アイオワでは 1966 年に 1 

人当りの収入が，州の歴史上始めてアメリカの 1 人当りの収入を凌駕いたし  

ました。流出移動は，生産力の増加と 1 人当りの収入の増加を妨げるもので  

はないということは，注目すべきであると存じます。流出移動に伴う使用資  

源の減少は，生産力と収入に大きな増加をもたらすものであります。  

 何故ならば流出人口は，もとの場所よりも新らしい場所でより多くの商品  

を生産しサービスを行なつておりますので，国家の経済発展に対する貢献は， 

移動後は移動前よりもより大きいのであります。  
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 第 1 5 図 は ， 1 9 5 0 年 に 6 9 . 2 パ ー セ ン ト の 家 族 が 年 収 4 , 0 0 0 ド ル 以  

下であつたことを示します。 1960 年には僅か 42 パーセントがこの部類  

に属しておりました。アイオワは年収 4,000 ドル以下の家族の減少に同様  

の改善を示しました。不完全雇用の地域又は仕事の少ない地域から完全雇用  

の地域又は仕事の多い地域への人々の移動は，低収入の家族を減少するもの  

であり，かくして，アメリカ国内の家族に一層公平な収入の分配をもたらすも  

ものであります。  

 人 口 移 動 の そ の 他 の 影 響 や 恩 恵 を 述 べ る こ と も 出 来 ま す 。 恐 ら く 人 口  

移動の恩恵のうちの一つは，訓練と教育に対する必要性の認識，公的私的及  

び経済的社会的調査研究に対する必要性の認識，建設的な閑暇時の活動とレ  

クリエーシヨンの機会及び，文化的発展に対する必要性の認識でありましよ  

う。  

 

 む  す  び  

 

 人々が去つて行く人口稀薄な地域と人々が集る人口稠密な地域を招来する  

人口移動の問題に関し，多くの人々の間で，多くの産業の間で，地理的地域  

間に配分すべき恩恵に関し，これらの問題や恩恵や影響及び解決手段を論及  

するため，国・州及び地方自治体の planning が進めらるべきことは，将に重  

要喫緊となつてきています。このような planning の目的は，すべての人々  

のためその恩恵を 大のものとし，その影響を 少のものとすることであり  

ます。物質的，社会的，経済的 planning の過程に，より大きな投資を行な  

うことによつてのみ，このような目的が達成されるのであります。  

 このあとアイオワ州の計画立案者であるフランク・コビントン氏が補足説  

明に立ち，「人口移動問題の対策としては，優先的に予算を組まなければな  

らない」と基本方針をのべた。このためには目標を確立することが先決であ  

り，ことを運ぶにはコストに比例した利益を考えねばならない。つまりコス  
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ト と 利 益 の 選 択 に よ つ て 決 ま る 問 題 だ と 話 し た 。  
 これに対し日本側からは，木村福島県知事及び加藤岡山県知事が，別項の 
と お り 演 説 し た 。  
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写 真 あ り  
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J A PA N （ 日 本 ）   
  
    P O P U L A T I O N  （ 1 9 6 5 ）  9 8 , 2 8 2  
    （ 人    口 ）   
    P O P U L A T I O N  P E R  S Q U A R E  M I L E    6 7 9  
    （ 一 平 方 マ イ ル に つ き の 人 口 密 度 ）   
    A N N U A L  R A T E  O F  P O P U L AT I O N   
  
     I N C R E A S E  （ 人 口 年 間 増 加 率 ） 1 . 0 ％  

  
  
U N I T E D  S T A T E S （ ア メ リ カ 合 衆 国   
  
    P O P U L A T I O N  （ 1 9 6 5 ）  1 9 3 , 8 1 8  
    （ 人    口 ）   
    P O P U L A T I O N  P E R  S Q U A R E  M I L E     5 4  
    （ 一 平 方 マ イ ル に つ き の 人 口 密 度 ）   
    A N N U A L  R A T E  O F  P O P U L AT I O N   
  
      I N C R E A S E  （ 人 口 年 間 増 加 率 ） 1 . 5 ％  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    第 2 図  
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写 真 あ り  

 
                    第 3 図  
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写 真 あ り  

 
                  第 4 図  
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写 真 あ り  

 
                  第 5 図  
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現 役 軍 人 を 除 く 総 就 業 パ ー セ ン テ ー ジ の 増 減  
S i z e  o f  c i t y  カ ウ ン テ イ ー （ 郡 ） 内 の  P e r c e n t  c h a n g e  i n  t o t a l  
i n  t h e  c o u n t y 市 の サ イ ズ （ 市 の 人 口 ）   c i v i l i a n  e m p l o y m e n t  
写 真 あ り  
                  第 6 図  
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写 真 あ り  
                  第 7 図  
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     （ ア イ オ ワ 州 の 各 人 平 均 年 生 産 力 増 加 ）  

             I O WA  
      P R O D U C T I V I T Y  I N C R E A S E  
         P E R  M A N  Y E A R  

 

 1 9 5 0  1 9 6 0  
（ 増 加 率 ， ％ ）  

P E R C E N T  C H A N G E  
FA R M  

（ 農 業 ）  
＄ 4 , 4 2 1  ＄ 7 , 0 2 1  5 9  

N O N FA R M  
（ 農 業 外 ）  

＄ 5 , 5 5 0  ＄ 6 , 9 0 0  2 4  

 
P R O D U C T I V I T Y  I N  T E R M S  O F  VA L U E  A D D E D ,  N O T  
T O T A L  S A L E S  
（総売上額ではなく，価値増加による生産力）  
                     第 8 図  

 
    （ 1 9 5 0 年 か ら 1 9 6 0 年 に か け て の ）  

    C H A N G E  I N  U N M B E R  O F  J O B S  
    （ ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る 職 業 数 の 変 動 ）  
    I N  U N I T E D  S T A T E S  1 9 5 0 － 6 0  
写 真 あ り  

 
                    第 9 図  
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ア イ オ ワ の 人 口  

I O WA  P O P U L A T I O N  
 

 
R u r a l  

（ 農 村 ）  
U r b a n  

（ 都 市 ）  

P e r c e n t  R u r a l 
パ ー セ ン ト  
（ 農 村 の 全 体 に 対 す る ）

1 9 0 0  1 , 6 5 9 , 4 6 7  5 7 2 , 3 8 6  7 4 . 3  

1 9 2 0  1 , 5 2 8 , 5 2 6  8 7 5 , 4 9 5  6 3 . 6  

1 9 4 0  1 , 4 5 4 , 0 3 7  1 , 0 8 4 , 2 3 1 5 7 . 3  

1 9 6 0  1 , 2 9 5 , 0 2 5  1 , 4 3 9 , 5 2 5 4 6 . 9  

 
                        第 1 0 図  

 
  P O P U L AT I O N  C H A N G E  B Y  A G E  1 9 5 0－ 6 0  
1 9 5 0 年 か ら 1 9 6 0 年 に か け て の 年 令 別 人 口 パ ー セ ン テ ー ジ 増 減  

 
A G E  

（ 年 令 ）  
I O WA  

（ ア イ オ ワ ）

A R I Z O N A  
（ ア リ ゾ ナ ）

C A L I F O R N I A  
（ カ リ フ オ ル ニ ア ）

u n d e r  1 9  
（ 1 9 才 以 下 ）  

＋ 1 8 . 9  ＋ 8 6 . 2  ＋ 8 1 . 3  

2 0－ 4 0  － 1 2 . 6  ＋ 5 2 . 8  ＋ 2 6 . 0  
4 0－ 5 5  ＋ 0 3 . 1  ＋ 7 6 . 8  ＋ 4 1 . 7  
5 5－ 6 5  ＋ 0 3 . 4  ＋ 7 3 . 8  ＋ 3 4 . 5  

6 5－ o v e r  
（ 6 5 才 以 上 ）  

＋ 1 7 . 3  ＋ 1 0 0 . 4  ＋ 5 1 . 6  

 
 
 
                         第 1 1 図  
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写 真 あ り  
                       第 1 2 図  
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ア イ オ ワ の 生 産 価 値  

VA L U E  O F  I O WA’ S  O U T P U T  
（ I n  c o n s t a n t  d o l l a r s）  

1 9 6 0   8 , 5 1 9  m i l l i o n  d o l l a r s  
 （ 8 5 億 1 9 0 0 万 ド ル ）  

1 9 7 5  1 5 , 7 4 9  m i l l i o n  d o l l a r s  
 （ 1 5 7 億 4 9 0 0 万 ド ル ）  

 
 
                         第 1 3 図  

 
 
 

F i v e  Y e a r  P e r  C a p i t a  P e r s o n a l  I n c o m e 
各 人 平 均 所 得 （ 年 平 均 ）  

U n i t e d  S t a t e s ,  P l a i n s  R e g i o n ,  a n d  I o w a 
アメリカ合衆国全体，平地   地域 ，及び アイオワ 

1 9 2 9 － 1 9 6 3 

 

U .  S .  P e r  
C a p i t a  

P e r s o n a l  
I n c o m e  ＄  

（ 全 国 各 人 平 均 所 得 ）

P l a i n s  
A s  A  ％  
o f  U .  S .  
平 地 地 域  

全国を 100 としての％

I o w a  
A s  A  ％  
o f  U .  S .  
ア イ オ ワ  

全国を 100 としての％

1 9 2 9 － 1 9 3 3  5 2 5 . 1  7 9 . 6  7 7 . 2  
1 9 3 4 － 1 9 3 8  5 0 6 . 3  8 0 . 2  8 0 . 4  
1 9 3 9 － 1 9 4 3  7 7 8 . 3  8 4 . 5  8 6 . 5  
1 9 5 4 － 1 9 5 8  1 , 9 4 7 . 4  9 1 . 2  9 0 . 0  
1 9 5 9 － 1 9 6 3  2 , 2 9 5 . 6  9 4 . 2  9 2 . 2  
1 9 6 3 － 1 9 6 5  2 , 4 4 9 . 0  9 5 . 2  9 4 . 0  

1 9 6 5  2 , 7 4 6 . 0  9 5 . 6  9 7 . 5  
S o u r c e  :  I o w a  B u s i n e s s  D i g e s t  N o v e m b e r  
 
                              第 14 図  
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（ ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る ， 年 収 4 , 0 0 0 ド ル 以 下 の 家 族 の ）  

P E R C E N T A G E  O F  U .  S .  F A M I L I E S  W I T H  L E S S 
（ 占 め る パ ー セ ン テ ー ジ ） 

T H A N  ＄ 4 , 0 0 0  A N N U A L  I C O M E 

 
写 真 あ り  
                        第 1 5 図  
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人 口 移 動 に 伴 う 社 会 的 経 済 的 諸 問 題 に つ い て  
 
                福 島 県 知 事  木  村  守  江  

 

 まず，日本における人口移動の状況と，その特色について申し上げます。 

 日本は，19 世紀末いわゆる明治時代の中期から産業革命の進展とともに， 

農村から都市への人口集中が進んだのでありますが，第二次世界大戦中から  

戦後へかけて，戦災と疎開のため，都市人口は，農村地域へ一時逆流したの  

であります。  

 しかし，戦後，戦災都市の復興とともに，再び都市への人口集中が進み， 

特に， 1960 年以降，高度経済成長とともに農村から大都市への集中化が  

著しく激化したのであります。  

 第二次世界大戦後の人口移動の状況とその特色をみますると，まず第一に， 

人口移動は，農業を中心とした後進地域から，東京，横浜，名古屋，京都， 

大阪，神戸の六大都市をはじめ，太平洋沿岸の先進地域へ集中するという形  

で行なわれているのであります。  

 第 2 に，人口移動は， 1955 年以降急激に行なわれておりますが，  

1 9 5 5 年 か ら 1 9 6 0 年 間 と ， 1 9 6 0 年 か ら 1 9 6 5 年 間 と で は ， そ の  

様 相 は 若 干 異 な つ て い る の で あ り ま す 。 す な わ ち ， 1 9 5 5 年 か ら 1 9 6 0 

年間は，東京，大阪等の大都市を中心に増加しているのでありますが，  

1960 年以降は，これらの大都市の都心部よりも，その周辺地区への増加  

率が急激に上昇しているのであります。  

 この原因は，大都市の生活環境の悪化により，隣接県への転出が増加した  

こと，並びに他の地域から大都市へ集中するものも，住宅や土地などの関係  

から，その周辺部に定住地を選んでいることにあるのであります。  

 第 3 に，人口流出地域は，東北日本海沿岸，西南日本に多く分布しており  

ますが，それらの地域にあつても，とくに人口 3 万人未満の市町村における  
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流出が多く，逆に，人口の増加している地域は，太平洋沿岸や瀬戸内海沿岸  

が中心でありますが，特に大都市ほど人口の増加率は大きくなつているので  

あります。  

 第 4 に，人口移動の主体をなすものは，若い生産年令人口であり，このた  

め，都市農村とも年令別人口構造は著しく変化し，大都市では，若年労働人  

口が膨張しているのに対し，農村ではその老令化，女性化が目立つているの  

でありまして，さらに，この年令別人口構造の変化は，出生率にも影響を与  

え，特に，農村の低い出生率は将来における新規労働力の供給量を縮減させ  

る可能性があるのであります。  

 第 5 に，人口移動に伴う農業人口の減少とあわせて，特に 1960 年以降  

は，挙家離農の傾向も無視できず，人口のみならず農家戸数も大きく減少し  

ているのであります。  

 このような現象は，高度経済成長下の労働力の急増と新規供給量の縮減に  

よる労働市場の需給関係の緊迫によるものであり，さらに農業自体としても， 

技術や機械化の導入が進んだことが原因としてあげられるのであります。  

 また，戦前農家人口の流出を規制していた家父長制的家族協業体制ともい  

うべき「家」から解放され，次三男はもちろんあとつぎも自主的に職業の選  

択ができるようになつたことも離農の原因となつていると考えられるのであ  

ります。  

 以上，人口移動の状況とその特色について申し上げましたが，このような  

人口移動の傾向は，今後もそう急速になくなることはないものと考えられる  

のであります。しかし，移動促進の要因と抑制要因とがからみあつて将来の  

推計は極めて困難であります。  

 ここで，人口移動に伴う当面する社会的，経済的諸問題とその対象につい  

て申し述べたいと存じます。  

 まず，人口移動に伴う地域的課題の一つには，過密問題がございます。こ  

れは，都市部に人口や産業が過度に集中することにより，都市の主要な機能  
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に麻痺現象を起こしていることであります。  

 そして二つには，過疎問題であり，これは生産活動に直接関係する若年労  

働力の減少による産業の停滞――特に，農業生産の維持が困難になつている  

ほか，防災，医療，教育活動等の地域社会の基礎的条件の確保が困難になつ  

て，共同体としての地域社会の存続を危うくしていることであります。  

 これらの問題の基本的解決を意図して，これまでも政府や地方公共団体の  

手によつて，新産業都市の建設や工業整備特別地域の設定など各種の地域開  

発政策が実施されてきたのであります。  

 もちろん，その成果は全くなかつたわけではありませんが， 近における  

人口移動は，依然として大都市をはじめ先進地域に集中しているのが現状で  

あります。  

 これまでの地域開発は，どちらかというと，経済開発に重点がおかれてい  

たのでありますが，それのみでは人間の生活が向上するわけではないのであ  

りまして，日本における人口の動向，人口の構造の著しい変化と，社会的， 

経済的発展との関連を十分に検討し，経済面のみではなく，社会開発面を重  

視した人間中心の考え方にたつて対策を講じていく必要があると考えるので  

あります。  

 すなわち，具体的にはまず，人口集中地域への対策としては，人口集中の  

激化している大都市に対し，集中を可能な限り抑制するとともに都市のもつ  

諸機能や企業の一部を地方に分散すること，並びに一方では都市の再開発を  

進めて行くことであります。  

 これは，いずれも容易に行なえる問題ではありませんが，それぞれに有機  

的な関連をもつて進められ，他方，後進地域の開発が行なわれてこそ解決へ  

の道に近づくことになると考えるのであります。  

 また，人口減少地域への対策としては，人口激減地区（過疎地域）と，そ  

れ以外の減少地区（後進地域）とに区分して考えることが必要であると存じ  

ます。  
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 人口激減地域に対しては，その地域に散在している集落のうち，比較的ま  

とまりのある集落をその地域の拠点として，そこに公共的な施設を集中し， 

交通網を整備することにより，広域的な立場から地域の再整備をはかること  

であります。  

 また，公共施設の設置，維持が困難な過疎地域においては，いくつかの集  

落が共同で住民生活維持のための基礎的公共施設を設置し，その利用の促進  

をはかることであります。  

 さらには，より積極的にいくつかの集落の住民を適地に集中し，集落の再  

編成を行ない，再編成した新しい集落に公共施設を充実することであります。 

これらの対策が将来は基本的な施策になると考えるのであります。  

 その他の人口減少地区に対しましては，国土の均衡ある利用，地域格差の  

是正，住民生活の向上という観点から，地域の開発を進め，かつ，これまで  

の画一的な産業開発から，地域の特性を活用し，日本全体の中での分担すべ  

き機能を考慮した開発を行なうことであります。  

 特に，生活環境施設等の拡充，教育文化面での充実等をはかり，豊かで住  

みよい魅力ある地域をつくることが必要であります。  

 以上，人口移動と社会的経済的諸問題について申し上げましたが，この命  

題に対処する基本的な姿勢は，社会的な面での開発と経済的な面での開発と  

が調和と均衡のとれた形で進められなければならないということを 後に申  

し上げて，与えられた命題に対する発表を終ります。  
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住民の自治意識とこれが高揚について  

 

                  岡山県知事 加  藤  武  徳  

 

 近年政府の活動が膨張の一途をたどつていることは，各国共通の問題であ  

ると考えるのであります。わが国においても，かつては国家の任務は，消極  

的な治安が主であつて，個人の生活には関与しないがよいとされていたので  

あります。しかし， 19 世紀の終りごろから 20 世紀になると，国民が幸福  

な生活を送れるようにするためには，国家が社会，経済の面において積極的  

な関与を行なう必要があるところから，国家は国民に対して一定水準の幸福  

な生活を保障する責任を負うものであるとされたのであります。  

 わが国の憲法においても，「すべて国民は，健康で文化的な 低限度の生  

活を営む権利を有する。国はすべての生活部面について，社会福祉，社会保  

障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない」と規定し，福祉国  

家の理念を明文化しまして，国家，社会の要請する種々の行政のうち，全国  

的な水準をもつて，あるいは全国的にまとめて処理した方がよいものは，中  

央政府の責任とし，住民の日常生活に直結したものとして地方の実情に即し  

て処理した方がよいものは，地方政府すなわち県，市町村の責任となすべき  

であるとされているのであります。しかし，福祉国家の機能が充実されるに  

したがつて，その行政事務はますます複雑さを加えてまいりますので，財源  

的な問題とともに，中央政府と地方政府（地方公共団体）との行政事務の配  

分については常に議論がなされているところであります。  

 わが国の地方自治も憲法において，国家の基本的な統治構造の一環として  

保障されているところでありますが，これが制度化するにあたつては三つの  

事項を基本原則としており，それは，第一に住民の権利の拡充，保障，第二  

に地方公共団体の自主性，自立性の強化，第三に地方公共団体の能率化と公  

正の確保であります。このうちの住民の権利の拡充保障という第一の原則は， 
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自治運営の責任主体が住民であつて，団体意思の 終決定権は住民であると  

いうことに他ならないのであります。住民が選挙によつて自分達の代表を選  

びその代表者を通じて間接に行政に参与するという，いわゆる間接民主政治  

の方式がとられているのでありますが，このほかに条例の制定改廃請求，事  

務監査の請求，議会の解散請求，議員，長等の解職請求など直接請求の権利  

が認められており，現行の自治制度は間接民主政治の方式のみによらず，直  

接民主政治の方式をも補完的にとり入れ，議会主義の欠かんを補充している  

のであります。これらはいずれも住民の権利の拡充にほかならないのであり  

ます。各種の直接請求の権利は，従前行なわれてきた地方自治行政に対する  

国の後見的な監督に代るものであり，間接民主制を補完する機能として地方  

自治制度の特色であるとされております。  

 ところで，中央政府と地方公共団体の間で，事務や財源の適正な配分が行  

なわれ，地方社会の合理的再編がなされたとしても，地方公共団体が与えら  

れた財源を有効に利用し，その法上の正当なる権限を 大限に発揮するため  

には，地方公共団体の行政能力を充分に涵養する必要がありましよう。その  

行政能力を欠くならば自治の振興は画餅におわるでありましよう。そして行  

政能力の充実のためには，地方公共団体の物的設備の充実，人的訓練の徹底， 

事務能率の増進とともに，住民の自治意識の高揚が欠くべからざる要素であ  

ると思うのであります。  

 地方自治体の行政も，中央政府と同じく住民の負担において行なわれるも  

のでありますから，住民の権利の適切な行使と住民の政治行政に対する意識  

の高揚がとくに要求されることはいうまでもないところであります。いかに  

制度が十全でありましてもこれを究極においてコントロールする住民の自治  

意識のうらづけがなければ，複雑な制度はいたずらに浪費し非能率を招くば  

かりでしよう。  

 しかるにわが国においては，残念ながらこの点はかならずしも充分である  

とはいえないのであります。住民の自治意識を測定することはなかなか困難  
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でありますが，選挙権および直接請求権の行使の面，あるいは世論調査など  

によつて若干の考察を試みたいと思います。まず住民がその選挙権を行使す  

るにあたつて，無自覚であるということは，およそ近代国家では考えられな  

いことであります。特に 近では，「明るく正しい選挙」の推進を住民運動  

として盛り上げ，津々浦々にいたるまでその啓発にあたつており，自治意識  

の高揚に努めているのでありますが，地方選挙の投票率からみますと，住民  

の も身近な市町村の選挙においては，昭和 38 年の統一選挙では，市町村  

長 選 挙 の 平 均 投 票 率 8 0 . 1 9％ ， 市 町 村 議 会 議 員 選 挙 の 平 均 投 票 率 8 5 . 9 4 

％と比較的高いのでありますが，県の段階になりますと同じく統一選挙にお  

い て ， 知 事 選 挙 7 7 . 2 7％ ， 県 議 会 議 員 選 挙 8 0 . 5 2％ と 市 町 村 の 選 挙 に 比  

較いたしますとやや下つてまいりますが，選挙に関する限り形式的にしろ住  

民の意識は高まつてきていると考えられるのであります。ただ投票率の上昇  

は，同時にその内容において住民が充分みずからの権利と役割を自覚したも  

のでなければなりません。古い因襲や慣習にとらわれて，無自覚的に投票所  

に行くことが高い投票率となつて表われるのならば，むしろ，その高さ自体  

が問題といえましよう。また直接請求権の行使にあたつてはどうでありまし  

ようか。ともすれば，直接請求権の発動が特定の政党の宣伝利用のために使  

われたり，あるいは或る地域や個人間の感情的対立のはけ口とされていると  

いう事情が無しとしないのであります。このことは，地方自治の自殺行為で  

あるというほかはないのであります。特に選挙の直前において直接請求の発  

動が多く行なわれる事実からは若干権利の適切な行使に欠ける面をうかがう  

ことができるのであります。  

 次に昭和 40 年 3 月日本政府の広報室が発表した「自治意識に関する世論  

調 査 報 告 書 」 に よ れ ば ， 調 査 対 象 数 3 , 0 0 0 の う ち 回 答 数 は 2 , 4 2 2（ 8 1 

％）でありましたが，自分の住んでいる県の知事の名前を知つている者が  

77％，市町村長の名前を知つている者は 82％となつていました。また自  

分の住んでいる県や市町村のやつている仕事についての要望や不満を持つて  
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いるかとの問に対して，持つていると答えたものは 40％，持つていないと  

答えたものは 60％となつており，県や市町村についての要望や不満を申し  

出たことがあるかとの問に対して，あると答えたものは 11％にすぎないの  

であります。これをみても県や市町村の行政に対する意識はまだまだ充分で  

ないと思われるのであります。もとより住民の自治意識は，他の全ての政治  

問題と同じように，急速に高揚するというよりは，長年月にわたる住民の経  

験によつて徐々に高まつて行くものでありましよう。また，そう期待すると  

ころでありますが，同時に地方政府の首長や議会議員がみずからの行政や活  

動を通じて積極的に自治意識の高揚に努めるべきでありましよう。それが地  

方政府の基礎と民主社会の基礎をより強固にするものでありますが，これが  

具体策についてはいわゆるきめ手となるべきものが容易に見当らない状況で  

あります。  

 こうした問題について，貴国における州民の自治に対する意識は，いかが  

でしようか，また自治意識の高揚について特別に配慮されている具体的なこ  

とがあれば，お伺い出来れば幸いであります。  

 なお，加藤知事は「夕刊新聞」に，住民の自治意識の高揚に関する知事の  

演説について，次のように発表しておられるので，引用させていただくこと  

とする。  

 

 

       〝自 治  意  識〟高 め  る  

                    加藤知事渡米第三信  

 わたくしが日米知事会議でコメントした「地方公共団体の自治意識とその  

高揚について」の概要にふれておこう――。中央政府の活動が，近年しだい  

に活発となり，地方にまでどんどん手を伸ばしている現況だが，この結果中  

央と地方の権限の問題，財源の配分の問題などが，議論の中心となつている。 

 また，日本では地方自治を国の統治構造の重要な機構としており，地方住  
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民の権利の保証と拡充，地方公共団体の自治制の強化，能率化と法制の確保  

などが基本的原則であることを指摘した。この地方自治の原則を実行するた  

めに，都道府県の知事や議員を選挙によつて選ぶ方法と，そうでなしに県の  

条例の改廃を請求したり，議会の解散や知事，議員の解職を請求するリコー  

ル制度も認められている。従つて自ら票を投じて選んだものが政治にたずさ  

わる間接民主政治方式のみならず，直接民主政治の方式をもつていることを  

述べたのである。  

 公共団体が定まつた財源で多くの仕事をするためには，どうしても住民の  

地方自治に対する意欲が強くなければならない。つまり，自治意識を育てて  

いかなければならない点を強調したのである。住民の自治意識を測定するこ  

とは，かなり困難なことであるが，わたくしはごく簡単に次の二点にしぼつ  

て説明した。  

 まず第一に選挙の投票率である。毎回，日本では選挙の投票率が大いに問  

題になる。国のばあい，県，市町村のばあいとそれぞれ特色があるが，一般  

的にいつて身近な選挙ほど，投票率が高いという傾向がみられる。しかし， 

見方によつては古い因習なり，慣習なりにとらわれて〝狩り出し投票〟が行  

なわれているとすれば，投票率の高さが必ずしも自治意識の尺度とはならな  

いことも指摘しておいた。  

 第二はリコールの問題だ。日本ではもちろん，リコールの請求が適正に行  

なわれているばあいもずいぶんとあるが，しかし，なかには特定の政党の宣  

伝に利用しようとする動きがないではない。また一定の地域や個人的な感情  

の対立が，リコールの大きな原因になつているばあいがないとはいえない。 

とくに選挙の行なわれる直前に，リコールが実施されたケースが何回かある  

が，これが果たして適正な権利の行使であるかどうか，疑問であることも強  

調した。これらのことは，住民の自治意識の問題と密接な関係があり，権利  

の乱用であるとする議論が，背後にある点も報告したのである。  

 そこで日本における地方自治意識の調査内容も 2， 3 報告した。 それは  
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昭和 40 年 3 月，日本政府の広報紙が発表した「自治意識の世論調査報告書」 

に よ つ た の で あ る が ， 3 , 0 0 0 人 の 調 査 対 象 の う ち 8 1％ に あ た る 2 , 4 2 2 

の回答が基礎となつている。内容別に列挙すると，在住県の知事の氏名をし  

つている者が 77％，市町村長の氏名をしつている者は 82％，県，市町村に  

対する要望や不満をもつているものが 40％，もつていない者が 60％であ  

つた。このうち県や市町村に不満や要望を申し出たものは，わずか 11％に  

すぎなかつた。これをみても，県，市町村の行政に対する意識は，まだ，じ  

ゆうぶんとはいえない。  

 他のすべての政治問題と同じように，住民の自治意識を急速に高揚するこ  

とはなかなかむずかしく長年月にわたる住民の経験によつて徐々に高まつて  

いくものだろう。同時に，地方行政の首長や議員が，自らの行政や活動を通  

じて積極的に自治意識のレベルアツプにつとめるべきだと考える。米国では  

州住民の政治に対する意識のていど，また，どのような方法で自治意識の高  

揚に努力されているか――と，問題提起のまま，報告を終えた。（アイオワ  

州デモインで）  
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討       論  

 

 日本側の意見発表が終つてから討論に入つたが，その概要は次のとおりで  

ある。  

 

ユタ州ランプトン知事  

 農村から都市への人口移動は，日米共通の問題でありますが，日本は農業  

が主な産業でありますので，日本の人口移動は，社会的理由よりはより多く  

経済的理由によるものと思われますが，いかがでしようか？  

 

木村知事  

 日本の人口移動は，社会的理由ではなく，経済的理由によるものと思いま  

す。ただ日本とアメリカと異なる点は，日本は国土が狭く人口密度が高いの  

でありますが，アメリカはこれに反しております。さきほどお話がありまし  

た技術を求め昇進を求めて移動することはよく分るのでありますが，日本で  

は全く収入が無いため，又は生活に困るため，家族を残して単身出稼ぎに出  

る例が多いのであります。この場合，必ずしも約束された収入があるとは限  

らず，女性問題や飲酒等のため，家庭を破壊するような例が多くあります。 

特に日本の北部地方にこのような例が多いのでありまして，この問題は，経  

済的問題より社会問題として取上げられております。この点についてアメリ  

カでは，どのような対策を立てておられるか伺いたいと存じます。  

 

ウエスト・ヴアージニア州スミス知事  

 質問はよく分りました。ウエスト・ヴアージニアでは，同じような経験を  

して参りました。このような問題が将来起らないように，連邦政府から十分  

な経済援助を得て，地域開発にあたりました。もちろん州としても人口移動  

 

－ 58－  



の対策として，連邦と協力して解決に努力いたしました。アパラチヤ地域は， 

――景気後退地区でありますが――公共投資を得て，基本的設備すなわち交  

通，教育，保健の施設を整え，天然資源の開発を地域的に行なつて，健全な  

経済を築き上げるため，成長センターを設けて努力しております。  

 ワ シ ン ト ン で は 近 大 都 市 の 周 辺 に 集 落 ― ― N e w  t o w n― ― を 作 り ，  

流入人口の吸収を図つており，中央アパラチヤ計画では，人口移動に伴う問  

題の解決に努力しています。ここは人口 150 万をかかえ，人口密度は全ア  

メリカを上廻つていますが，交通，住宅，教育等及び就職の機会を増大する  

た め ， 現 在 の 市 の 周 辺 に N e w  To w n を 作 つ て ， 人 口 を こ れ に 吸 収 し ，  

人口移動を喰い止めようとしています。このような仕事は，地方自治体でも  

やつて行けると思います。月の世界に人間を送る時代ですから，このような  

人間の社会的経済的問題を解決し得る能力をもつている筈であります。  

 加藤知事のいわれた自治意識の高揚について，ウエスト・ヴアージニヤで  

は，市，郡の選挙で 7 割か 8 割位しか投票しない地域がありますが，これは  

自治意識が十分高揚されていないからではないかと思います。  

 

ノース・ダコタ州ガイ知事  

 日本政府は，人口をうまく配分するような＝＝つまり人口稀薄の地域に人  

を移動させるような＝＝何らかの政策をとつておりますか？  

 

木村知事  

 日本政府としては，人口の移動と産業の発展とを調和のとれた状態にした  

いと努力しています。すなわち過密都市を解消し，地方分散をさせ，人口の  

都市集中を避けるよう努力しています。しかし人口は，産業の発展している  

ところに集中する傾向があります。そして取残された農村の人口は，減少し  

ています。先程アイオワ州の例として，人口は減つたが生産と個人所得は上  

つているというお話がありましたが，日本においても，技術と機械の導入に  
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よつて，生産が上つているところがありますが，日本では人口減少の結果， 

現在の状態が続くと，農家の跡継ぎがなくなり，農業生産が低下して行くこ  

とが心配され，これが非常に大きな問題となつています。  

 

安孫子知事  

 農村の人口が都市に集中すると，農村の耕地がだんだん広がるということ  

は，日本ではありません。日本では農村から都市に人が移りましても，耕地  

は手離さず，従つて農業に従事する者は，老人か子供になつて，生産か減少  

し，極端な場合は，荒地になつてしまいます。農民は，土地を先祖伝来の財  

産であると考え，手離さないのであります。従つて農家が減つても残つてい  

る農家の経営規模が拡張し，生産が上るということはありません。これが日  

本の大きな問題であります。この点アメリカでは，農地の転売と経営の拡大  

が非常にスムースに行なわれているのではないかと思います。このことにつ  

いて，アメリカ側のご意見を承わりたいと存じます。  

 

アイオワ州ヒユーズ知事  

 農地を売却して都市に移住することが必要ですが，日本では，先祖伝来の  

土地をあくまで手離すまいとしていますが，これはちよつとアメリカとは違  

つた考えであると思います。アメリカでは，日本のような伝統もありません  

し，農村の人口が減るとかえつて生産は向上しています。木村知事が言われ  

た，家族を放棄して単身出稼ぎに出る場合でありますが，アメリカでもその  

ような例があります。そのような場合アメリカでは，残された者に社会福祉  

を進め，生活援助をしておりますが，これは政府の大きな負担となつていま  

す。  
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マサチユセツツ州ヴオルプ知事  

 人口移動に伴う問題を処理するためには，連邦政府と州政府の意志の疎通  

が大切であります。この点ジヨンソン政府と州政府は，大変うまく行つてお  

ります。  
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写真あり  

      説  明   ジヨンソン大統領と記念撮影  

           昭和 42 年 5 月 24 日  
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各州視察と米政府高官との会見  
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          5 月 16 日（火）出発前 

 晴。  

 午前 11 時，訪米知事団一行は，アメリカ大使館に挨拶に行つた。折悪し  

くジヨンソン大使は，恒例の下田祭に出席して不在であつたので，オズボン  

公使に大使事務室で会見した。公使は流暢な日本語で次のように語つた。  

  『私は国務省の職員でありましたが，日本にはライシヤワー大使就任の  

 際参りまして，アメリカ大使館に勤めることになりました。私は，人と人  

 とがじかに接触することが 善の理解の方法であると思つています。顔と  

 顔をつき合わせての対話ほど，人を融和させるものはありません。』  

 巧みな日本語を駆使する公使は，なおも  

  『アイオワ州の人は，純情で真面目です。』  

などと言つて知事の参考に資せられること多大であつた。安孫子知事は，  

  『この前アメリカを訪問しました時，日本知事団歓迎と漢字で書いた幕  

 を張つて歓迎してくれましたが，このようなことは戦前には全く無かつた  

 ことです。』  

といつた。田部知事は，  

  『日米がお互によく知り合つていなかつたから，無役な戦争をしてしま  

 いました。よく知り合つていれば，あのような惨事も起らなかつたにちが  

 いありません。』  

と感概深けに言われた。公使は，  

  『アメリカ西部の人たちは，割合い日本を知つていますが，アイオワや  

 ロードアイランドの人たちは，よく知つておりませんから，日本の事情を  

 よく説明して下さい。』  

といつた。歓談約 20 分で知事たちは辞去したが，巧みな日本語と物慣れた  
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応待は，さすがに外交官と思わせるものがあつた。知事たちの顔も晴れ晴れ  

としていた。  

 

5 月 17 日  （水） 出発当日 

 快晴。  

 この日出発は午前 10 時の予定であつたが，きのう空港内に事故があり， 

多くの飛行機が欠航したので，それを取り返すため出発は約 1 時間遅れた。 

機内は中国人の婦人や子供で一ぱいだつた。  

  『高度 1 万メートル，時速 980 キロ，天気は清朗で順航を続けていま  

 す。ホノルル国際空港着陸は，予定より約 1 時間遅れて午後 11 時の予定  

 であります。』  

と機内放送がある。東京国際空港を 17 日朝 10 時に離陸すると，約 8 時間  

を費して 16 日午後 10 時にホノルル国際空港に着くのである。これはつま  

り暦の日付と地方時との食いちがいがあるからで，これを調整するため，太  

平洋のほぼ中央の経度 180 度の線に沿つて日付変更線があつて，この線を  

東から西に渡れば 1 日進ませ，西から東の場合は 1 日遅らせることになつて  

いる。  

 日本知事代表団が乗つた宮島号は， 1967 年 5 月 17 日午後 3 時 27 分  

に，この日付変更線を通過したのである。  

 

      5 月 1 6 日  （ 火 ）  ハ ワ イ 州 ホ ノ ル ル  

 午後 11 時 30 分ホノルル国際空港到着。  

 税関には前回の訪米のときとは違つて制服の係員以外誰もいなかつた。そ  

れでも税関の検査は何もなかつた。  
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 税関を出るとバーンズ知事や州庁職員，ホノルル総領事，日系人代表等多  

数の人々に迎えられ，例によつて各人首から薫り高いレイをいくつもかけて  

もらつた。空港でフラダンスの歓迎があつてから，夜も更けていたので直ち  

に州警察の自動車を連ねて，宿舎ロイヤル・ハワイアン・ホテルに向つた。就床午前 2 時 

20 分。州警察官が一室を借りて，交互に不寝番をしてくれた。なお，バー  

ンズ知事のほかこの夜空港に出迎えてくれた人々を記しておく。山本ホノル  

ル総領事，夏目ホノルル領事，河野秀雄日商第一副会頭，手島日本人青年商  

工会議所会頭，磯島武夫夫妻，太田薫，フランク小田，桑田賢，安達正之夫  

妻，細川善次郎，大山幸雄，秋田光義，山崎昇夫妻，藤川敬三夫妻，緒方善  

次郎，島本清一，泉開教使，重永茂夫，山本常一の諸氏であつた。  

 われわれが忘れられないことは，宿に着いてからハワイを出発するまでの  

間，日本の知事一人一人に日本人会幹部の人々が付きそつて下さつて，いろ  

いろと世話をしていただいたことである。御配慮を深謝申し上げる。  

 

5 月 17 日  （水） ハワイ州ホノルル 

 晴。  

 5 時起床。睡眼時間 2 時間半。  

 ハワイ，ワイキキ海岸の朝は美しくすがすがしい。日光が大平洋の白波に  

映え，榔子の木の間からさんさんと緑の芝生や草花の上にこぼれる。小鳥が  

木の枝の上で声高く歌つている。ハワイは「緑と花と囀」の島である。  

 清々しい朝という形容詞が，こんなに適切にあてはまるところを未だかつ  

て知らない。  

 ワイキキの浜の食堂で朝食を食べていると，野生の鳩や雀が餌をあさりに  

来て，つい隣りのテーブルまで寄つて来る。ホノルルに来る度いつも見慣れ  
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た風景だが，何とも旅人の心を和ませてくれるほほえましい風景である。  

「ワイキキの雀や鳩はみんな脚気にかかつてるんですよ。骨を折らずに人間  

のお余りを頂戴していますので」と聞かされた。  

 榔子の木の中腹にブリキの環がはめてある。鼠除けである。 30 センチほ  

どのブリキを鼠は登ることが出来ないのである。鼠は銀座のまん中でも，ワ  

イキキの浜のホテルでも，地球上人間の住む処到る処に棲んでいるのだ。  

 

安孫子団長メツセージ 

 午前 9 時安子孫団長は，ロイヤル・ハワイアン・ホテルのロビーで，新聞  

記者団に次のメツセージを英文で発表した。次に和英両文で掲げておく。  

  『この度日本知事代表団一行は，日米知事相互訪問計画に基づき，1965 

 年 10 月日本を訪問された貴国知事団にお答えして，貴国を訪問いたしま  

 した。  

  私ども日本知事代表団は，今回アイオワ州デモインにおけるアメリカ側  

 での第 3 回日米知事会議に出席するほか，貴国の主要各州の行政と産業の  

 視察いたしますが，御地は私どもの旅程の 初の訪問地として訪問いたし  

 ました。  

  ハワイは，アメリカ本土と日本との中間に位置し，明治元年に始めて日  

 本人が移住いたしまして以来，現在日系人の数は，ハワイの全人口の三分  

 の一以上を占め，歴史的にも経済的にも，日本と も深い関係を保つてお  

 ります。従つて私どもは御地を訪問して，少しも外国におるような感じ 

 がいたさないのみか，限りない親しみを覚えるのであります。しかも一年  

 中常春の御地は，四時南国の香豊かなとりどりの花に囲まれ，太平洋の楽  

 園として，日本人の憧憬の地であります。  

  昨晩遅く私どもは，ホノルル国際空港に到着いたしましたが，深更にも  

 かかわらずバーンズ知事ご夫妻をはじめ，アメリカ全国知事会代表，州政  

 
－ 70－



 
 

M E S S A G E 
       By Governor Abiko 
         Leader of Japanese Governors’ Delegation 
      We the Japanese governors’ delegation has fortunately been 
g i v e n  a n  o p p o r t u n i t y  t o  v i s i t  y o u r  g r e a t  c o u n t r y  t o  r e c i p r o c a t e 
the American Governors’ visit to our country in 1965. 
      Another aim of our governors’ visit to your country at this 
time is to attend the American portion of the 3rd Japan American 
Governors’ Conference, to be held in Des Moines, Iowa and to 
visit several leading states in your country to investigate their 
administration as well as industry. Honolulu is the first stop 
on our journey of inspection. 
      Hawaii l ies about half way between your main land and our 
country, and history shows that the first migration of our people 
to Hawaii was made in 1868, the first year of Meiji .  Since then 
the number of Japanese offspring together with our immigrants 
have remarkably increased, and at present the number of the Japa- 
nese Americans in Hawaii is somewhat over one third of its total 
population. It is quite natural that the Japanese have always 
been on good terms with the people in Hawaii historically as well 
as economically. Such being the case, we never feel any alien 
feeling whenever we come to this island, but rather we feel deep 
intimacy towards the people of Hawaii.  
      Moreover, since the climate of Hawaii is spring like all the 
year round, and the whole land is covered with fragrant tropica 
flowers, Hawaii is thought of as the land of aspiration to every 
person of Japanese background. 
      Yesterday, late at night, we landed at Honolulu International 
Airport and, though the evening was far advanced, yet Governor 
and Mrs. Burns, officers of the State Government, representatives 
of the National Governors’ Conference and many other citizens 
were good enough to receive us warmly. Many fragrant leis were 
garlanded about our necks and we were intoxicated with the sweet 
smell of  the flowers. 
      It is our earnest hope that the friendly ties between both our 
nations, the United States of America and Japan, may still  more be 
strengthened in the future through mutual exchange visits of 
governors.  At the same time we pledge that we will cooperate with 
our companion Governors of your country to promote educational and 
cultural exchange for the welfare of both nations. 
      Lastly I wish to convey to the people of Hawaii the good 
wishes and friendship of our 100 million Japanese citizens, from 
Kagoshima to Hokkaido. 
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 府や市民代表の方々等多数の方々の盛んな歓迎を受け，それぞれ薫り高い  

 レイを沢山首からかけでいただき，私どもの生涯の 良の日でありました。 

  私どもは，日米知事相互訪問計画を通じて，日米両国民の友好がますま  

 す深められますことを希望いたすとともに，学術文化の交流，経済の提携  

 を盛んにし，両国国民の福祉の増進と世界平和のため，相共に協力して参  

 りたいと念願いたしております。  

  1 億日本国民の善意と友好をお伝えして，私のメツセージといたします。』  

 

 

イースト・ウエスト・センター訪問  

 午前 9 時 30 分，ハイヤーを連ねてイースト・ウエスト・センターに向う。  

ハワイ大学構内にあるセンターに着くと，直ちに Asian Room に案内され， 

篠田博士から次のような説明を聞いた。  

  『イースト・ウエスト・センターは， 1960 年に米国政府によつて設  

 立された。その目的は，東西の融和を図るためであつた。学生交換部，技  

 術交換部，高等技術研究部の 3 部に分れている。  

  学生交換部では，大学院程度の学生が，毎年各国から約 300 人受入れ  

 られる。期間は概ね 2 カ年で，奨学金で学生は勉強している。 2 年間に， 

 6 週間の本土 tour がある。アメリカの学生は，同期間東洋に派遣される。  

 大多数の学生は， Master（修士）の学位をとつて帰国する。  

  技術交換部には，あらゆる方面の技術科があるが，今年 9 月からは，博  

 物館の技術科が開設される。年間約 300 人の学生がこの部に入る。  

  高等技術研究部では，アジア及びアメリカの学者を招いて共同研究をし  

 ている。年間約 40 人が入部する。日本からは，東大，広大の教援が来て  

 いる。調査翻訳部もあつて，東洋の書物を英訳している。その他に発行部  

 があつて，英訳した書物を発行している。』  

 篠田博士から以上のような説明があつたのち，約 15 名同室に出席してい  
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た日本からの留学生について，田中という人から紹介された。日本からは約  

40 名留学しているが，ここに出席している人以外は，援業のため出席でき  

ないのであると田中氏は言つた。  

 このあと知事と学生との質疑応答に入り，次のような対話がなされた。  

 金子知事――ハワイは日系人が多いので，英語の勉強には却つて都合が悪  

いのではないか？ 安孫子知事――英語は強制的に勉強しなければならない  

のか？ 金子知事――語学勉強のため，自分の talent を伸し得ないような  

場合は無いか？ 安孫子知事――どこの国の学生が一番多いか？ 農業の研  

究はどうゆうことをしているのか？ 池田知事――月にどれ位費用がかかる  

か？ 安孫子知事――各国の所遇はどのように違うか？ 金子知事――国， 

県，市等各々立場が異つているか，同一基準による所遇が望ましいと思うが  

どうか？ 加藤知事――所遇の点で，私たちの耳に入らずに入学している人  

もあるのではないか？  

 学生側からの特に強い要望は次の通りである。  

  『県の職員が入学する場合，県は少しも面倒をみてくれない。せめて出  

 張扱にしてくれたらと思うが，休職か退職にされてしもう。県は留学生の  

 教育に関しては全く無関心である』と鋭い意見も出された。知事たちは， 

 思わざる伏兵に出合つた格好で，訪米してまでこんな追求に遇おうとは思  

 わなかつたといつていた。  

 ハワイの日系人は，日本を心からの祖国と考え，限りない親愛の情を抱い  

ている。初めて会つた日本人にも深い愛情と敬慕の念をもつて接してくれる。 

このことについて岡山県加藤知事は，渡米通信として「夕刊新聞」に次のよ  

うに発表しておられるので，次にその文章を拝借することとする。  

  前文略。『これらの人たちから受けた共通の印象は，遠く祖国を離れた  
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 土地で生活しながら，絶えず祖国を思い，郷里のことを考えているという  

 ことだつた。わたしが日本の復興状況や岡山の現状などを話すと，それは  

 もう大変な喜びよう。目を輝やかせて聞き入り，心の底から祖国の繁栄を  

 祝福してくださつていた。いい意味での“日本的”なものに非常なあこが  

 れと尊敬をもつておられ，このことがまた，祖国日本にいるわれわれに， 

 限りない心強さを感じさせてくれるのだつた。』  

 

パンチボール丘記念基地参拝  

 東西センター訪問ののち午前 11 時 15 分からパンチボール丘の無名戦死  

の墓を，一同揃つて参拝した。共同団長の安孫子知事と金子知事が，アメリ  

カ知事会側で用意した花輪を階段下に供えて，一同礼拝した。  

 墓地の面積は， 112 エーカーあつて，きれいに刈り込まれた青い芝生の  

中に，マツチ箱を倒したような低い純白の大理石の墓石が，整然と並んでい  

る。墓石の前に点々と手向けられた草花が飾られている様は，日本と変らな  

い。この墓地は， 1949 年に完工した。第 2 次世界大戦戦没者でアメリカ  

国籍をもつハワイ出身の英霊 13,000 の遺骨その他が埋葬されている。十  

数段の石段の上に，白大理石の記念碑が建つている。これは 1958 年に着  

工， 1965 年に完成した。碑には月桂樹の小枝を持つた女神像が浮彫にさ  

れている。女神像の高さは 30 呎もある。清楚そのものの姿である。第 2 回  

日米知事会議の折には，竣功したばかりの碑に東会長が花環を供えた。その  

際一緒に礼拝した宮城県三浦知事は，今はすでに幽界の人となつている。人  

生まことにかつ消えかつ結ぶうたかたに似ている。  

 

ホノルル総領事主催カクテルパーテイーと昼食会  
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 正午から深い緑に囲まれた閑静なヌアヌ・アヴエニユーの日本総領事館で， 

山本総領事主催により，カクテル・パーテイーに続いて，日本食による昼食  

会が催された。昼食会は，ビユツフエ・スタイルで，赤飯，鮨，刺身などが  

たくさん出された。参会者は日系人代表等を含め数十名で，広間は満員の盛  

況だつた。各知事から土産物の贈呈があつた。約 2 時間後総領事館を辞去， 

ハイヤーに分乗して，エスコート付きで市内観光をした。  

 

バアーンズ・ハワイ州知事主催晩さん会  

 午後 5 時から，例によつて州警察官が運転するハイヤーに分乗して，ベレ  

タニア街のバアーンズ知事官邸ワシントン・プレースに向つた。  

 バアーンズ知事は，玄関に立たれて，来客を迎えられていた。広間には， 

34 名のハワイ土人の女が，ギターを奏しながら歌を歌つていた。知事夫人  

は，車椅子で，広間の隅の方で来客に応接していた。不自由な身体で訪客に  

応接する真摯な夫人の姿には，いつも感激を覚えるのである。土産物を贈ら  

れ る と バ ー ン ズ 知 事 は す ぐ に 夫 人 の と こ ろ に 持 つ て 行 か れ ， 夫 婦 で 礼 を  

いわれていた。バーンズ知事は熱心なキリスト教信者であるが，こうした些  

細な行為にも，限りなく夫人を慈しむ心情が偲ばれて，知事への敬慕の情を  

深めるのであつた。  

 参会者は，ハワイ官公庁代表，軍人，報導関係者，日系人代表，商業会議  

所代表等約 500 名であつた。数カ所に屋台が出され，アルコールは飲み放  

題。二カ所の大テーブルには，鯛の生づくりやすし等が並べられ，中央には  

朱染りの反り橋と鳥井が日本的雰囲気を醸し出し，バーンズ知事の苦心が偲  

ばれた。  

 河本勝氏（日系人会会長）は、「私は 87 才で，50 年間自動車を自分で運転  
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しているが，未だ事故も違犯も犯したことはありません。今後も日系人のた  

めに尽すつもりです。」といつて意気軒昂たるものがあつた。  

 日系人の一人は，バーンズ知事について次のように話した。「バーンズ知  

事は，貧困者のめんどうを非常によく見てくれる人で，特に下層階級の人か  

ら慕われています。そのため知事は，保守系なのに左翼だといわれています。 

今回の日本知事団の接遇について，日系人と意見の対立がありましたが，知  

事は，すべての県の知事を平等に接遇することが大切であるといつて，断乎  

日系人側の意見を退けました。そういつたしんの強いところがあるのです」 

と。知事は， 1909 年の生れだから 58 才で，政治家として将に働き盛りで  

ある。  

 

     5 月 18 日（木） ハワイ州ホノルル～アイオワ州デモイン 

 雨のち曇り。  

 午前 9 時 54 分シー・ライフ公園に向けホテル発。シー・ライフ公園は， 

実質的に水族館のことである。この公園に着く頃どしや降りの雨で自動車か  

ら降りるときは，レイン・コートを頭から被つて園内に駆け込む始末だつた。 

イルカの芸を見せるところに，見物に来た小学生の一群がいた。婦人アナウ  

ンサーは，「日本の高貴な知事団一行が参観に来ておられる。」と再三マイ  

クで放送していた。  

 

ポリネシア文化センター  

 雨の海岸を 1 時間ばかりドライブして，午前 11 時 45 分ポリネシア文化  

センターに到着した。幸い雨も止んだ。ここはポリネシア人やタヒチ人やイ  

ンドネシア人等南方諸民族の文化と生活の一部を見せてくれるところで，榔  
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子の木陰に草葺きの小屋が点々とあつて，彼等の唄や踊を見聞させてくれる  

ところである。ここで昼食をご馳走してくれた。知事たちも知事夫人も，ア  

ンペラの上にあぐらをかいてポリネシア料理をご馳走になつた。珍らしいご  

馳走だから紹介しておこう。  

 P U A A  K A L U A （ 豚 の 焼 き 肉 ）， K U M A L A （ ジ ヤ ガ イ モ ），  

C H I C K E N - N - L O N G  R I C E （ 塩 味 の 鶏 肉 ） M A H I M A H I（ 魚 ）  

PA L U S A M I（ 焼 タ ロ イ モ ） M A O R I（ パ ン ） E I A  O T A（ マ  

グ ロ サ ラ ダ ） PA PAYA  P U D D I N G（ パ パ イ ヤ の プ デ イ ン グ ）  

PINEAPPLE（パインアツプル）  

 これらのご馳走は，榔子の葉で編んだような盆に盛られて供された。なか  

なか美味だつた。  

 食事が終つてから，中年の婦人がポリネシア・ダンスを教授してくれた。 

アロハ・シヤツの知事たちは，芝生に一列に並んで教授を受けた。尻を 2 回  

半廻わして膝を曲げ，次に膝を伸ばしながら腰を 2 回前に突出す。その間に  

腕を水平に上げてくねらすのだから，やつてみるとなかなかむずかしい。  

 踊りが終つてから各種族の部落を訪ねた。遊園地のお猿の電車みたいなモ  

ーター・カーに乗つて，次ぎ次ぎに部落――といつても一個処に家は一軒し  

かない――を訪問した。すばらしく体格のいい青年が，半裸体で，木製の武  

器を振り廻して武芸を見せてくれた。武器は，レツド・ウツドという堅い木  

で造つたもので，後に団長に記念として贈られた。マルル・ヨラナ  

（ Thank You very much）といつて辞去したが，フイジ島の家で，夫婦  

と 3・ 4 才の子供まで出て来て踊る姿には，側隠の情に堪えなかつた。  

 このセンターを出発してから海岸沿いのドライブ・ウエイを快適に飛ばし  

 ，パイナツプルの広大な畑の中を走つた。砂糖とともにハワイ経済を支え  

て全世界のパイナツプルカン詰の二分の一以上を占めているのもさすがだと  

思われた。  
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歓楽亭における歓送迎会  

 午後 7 時 30 分から，日本料亭「歓楽」で各種日系人団体共催の歓迎会に  

招待された。この料亭から直接ホノルル空港に向い，午後 11 時 45 分の日  

航機で出発するのだから，この宴会はまさに歓迎会と歓送会を兼ねたもので  

ある。 200 畳もあろうかと思われる大広間で，約 600 人の大宴会が催さ  

れた。日本と少しも変らない純日本料理だつた。メイーン・テーブルには日  

本知事団，バーンズ知事代理運輸局長松田博士，ニール・S・ブレイスデル・ 

ホノルル市長代理広重氏，駐ホノルル山本総領事等が着席した。桑田賢氏司  

会，日本人連合会副会長安達氏の歓迎の辞に次いで宮内局長から日本知事団  

の紹介があり，共同団長安孫子知事から，概要次のような挨拶があつた。  

 

安孫子知事挨拶要旨  

  『日本知事団を代表して一言ご挨拶申し上げます。今夕は私どものため， 

 かくも盛大な歓迎会を開催していただき，感激いたしております。  

  アメリカの知事も日本の知事も，いずれも国民から選挙されるものであ  

 りまして，この両者が相互理解を深めますことは，日米両国民の理解と親  

 善を深めることになると思うのであります。  

  当地の日系人の方々は，あらゆる方面に非常なる発展を遂げておられま  

 すことは，まことに善ばしい次第であります。また日本は，戦後驚異的発  

 展を遂げましたが，これまた皆様方のご援助の賜と深く感謝いたしており  

 ます。ハワイの日系人の方々のご努力に対しては，まことに頭が下る思い  

 がいたします。  

  戦前には，日本人の発展の舞台として満州がありましたが，現在は，ハ  

 ワイとブラジルしか無いのであります。私共はこの事実に対し，深い関心  

 を抱いております。  

  私どもは，日本の発展とともに，日米の友好増進のため努力いたす覚悟  

 でございます。』  
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 歓送迎会は真に盛会裡に終つた。その間日本人が初めてハワイに入植した  

のは明治元年で， 43 年は入植以来百年目にあたるので，明年は日本移民百  

年祭を盛大に行うつもりで準備をしているとのことであつて，誠に心強い次  

第である。  

 午後 10 時，宴会を終り，一同自動車を連ねて空港に向う。空港にはバ  

ーンズ知事夫妻，山本総領事その他多数の日系人が見送りに来ていた。そし  

て一同再たび薫り高いレイを首からかけてもらつた。バーンズ知事夫人の車  

椅子の姿を見ると，感激を禁じ得ないのである。バーンズ知事は，夫人の病  

気のためアルコール類は一切たち，日曜日の礼拝を欠かさない。知事は大の  

日本ひいきで，四男には「征四郎」という日本名をつけている程である。飾  

らず，お世辞もいわず朴訥な人は，尽きせぬ人格の滋味をたたえているもの  

である。  

 午後 11 時 45 分日本航空 2 便により，ホノルル国際空港発，サンフラン  

シスコに向う。  

 ほんの 10 分ほどうとうとしたと思つたら，朝食だといつてスチユアデス  

に起された。外はまだ真暗である。だがものの 10 分もたたないうちに空は  

明るくなつて来た。朝食が終るともうサンフランシスコだから下りるのだと  

いう。  

 

5 月 19 日（金） サンフランシスコ～アイオワ州デモイン 

 晴。  

 午前 7 時 30 分，予定通りサンフランシスコ空港に到着。空港には，国務  

省川本氏や，在サンフランシスコ島総領事等が出迎えていた。空港貴賓室で  

1 時間ばかり休憩ののち，午前 8 時 30 分ユナイテツト航空 321 便に乗り  

替え同空港発。1 時間半ほどすると大ロツキー山脈の中央部にかかる。天気  

がよいので下界ははつきり見下ろされる。ソートレイク上空と放送がある。 

ユタ州は，1 昨年日本知事団が訪問したところだ。ところどころ雪を頂いた  
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山頂がくつきりと浮び上つている。全アメリカが山で蓋われているかと思わ  

れる程に広大な山並みの連続である。大ロツキーをひと跨ぎして午後 2 時 5 

分シカゴ空港着陸。1 時間休憩ののち，午後 3 時アイオワ州デモインに向け  

同空港を離陸した。  

 午後 4 時 3 分アイオワ州デモイン着。空港には，日本語で「歓迎」と書い  

た横幕が張られ，ヒユーズ知事を始めノース・ダコタ州ウイリアム・ガイ知  

事，オハイオ州ジエイムス・ロード知事，マサチユセツツ州ジヨン・ボルプ  

知事，ユタ州カルビン・ランプトン知事，ウエスト・ヴアージニア州ヒユレ  

ツト・スミス知事，ウイスコンシン州ワレン・ノーエル知事等の出迎を受け，  

制服の軍旗護衛兵の栄誉礼の中を知事達は歩を進めた。次でリンカーン高等  

学校生徒のバンドが日米国歌を演奏，終つて数名の女子高校生から，4 名の  

知事夫人に花束が渡された。誠に感激に満ちた歓迎であり，ヒユーズ知事の  

心のこもつた配慮に対し胸打たれるものがあつた。やがて一行は，待機してい  

たハイヤーに分乗，宿舎セイバリー・ホテルに向つた。デモインはアイオワ  

州の州都で，デモイン河畔にあり，人口 22 万の中都市であり，全米で 55 

番目の都会である。  

 

ヒユーズ知事夫妻主催の歓迎晩さん会  

 午後 7 時からセーバリー・ホテル内デモイン・ルームで，アイオワ州知事  

夫妻主催により，全米知事会実行委員との歓迎晩さん会が開催された。パー  

テイには，アメリカ知事会会長ガイ知事を始め 7 名の実行委員を初め，州の  

政財界人，教育界  その他多数の知名人が参会して盛会であつた。  

 

アメリカ知事会会長ガイ知事歓迎の辞  

  『今晩は皆様よくおいで下さいました。日本の知事様方及び奥様方，本  

 当によくアメリカにお出下さいました。私は 50 州の知事を代表して歓迎  

 のご挨拶を申し上げます。これから皆様方は，十分に休養をとり，楽しみ  
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 ながらご旅行を続けていただきたいと存じます。特に夫人をお連れいただ  

 きましたことを私どもはうれしく存じます。私どもは日本を心から尊敬し  

 ております。それは日本が，産業，経済，教育等すべての方面に発展を続  

 けておるからであります。私どもは，日本の知事さん方が，何かアメリカ  

 の特徴を捕えてご帰国いただきたいと存じます。  

  今晩は皆様方と親しく肩を並べて談笑いたしておりますが，かつてはお  

 互に戦争を憎みながら相戦う羽目に至りました。今日ではお互に尊敬し親  

 愛する間柄になつております。このように世界各国が友情のきずなで結ば  

 れますことを希望いたします。  

  ではアメリカ側の知事を紹介いたします。先づ酪農で有名なウイスコン  

 シン州のノーエル知事さん，モルモン教教会で有名なユタ州ランプトン知  

 事さん，工業の盛んなオハイオ州ロード知事さん，五大湖に面しているミ  

 シガン州のロムニー知事さん，アメリカ 初の植民地マサチユセツツのボ  

 ルプ知事さん， 後にトウモロコシと豚の生産地アイオワ州のヒユーズ知  

 事さんであります。これをもつて私の歓迎のご挨拶を終ります。』  

 

アイオワ州ヒユーズ知事挨拶  

  『 1965 年にロムニー知事ご夫妻と私どもは，日本を訪問することが  

 出来，大へん楽しい旅行をいたしました。私どもは日本人のエネルギツシ  

 ユに活動する姿を見て，感銘いたしました。  

  アイオワ州は，山梨県と姉妹州県の提携をいたしております。  

  1965 年に訪日の際たくさん贈物をいただきましたので，その時のお  

 礼をいたしたいと存じます。知事さん方には，釣竿と釣具とゴルフ・バツ  

 クを，知事夫人には AMANA のウールのシヨールをお贈りいたします。  

 これらはご帰国後お手許にお送りいたします。』  

 午後 9 時 30 分閉会。  
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5 月 20 日  （土） アイオワ州デモイン 

 午前 8 時，セイバリー・ホテルのアイオワ・ルームで朝食会ののち，午前  

9 時 30 分から 11 時 30 分まで，同ホテル・グランド・ボール・ルームで，  

アメリカにおける第 3 回日米知事会議が開催された。会議の詳細については， 

第 1 部 アメリカにおける第 3 回日米知事会議の項を参照されたい。  

 日米知事会議の開会中 4 名の知事夫人は，ヒユーズ知事の私邸で茶会に招  

待され，知事夫人の接待を受け，子息や令孫のアルバムなどを見せてもらつ  

た。夫人たちはいずれも和服で，ヒユーズ知事夫人を喜ばせた。  

 

州庁，州議事堂，鐘楼等参観  

 午後 1 時 30 分からヒユーズ知事の案内で，州庁や州議事堂，州庁構内の  

鐘楼などを参観した。州庁舎正面玄関には「リンカーンの側に子供がたゝず  

んでいる立像」があり，庁舎を囲んで数門の大砲が飾られているのが印象を  

与えた。この庁舎は， 1883 年に竣工したそのままのもので，知事室の机，  

椅子等は初代知事以来のものが大切に使用されて今日に及んでいる。歴史を  

尊ぶ心情があふれていた。天井に州のシールがあつたが，これはアイオワ州  

の農産物の種子で造つたものである。  

 構内の芝生に鐘楼がある。この鐘は， 1959 年に山梨県が台風の大被害  

を受けた時，アイオワ州民から 35 頭の豚， 8 0 , 0 00 ブツシエル（約 2 ,0 

00 トン）のトウモロコシを贈られ，その返礼に山梨県民から贈つたもので，  

高さ 4 呎，重さ 11 トンある。ヒユーズ知事は，自から鐘撞き捧を持つて鐘  

をついて見せた。続いて安孫子知事，木村知事，金子知事も，日米友好の鐘  

を鳴らした。ヒユーズ知事の説明によると，『毎年 12 月の大みそかに除夜  

の鐘を 7 回撞き，日本と関係の深い人々を集めて新年を迎える行事を続けて  

いる。州内の日系人はこの行事を非常に楽しみにしており，私の大きな誇り  

である』ということだつた。日米友好に尽した人といつて T・ Hutten lo - 

cher 夫人が紹介された。  
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 議事堂の傍に，高さ百数十呎もあろうかと思われる高い塔が立つている。 

1865 年の南北戦争に戦死した兵士の記念塔である。州庁前は高台になつ  

ていて，デトロイト市街を一望のうちに俯瞰することが出来る。  

 

Lee Stoll 家訪問  

 ここからバスで 12 哩離れた Bondurant の Lee Stoll 家を訪問した。  

バスには州庁農業担当官 Harn 氏が同乗して，案内と説明をしてくれた。  

S to l l 氏は，屈強な体格の見るからに精力的な農夫である。農耕と家畜の  

世話一切は，令弟とやつている。家族は，既に退職し農事に従事していない  

厳父（アメリカでは 65 才以上は年金を貰える）と Stol l 氏夫人，弟夫婦  

と大学と高校に通学している二人の息子で経営している大家族農家である。 

息子たちは，学校の休暇の間だけ農業の手伝いをするのみだというから，  

主な働き手は Stol l 氏夫婦と弟夫婦の四人だけである。 Harn 氏の説明に  

よると，アイオワ州の平均的農家は，殆んど家族のみで農業をしているとの  

ことであつた。  

 Stoll 氏は，アメリカの中位の上部にある農家で，  

  『 420 エーカーの土地を所有している。このうち 252 エーカーはト  

 ウモロコシ， 100 エーカーは大豆， 50 エーカーはその他を栽培してい  

 る。アイオワ州の農家の一戸あたりの所有地は， 200 エーカーで米国全  

 体の農家一戸当り耕作面積 220 エーカーより少ない。このあたりの地価  

 は非常に安く， 1 エーカーが 5・ 6 百ドルなので，日本の知事さんも買つ  

 て下さい』  

 などと冗談も出た。家の近くに畜舎（牛舎と豚舎）と倉庫があつて，掃除  

の行き届いた牛舎と豚舎を視察した。『牛は年間 500 頭，豚は 1 ,20 0 頭  

を飼育している。トウモロコシ 250 エーカー，大豆 100 エーカー，アル  

フアルフア 50 エーカーを耕作している。牛は 1 頭を飼育するのに半エーカ  

ーの土地を必要とする。アイオワの平均一戸あたり農家の所得は，約 7,000 

 

－ 84－  



 

写真あり  

  説  明  ヒユーズ知事私邸でヒユーズ知事夫人の接待を受ける日本知事夫人 
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ドルである』と Harn 氏はいつた。アイオワでは，純粋に自作農として自  

分の農地を耕作しているものは，全農家の約半分で，残りの半分は，自分の  

農地を耕やすと同時に，小作農として生計を立てている。ところで小作の要  

件は，小作者が労働力とか，機械力を提供し，地主が種子を出して，収獲の  

半分は，地主に供出するのである。日本の小作要件とくらべて米国は非常に  

地主に条件がいい。安孫子知事は，『それは地主に条件がよすぎるではない  

か？』と質問されたところ，これに対し Harn 氏は，『地主はこれでも大変  

だといつているし，小作人は条件が悪すぎるといつている。また，農家は工  

業生産に比べ生産が上らないといつているが，過去半カ年に 25 パーセント  

も地価が高騰しているではないかなど互に論ばくしている』とのことであつ  

た。  

 豚舎は清潔で，中には入つて見ることが出来た。2 週間後に子を生むとい  

う大きな親豚がいた。 Sto l l 氏の説明によると，『豚は 1 回に 10 頭位の  

子を産むが，清潔にしないと病気になるので常に注意する必要がある。』と  

いうことである。曠野の一軒家のような Stool 家の畜舎でも，清潔にして  

病気の予防に 善の注意を払つていることに感心した。さらに Harn 氏は  

『牛や豚の病気は，見学者の足から伝染することがあるので，十分注意しな  

ければならないが，皆さんは此処に来られる前に，他の農場に行かれたとは  

思わないから安心しています』といつて笑つた。ジユーロツク，ヨークシヤ，  

ハンプシヤなどの豚を飼育している。  

 超弩級の牛が 1 頭いた。 1675 ポンド（ 750 キロ）あるという。  

Stoll 氏が試験的に飼育している牛である。去勢してあつて角が無かつた。  

S to l l 氏はいつた。『牛は 140 日間は 1 日に 4 .5 ポンド体重が増す。約  

5 カ月して体重が 240 ポンド位になると売る』と。飼料は，トウモロコシ， 

牧草，抗生物質等を混合して与えていた。水分は全く無く，粉のように見え  

た。藁などは全く用いていない。  

 日本で見慣れている豚舎の状況とは相当異つている。  
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 ここでは自動サイロを非常に自慢しており，興味深く視察した。スイツチ  

を入れると，自動的に各飼料がミツクスされる仕組みで，やがてベルト・コ  

ンベヤーに乗せられ，牛舎や豚舎に運ばれる。円筒形をしたこの自動サイロ  

の 建 設 に ， 2 万 ド ル （ 7 2 0 万 円 ） を 要 し た と S t o l l  氏 は い つ て い た 。  

Stoll 氏の家で茶菓の馳走になつた。午後 4 時 30 分ホテル帰還。  

 

ヒユーズ知事夫妻主催レセプシヨン及び晩さん会  

 夜 6 時 30 分からセーバリー・ホテルのテラス・ルームで，ヒユーズ知事  

夫妻主催のカクテル・パーテイとデイナーが催された。初めの 1 時間ばかり  

カクテル・パーテイーが行なわれ，続いて正式晩さん会に移つたが，この夜  

の参会者は約 300 名で，その大部分は，ヒユーズ知事の言葉によると，日  

本を訪問したことのある人々であつた。  

 

ヒユーズ知事歓迎挨拶  

  『私と私の家内は，今晩日本の知事の方々をお招き出来て喜んでおりま  

 す。今晩この席にご出席の方々は，一度は日本を訪問されたことのある方  

 々であります。  

  日本の知事さん方は，ハワイに 2 晩泊つたのみで，殆んど直通で当地を  

 ご訪問になり，非常にお疲れであるにも拘わらず，今日午前中日米知事会  

 議にご出席いただき，非常に大きな収獲を収めていただきました。  

  今晩は， 9 名の日本の知事さんと， 4 名の知事夫人をお招きしておりま  

 すが，この席に出席しておられるアイオワ州の方々をご紹介いたします。 

 これらの方々は，産業，農業，教育等に従事しておられる方々や公職にあ  

 る方々及び州議員の方々であります。これらの方々は，心から日本の代表  

 の皆様をお迎えしておるのであります。  

  日本の代表の方々に，今まで 1 日半にわたりアイオワの教育，政治，農  

 業等についてご紹介して参りましたが，アイオワで も誇りとして紹介い  
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  たさねばならないものは，アイオワの州民であります』。  

 

安孫子知事挨拶  

  『このたび私ども日本知事代表がアイオワ州を訪問いたしまして，この  

 ように温かいご歓待を受けますことは，日本全国民が温かいご歓待を受け  

 ておるのと等しいのであります。  

  日本を出発いたしますとき私どもは，アメリカ大使館を訪問してご挨拶  

 いたしましたが，その際私どもを迎えられた公使の方が，ただ今ヒユーズ  

 さんが申されましたように，アイオワ州民は，非常に誠実な人々で， 初  

 の大陸の訪問地としては も適切であると申されました。  

  アイオワは，アメリカの中心部に位しておりますが，アイオワの繁栄は， 

 全米の繁栄と深いつながりをもつておるのでありまして，益々ご発展にな  

 ることをお祈りいたします。  

  今日はいろいろ拝見させていただきました。立派な州庁舎とその隣りの  

 鐘楼を拝見いたしましたが，アイオワ州は山梨県と姉妹州県の提携を結ん  

 でおられますので，あの鐘は，両州県友好のシンボルであると存じます。 

 そしてこのことは，米国と日本との友好と親善を物語るものであると存じ  

 ます。  

  ヒユーズ知事及び知事夫人に心からお礼申し上げ，お礼の言葉といたし  

 ます。』  

 

 ヒユーズ知事と安孫子知事の挨拶が終つてから，アイオワ大学の 4 名の学  

生が，ヴアイオリンを演奏して歓待してくれたが，この学生たちは，全米は  

もちろんヨーロツパまでも演奏旅行をしておる程の腕前であると紹介され

た。  

この夜学生が使つたヴアイオリンは，ある博物館から特別に借用して来たも  

ので， 1 個 25 万ドル（ 9,000 万円）の高価なものであると聞いて啞然と  

し た 。  
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      5 月 21 日（日） 

        アイオワ州デモイン～ミシガン州デトロイト 

 風もなく天気清朗。  

 セイバリー・ホテルのアイオワ・ルームで，ヒユーズ知事と非公式朝食会。  

10 時 30 分モーター・ケードで空港に向け出発。約 20 分で空港着。約 1 

時間空港貴賓室で待つ。ヒユーズ知事夫妻を始め，州庁幹部職員その他関係  

者が多数見送つてくれた。  

 午後 12 時 15 分，ユナイテツト航空 246 便でデモイン空港発。午後 1 

時 30 分シカゴ空港着。アメリカン航空貴賓室で乗替えのため休憩。午後 3 

時同空港発。午後 4 時 10 分デトロイト・メトロポリタン空港に着陸した。 

空港ではロムニー知事，ラホドニイ日本名誉総領事を始め，多数州関係者の  

出迎えを受けた。  

 午後 5 時 30 分，宿舎ホテル・パンチヤートレインに到着，旅装を解いた。  

ホ テ ル に 向 う 途 中 ， 電 光 サ イ ン で 「 J a p a n e s e  G o v e r n o r s」 と 出 て い る  

のを見た。ちようど日本知事団の通る道筋に，同時刻電光掲示を出してくれ  

た好意に感謝した。この日は終日飛行機旅行に費した訳である。  

 

ロムニー知事主催晩さん会  

 午後 7 時からホテルのオリエンタル・ルームで，デトロイト・エジソン会  

社主催のカクテル・パーテイーとデイナーが催された。  

 

ロムニー知事歓迎挨拶  

  『今晩は，日本から著名な方々のご出席をいただき，ご挨拶申し上げる  

 ことを欣快に存じます。  

  私は一年半前日本を訪問し，九州地方を訪問いたしましたが，その時お  

 会いした日本の知事さん方のうちで，今晩池田知事がご出席になつており  

 ますが，再たびお会い出来ご光栄に存じます。  
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  私は日本を訪問して，日本は非常に古い歴史を持つ国であり，反対にア  

 メリカは，若い国であるということを痛感いたしたのであります。  

  当ミシガン州は，日本と同様，産業の発展に努力して参りました。アメ  

 リカの経済発展は，ミシガン州が原動力をなしたといつても過言ではあり  

 ません。日本と西独逸は，異状な経済の発展を遂げましたが，われわれは，  

 これらの国の経済の発展にも協力して参りましたことを誇りと思うもので  

 あります。日本は，国の全収入の 10 パーセントを経済の発展に投入して  

 おられます。』  

 

 このあとロムニー知事から，日本知事に，銅の盆が贈られた。日本知事団  

を代表して池田知事からお礼の言葉が述べられ，各知事からの贈物がロムニ  

ー知事夫妻に贈呈された。  

 晩さん会終了後，日本知事団にそれぞれ靴が贈られることになり，各知事  

の足型を紙に書いて係に渡した。  

 

5 月 22 日  （月） ミシガン州デトロイト 

 晴。  

 午前 7 時 30 分，ホテル・パンチヤートレイン発。ブルーム・フイールド  

丘のロムニー知事の私邸に向う。 8 時 30 分着。ロムニー知事は公館が無い  

ので，自宅に日本知事団を招待したのである。低い緑の丘の上に建つしよう  

しやな洋館がそれである。庭に池があり，池畔は林に続き，静寂そのもので  

ある。玄関をはいつて右側は居間でその奥が応接間になつている。玄関わき  

の階段を下りると地下の部屋に出る。ここからスロープになつた芝生と林の  

ある裏庭に続いていて，別荘のようである。芝生に日の丸の日本国旗がはた  

めいていた。緑の背景の中に，一点白地に日の丸は，何とも清々しい眺めで  

あり，ロムニ知事の日本国に対する敬意と日本知事を歓迎する誠意に対し感  

謝の念に堪えなかつた。  
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 知事たちは，一階の応接間でロムニー知事と朝食を共にし，随行は，居間  

でロムニー知事夫人の接待を受けた。ロムニー知事は，日本知事団と歓談の  

際，『アメリカは外敵からの危険はない。アメリカの盛衰は青少年問題にか  

ゝつている。青少年の不良化防止は教育と指導が大切であり，私はいまこの対  

策に取り組んでいる』と語られ，青少年教育の必要を力説された。ロムニー  

知事は，アメリカ政界の大立物で， 1968 年の大統領選挙に，共和党から  

推されている有力候補といわれている。  

 居間で，日本側知事団から，それぞれ土産物が贈呈された。その際金子知  

事は，次のような源平合戦の際の弓の名手那須与一の話をして感銘を与えた。 

  『波間に揺れる小船の上の扇の的を，海中しかも馬上から射ることは， 

 いかに弓の名手といえども至難中の至難であつた。与一はしばし瞑目して  

 成功を神に祈つた。天佑神助といわんか，与一は扇の要を射抜いて的はヒ  

 ラヒラ海上に舞い落ちた。与一は神に祈つて成功した。ロムニー知事も， 

 神に祈り次期大統領の金的を射止めてほしい。』  

 田村氏は，国務省派遣の名通訳であるが，金子知事のこの話を，ウイリア  

ム・テルを引用して巧みに通訳を行い，一同を感嘆させた。  

 続いて裏庭に続く地下の部屋で，記者会見が行なわれた。この会見は，ロ  

ムニー知事の記者会見に，日本知事団が立合つた形だつだ。 2 台のテレビ・ 

カメラでロムニー知事と日本知事団の撮影が行なわれ，終つて記者団からロ  

ムニー知事にいろいろの質問が発せられた。  

 知事の私邸は，前記のように緑の芝生と林に囲まれた閑寂そのものの邸宅  

であるが，ボストン市の中心から僅か 1 時間足らずのドライブで，こんなひ  

なびた郊外に出られることは，ほんとに羨ましいことである。  

 

ジエネラル・モータース会社視察  

 ここはジエネラル・モータース会社の工場ではなく， The General 

M o t o r s  R e s e a r c h  L a b o r a t o r i e s と い つ て ， 技 術 の 研 究 の み を し て い  
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るところである。  

 先づ訪問者の目を奪うのは，広大な敷地と清潔そのものの管理と，整然と  

並んだ大きなビルである。敷地は 975 エーカーあつて，その中で 25 個の  

建物の占める面積は， 330 エーカーに及んでいる。建物は 5・ 6 階建位で，  

余り高いものは無いが，どのビルも竣工したばかりのように美しい。建物と  

芝生と池が互に調和と均衡を保つている。通俗的な形容たが，全く絵のよう  

である。中央には正に広大な池がある。池の向うのビルが小さく見える程で， 

美しい水が満々とたたえられ，中央に高い塔が立つている。二カ所から噴水  

が高く水を噴き上げている。静寂閑雅な近代的大城郭の感がある。  

 この研究所は， 15 の科学及び技術の部門に分れ，それぞれに管理部と事  

務部がある。 15 の各部は，それぞれに連けいがある。研究に従事している  

人々は 1,500 名で，そのうち 475 人は大学で工学，物理学，冶金学，化  

学，数学，心理学を専攻した人々で，更にその 3 分の 1 は修士の課程を了え， 

その 5 分の 1 は物理学の博士号をもつている。これらの専門家には，約 40 

0 人の技術者と 200 人の熟練工が協力している。一自動車会社がこれだけ  

のスタツフを備え， 25 棟のビルを持つて研究に従事していることは，驚嘆  

の外はない。僅か 1 時間 30 分の視察では，盲人が巨像を撫でるほどにしか  

あたらず，子細に調べることが出来なかつたのは，残念であつた。  

 

デトロイト経済クラブ昼食会  

 午前 10 時 40 分視察を終り，出征軍人記念会館に向う。この日は  

“ G o v e r n m e n t  D a y” で ミ シ ガ ン ・ ウ イ ー ク に 当 り ， こ の 会 館 で 開 催 さ  

れたデトロイト経済クラブ主催の昼食会に招かれた。参会者約 600 名で，  

メイン・テーブルには，元知事や財界代表等約 30 人が列席，会食前に祈禱  

が捧げられ，続いてロムニー知事から，一人一人日本知事代表が紹介された。 

食後教育，交通，経済等の諸問題について，各代表の演説があつたが，通訳  

も付かない演説を 2 時間も聞かされた次第である。  
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 午後 2 時軍人会館発，フオード会社のリバー・ルージユ工場視察に向つ  

た。  

 

フオード会社リバー・ルージユ工場視察  

 午後 2 時 30 分から 3 時までの 30 分間，同工場を視察した。時間が短か  

いので極く概要を視察したのみだが，同工場の説明者 M r.  S t a n le y  H・  

C o n s i n e a u の 説 明 に よ る と ，『 工 場 の 敷 地 は ， 1 , 2 0 0 エ ー カ ー あ つ て ，  

構内に工場の外に二つの病院がある。従業員は 40,000 人で， 1 日 7,000 

トンの鉄鉱石を使用するが，その半分は，自分の製鋼所で製鉄し，他の半分  

は他から購入している。有名なヘンリー・フオードは，ここの Rearborn 

市に生れた。 1 日 2 交代制， 20 時間稼動で，賃金は， 1 時間 3・ 77 ドル  

である。前のジエネラル・モーターズ会社では， 1 時間 3・ 5 ドルであつた  

から，こちらの方が幾分高いわけである。1 台の自動車を製作するのに，延  

19 時間要する。工場は，テレ・タイプで統一的に指揮が行われている。流  

れ作業で次ぎ次ぎ送られて来る自動車は，それぞれ色やスタイルが異つてい  

る。これは注文によつて組立てられているからである』とのことであつたが， 

オーダー・メイドの自動車をつくるなど，さすがにアメリカである。さしず  

め日本の自動車は，レデイ・メイドというところか。更に同氏の説明による  

と『一つの工場の長さは， 1,100 呎もある大きなもので，この工場から 1 

日に 1,320 台の自動車が生産される。このような工場がアメリカ国内に 1 

8，全世界に 35 あるという。異なるスタイルの自動車を，電子計算機を使  

つて，流れ作業で生産している。自動車 1 台の生産費中に占める労賃の割合  

は， 30 パーセントである。オーダー・メイドの自動車を造るので，甚だ高  

価である。従つて大部分は国内消費に向けられ，輸出は全生産の 2 パーセン  

トにしか過ぎない。それにフオード会社のような大型エンジンをもつ車は， 

アメリカ以外では余り需要が無い。国内では 1 台 2500 ドル（ 90 万円），  

外国では 6 ,000 ドル（ 216 万円）になる。石炭は，ケンタツキー，ウエ  
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スト・ヴアージニア等から来ている。デトロイトに自動車工業が発達した唯  

一の理由は，デトロイト河やルージユ河のような河川があつて，水運の便が  

よかつたからである』と説明した。  

 自動車の排気ガスの処理については，『 1968 年からすべての自動に浄  

化装置をつける。工場の浄化装置も研究中である』とのことであつた。  

 

デトロイト河遊覧  

 午後 3 時から，デブリーグ氏所有のヨツト「ジグミル 4 世号」で，デトロ  

イト河を遊覧した。デブリーグ氏自から乗船して接待につとめてくれた。デ  

ブ リ ー グ 氏 は ， 1 , 2 0 0 万 ド ル （ 4 3 億 2 , 0 0 0 万 円 ） の 船 主 で あ る と 聞 か  

された。  

 対岸はカナダである。河中に赤く塗つた消防艇が歓迎放水をしてくれた。 

五色の虹が美しく浮んでいた。巡航 2 時間あまり，午後 5 時過ぎ下船した。  

 

Dwight Havens 氏主催晩さん会  

 午後 7 時から出征軍人記念会館で，大デトロイト地区商業会所ドワイト・ 

ヘイブン氏夫妻主催のカクテル・パーテイーとデイナーに出席した。  

 ヘイブン氏の歓迎の挨拶があつてから，ミシガン州上院の日本知事団歓迎  

決議文が，知事団代表田部知事に渡された。決議文は，本文のまま次に掲げ  

ることとする。  

 ヘイブン氏の歓迎の辞に答えて，田部知事は，次のように感謝の言葉を述  

べた。  

  『団長の命によつてお礼の言葉を申し上げます。  

  私は，4 回アメリカを訪問いたしましたが，訪問する度ごとに，アメリ  

 カ人の明つ放しで，誠実な気質がますます気に入つて参りました。このア  

 メリカ人の気質を日本国民に伝え，日米親善の増進を図ることが，私の義  

 務であると存じております。  
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  私の友人，広島県永野知事の勧めによりまして，私が作詞いたしました  

 唄をご紹介いたします。』  

 

 田部知事の自作の唄はヤスキ節であつた。満場の拍手を浴び，アンコール  

の声が続いた。午後 9 時晩さん会を終了，バスでホテルに帰還した。  

 

5 月 23 日（火） ミシガン州～ワシントン D・ C・  

 晴。  

 午前 8 時バスにてホテル・ポンチヤトレイン発。途中マグレガー記念会議  

場下車，フレイザー氏と会見後，午前 9 時グリーン・フイールド・ヴイレイ  

ジに到着した。  

 

グリーン・フイールド・ヴイレイジ視察  

 G r e e n f i e l d  V i l l a g e  は ， 1 9 2 9 年 1 0 月 2 1 日 に 建 設 さ れ た 。 こ  

こには 3 世紀にわたるアメリカの生活が描与されている。ヘンリー・フオー  

ド博物館を始め，昔のまゝのヘンリー・フオードの生家，アジル宝石店，サ  

ラン・ジヨーダン下宿，リンカーン大統領が弁護士を勤めたローガン地方裁  

判所，製粉所，実験室等，百余の歴史的建物が， 260 エーカーの敷地に散  

在している。このうちには，鍜治屋，ローソク屋，ガラス屋，オモチヤ製造  

所，印刷屋，ジユータン屋，銀細工商，織物屋等，実際に昔取引きした商店  

が，そのまゝの姿で保存されている。  

 毎年通常 130 万人が，国内及び外国から訪問する。歴史的に重要なアメ  

リカ人の科学，発明，工業，政治，音楽，芸術を見せてくれる。リンカーン，  

ウエブスター，フオスター，フロスト，バーバンク，マツクガフイー，ガー  

バー，ライト兄弟，ステインメツツ，エジソン，フオード等偉大な発明家， 

科学者，政治家に関係のある建造物がある。  

 ヴイレイジの門を入ると，右手の建物の隣りに，数本のライラツクの大木  
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があつて，桜ならば満朶のさくらといいたいところだが，枝一ぱいに紫の花  

をつけ，見事であつた。二頭立ての馬車に乗つて構内の建物を見て廻つたが， 

なかなか古風でいい。日本にもこのような文化的遺産を後世に伝え，後世人  

を啓発する施設がほしいものだ。  

 

ミシガン大学（ The University of  Michigan）  

 午前 1 0 時 3 0 分  An A r bo r（アナーバー）のミシガン大学着。総長  

が留守であつたので，副総長 Maruin Niehuss 氏が接待してくれた。案内  

と説明は，同大学内日本研究所の Richand K・ Beardsley 教授と鈴木幸久  

教授がしてくれた。  

 ミシガン大学は，今年創立 150 周年にあたるアメリカで も古い大学の  

一つである。もちろん創立当時は，小さな予備校にすぎなかつた。 1841 

年に始めて大学の認可を得た当時は，教師 2 名，学生 7 名という状況であつ  

た が ， 現 在 は 学 生 数 3 8 , 0 0 0， 教 授 ， 助 教 授 ， 講 師 の 数 は ， 3 , 0 0 0 人 ，  

別に研究に従事している者 2 ,5 00 人，事務職員数は 10 ,000 人に達して  

い る 。 学 生 1 人 当 り の 経 費 は ， 月 謝 年 額 1 ,00 0 ド ル ， 生 活 費 1 ,500 ド ル ， 

合 計 2 , 5 0 0 ド ル （ 邦 貨 9 0 万 円 ） で あ る 。 学 生 の う ち 8 , 0 0 0 人 は ， 大 学  

の 寮 に ， 3 , 5 0 0 人 は 大 学 共 済 ク ラ ブ の 宿 舎 に 居 住 し て い る 。 約 1 0 , 0 0 0 

人は学生結婚をしており，これらの学生は，大学の管理するアパートに生活  

している。  

 図 書 館 は ， 一 般 図 書 館 （ G e n e r a l  L i b r a r y ）， 学 生 図 書 館 （ U n d e r - 

g r a d u a t e  L i b r a r y ）， 及 び 2 5 の 各 部 図 書 館 （ d i v i s i o n a l  l i b r a r y ）  

に分れており，全蔵書を合計すると， 360 万冊に達する。図書館の一部の  

日本の書物を見せてもらつたが，わが国各県の県史まで揃つているのには驚  

嘆した。  

 大学の博物館は，美術，考古学，動物学，古生物学，人類学等の各館に分  

れ，一般に開放されている。  
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 ミシガン大学の年間予算は， 1 億 8,600 万ドルとのことであつた。  

 

 午前 11 時 20 分アナーバー市庁到着。フルチヤー市長を儀礼訪問した。  

 

ミシガン大学総長主催昼食会  

 午後 12 時 15 分ミシガン大学迎賓館イングリス・ハウスで Harlan 

Hatcher 総長主催の昼食会が開催され，これに出席した。  

副総長 Marvin L・ Niehuss 氏から次のような歓迎の辞が述べられた。  

  『今日は日本の知事様方よくおいで下さいました。今日は総長が留守で  

 残念に存じます。ハツチヤー総長は，日本と深い関係をもち，日本を第 2 

 の故郷のように思つております。この前三笠宮殿下が来られました時も私  

 は，その席に同席する光栄に浴しました。  

  今日は本校の図書館をご覧いただいて，私どもがどれ位日本に関心をも  

 つているかがお分りになつたと存じます。  

  このたび日本の知事さん方が，お忙がしいところ本校をお訪ね下さいま  

 して，本当にありがとうございました。こんなにたくさんの知事さんが来  

 られたことは，アメリカの知事さんでもありませんでした。』  

 

 続いてアナーバー市長は，次の要旨の歓迎の辞を述べ，各知事にアナーバ  

ー市の鍵を贈られた。  

  『 93,000 市民を代表して，アナーバー市の鍵をお贈りいたします。  

 この鍵は，市の門を開く鍵であるとともに，お互の心の扉を開く鍵であり  

 ます。そしてお互に胸襟を披いてお話合いしたいと存じます。』  

 

平野知事から次のような挨拶が述べられた。  

  『私どもは，空港へのバスが 1 時半に出ると聞いております。それに乗  

 り遅れますと，ワシントンまで歩いて行かねばなりません。余すところ 26 
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 分でありますから，そのうちの 20 分をロムニー知事さんに譲り， 6 分の  

 半分 3 分間で私のご挨拶を終りたいと存じます。  

  今回のアメリカ訪問で，私どもが各州で受けましたご歓待と行き届いた  

 ご配慮に対しましては，どのような言葉で御礼を表現したらよいか，適当  

 な言葉を見出し得ないのであります。  

  団長は断腸に通じます。ただ今当地を去るにあたり，正に断腸の思いが  

 いたすのであります。  

  青少年の不良化防止について，青少年の生活を改善すれば不良化はなく  

 なると思つておりましたが，それは誤りであることを学びました。私共， 

 挙げて青少年の教育に努力したいと存じます。この点ロムニー知事さんは， 

 青少年の教育に渾身の努力を傾けておられますので，まことに意を強くい  

 たすのであります。  

  昨晩私の友人の知事は，上手に歌を歌つて挨拶に代えましたが，私はそ  

 んな芸当は出来ませんので，まずいで挨拶でお礼の言葉に代えさせていた  

 だきます。只今はアナーバーの市長さんから，心の扉を開く市の鍵をいた  

 だきましてありがとうございました。』  

 

 午後 3 時 30 分デトロイト空港発。午後 5 時 15 分ワシントン・ダレス国  

際空港到着。時差 1 時間，直ちに宿舎ワシントン・ヒルトン・ホテルに向う。  

 

竹内大使主催晩さん会  

 午後 7 時 30 分から，駐米竹内大使官邸における歓迎パーテイーに出席し  

た。いつもながら，すし，天ぷら，さしみ，おでん等々バラエテイに富んだ  

日本料理をご馳走になつた。ブツフエ・スタイルだつたので，好きなものを  

何回もお代りして復一ぱい頂だいした。  
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    5 月 24 日（水） 

      ワシントン D． C．～ロードアイランド州プロビデンス 

 午前 9 時 45 分駐米日本大使館で手配したハイヤーでホテル発ホワイト・  

ハウスに向う。ホワイト・ハウスでは，昭和 38 年第 2 回日米知事会議の際，  

日本を訪問した前フロリダ州知事で現在大統領府緊急計画局長フアリス・ブ  

ライアント氏と 275 号室で会見が行なわれ，続いて同室でジヨンソン大統  

領と会見が行なわれた。  

 

ブライアント局長挨拶と説明  

  『今日は日本の知事代表の方々とお会い出来て，心からうれしく存じま  

 す。以前にご訪問いただいた知事さんとも再たびお会い出来て，何よりも  

 うれしく存じます。  

  私は今までに三つうれしい経験をいたしました。その二つは，私が二回  

 にわたつて日本を訪問しましたことと，いま一つは今日皆様方をお迎え出  

 来たことであります。  

  私は元来，州知事が私に も適した職業であると思つておりますが，そ  

 の次に適した職業は，現在の職業であると存じております。われわれの政  

 治形態では，以前は連邦と州とが余り密接でなくてもよかつたし，また， 

 大統領と知事とが，そう深い関係は無かつたのでありますが，今日では，連  

 邦と州は非常に緊密なつながりをもつております。現在州への補助金も 6 

 00 種にのぼつており，道路，公園，工業資源，農業，警察，社会福祉等，  

 いずれも連邦と州は密切な関係をもつております。  

  私の現在担当している仕事は，二つありまして，その一つは，国家非常  

 態制の発動する場合で，例えば龍巻き，台風等の起つた時であります。ま  

 た，至急に資金を集めることも私の仕事であります。資金は 1 億 5 千万ド  

 ルにも達しますが，この資金の運用の仕事もやつております。次は，この  

 ような事態の起らないことを希望いたしますが，戦争の際，民間の物資を  
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 動員することであります。このため物資を貯蔵したり徴発したりする仕事  

 もしております。  

  特に現在州の役割は，重大であると思います。それは州及び州以下の行  

 政単位で行なわれることが多いからであります。  

  私は，みなさんが大統領と会われることをうれしく存じます。大統領は  

 実に立ぱな方で，大統領とお会いしていただくことは，日米両国の理解と  

 親善増進のため，まことに喜ばしいことと信じます。  

  フロリダに海洋学研究所が出来ましたが，天皇陛下が海洋学に深い造詣  

 をもつておられますので，お見せ出来ればと存じております。池田首相に  

 もお会いしましたが，亡くなられて残念でした。内山知事は，ご病気の由  

 で心配しております。  

  私はあと二つのことをお伝えしたいと存じます。その一つは大変立ぱな  

 贈物をいただいたことであり，この立ぱな贈物は，私が日本を訪問した時  

 を思い出させてくれます。他の一つは，私の家内も日本で非常なご歓待を  

 受けたことでありまして，家内が家出しましたら，日本を探せばきつと見  

 つかると思います。』  

 ブライアント局長の歓迎のことばに対し，共同団長安孫子知事は，次のよ  

うに挨拶した。  

 

安孫子知事挨拶  

  『私どもは今回第三回日米知事相互訪問計画によつて，貴国を訪問いた  

 しました。今回の訪問で一番うれしいことは，ブライアントさんにお会い  

 出来たことであります。深く日本を理解しておられるブライアントさんが， 

 このような重要な地位についておられますことをうれしく存じます。日本  

 の知事たちも，貴国との理解を深めるために怒力いたしております。  

  特に，今回もまた大統領にお会いすることが出来て，日米の理解を深め  

 得ることをうれしく思います。ただ今は，ブライアントさんの立派なお仕  
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 事について，いろいろお話を拝聴させていただき，ありがたくお礼申し上  

げます。』  

 ブライアント氏は，前記のように昭和 38 年 10 月，第 2 回日米知事会議  

の際，夫人同伴でわが国を訪問され，翌 39 年日本知事代表団が訪米の際は，  

夫人と共にチヤーター機に同乗，非常な悪天候の中を，自から州内の視察に  

案内役を勤められた程で，日本及び日本国民に深い理解と愛情をもつておら  

れる人である。今回，日本知事代表団がジヨンソン大統領と会見出来たこと  

は，ブライアント氏の尽力によるところ多大であると思われる。このような  

ブライアント氏の日本に対する深い理解と友情は，日米知事相互訪問によつ  

て生れ，培われたものといつて過言ではない。  

 

大統領の謁見  

 ブライアント局長との会見に続いて午前 11 時 40 分から，大統領の謁見  

が行なわれた。この席には，ハンフリー副大統領，ラスク国務長官，マクナ  

マラ国防長官，ウイラー統合参謀本部議長等が陪席したが，ジヨンソン大統  

領は終始にこやかに，日本との友好及び世界の平和維持について力説した。 

謁見は，午後 12 時 20 分までの 40 分間にわたり，和気あいあいのうちに  

行なわれた。  

 

ボツクス上院議員主催昼食会  

 12 時 30 分から上院会議室で，デラウエア選出上院議員 J・カレブ・ボ  

ツグス氏（ J・ C a l e b  B o g g s）主催の昼食会に列席した。この昼食会 に お  

けるボツグス議員及び，ワイオミング州選出クリフオード・ P・ハンセン上  

院議員の歓迎のことばは，次のとおりである。  

 なお，ボツグス議員は，これまで日本知事団の訪米の都度，すなわち今回  

で 3 回歓迎昼食会を開いてくれた人で，第一級の親日家である。ハンセン議  

員は， 1965 年アメリカ知事団訪日の際，始めて日本を訪問した人であり，  
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今回日本知事団が訪問したハワイのバーンズ知事，アイオワのヒユーズ知事， 

ミシガンのロムニー知事，ロード・アイランドのチヤフイー知事，ヴアーモ  

ントのホフ知事等は，いずれも 1965 年に訪日した人々である。アメリカ  

政府高官のうちに，このように多数の日本を知り日本を理解する人々が増す  

ことは，日米知事相互訪問の大きな成果の一つである。  

 

ボツグス上院議員歓迎のことば  

  『第 3 回日米知事交換訪問として，今回 9 名の日本知事代表団及び 4 名  

 の知事夫人をお招きすることが出来ましてうれしく存じます。私は，デラ  

 ウエア州知事をしたことがございます。  

  今日，日本知事代表団の方々は，大統領と会見出来て結構でした。ここ  

 にラスク国務長官が出席しておられますので紹介いたします。（ラスク国  

 務長官紹介。ラスク長官はこの日，重要な国防委員会を欠席してこの歓迎  

 会に出席したもので，このようなことはかつて前例のないことであると新  

 聞記者の一人が語つていた）。  

  次に前ワイオミング州知事で，現在私どもの同僚であるクリフオード・ 

 P・ハンセン上院議員をご紹介いたします』。  

 

ハンセン上院議員歓迎挨拶  

  『皆さん今日は（日本語で）。  

  今日私は，皆さんにお会い出来て，ほんとうにうれしく存じます。日本  

 は米国の友邦であり，偉大な国として尊敬しております。日本は Land 

 of rising sun の国であり，米国の 大の友人であります。  

  今日皆さんは，大統領に会われましたが，大統領も非常に喜んでおられ  

 ました。私は， 1965 年にアメリカ知事団に加わり，日本を訪問し，多  

 くの友人を得ました。 14 日間の訪日中，各地で国民の皆さんと親しくお  

 会いすることが出来ました。  
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  日本国民は， Can do の国民であり，工業も非常に発達しております。  

 日本国民は，家庭を大切にする国民であり，また，非常に勤勉な国民であ  

 ります。  

  アメリカには多くの人種が住んでおりますが，そのうち日本人が一番犯  

 罪を犯すことが少ないのであります。また，親切な国民で，始めて会つた  

 農民も工場の労働者も，等しく私どもを歓迎してくれました。何回でも日  

 本を訪問したいと思います。皆様のような方々に，世界の平和に尽してい  

 ただきたいと思います』。  

 

オハイオ州選出婦人下院議員歓迎挨拶  

  『日本の知事さんをお迎え出来て，ほんとにうれしく存じます。下院を  

 代表してご挨拶申し上げたいと存じますが，私は女性ですので，先づ日本  

 の知事夫人に歓迎の辞を呈したいと思います。私も日本は大変美しい国と  

 聞いておりますが，そのうちぜひお訪ねしたいと念願しております。  

  昔は下院に 17 名の婦人議員がおりましたが，現在では 11 名しかおり  

 ません。  

  私の主人はハーヴアード大学におりましたが，その頃日本の方と知り合  

 になる機会がありまして，日本人はすばらしい国民であることを知りまし  

 た。その後主人は，日本への輸出業務に従事いたしましたが，日本ではす  

 ぐ模造品が出来てしまいますので，間もなくその仕事を止めました。それ  

 程日本人は賢明です。  

  特に知事夫人に歓迎の意を表して，オハイオ州の州花であるカーネーシ  

 ヨンを，おつけしたいと存じます』。  

 

 このあとハワイ州選出松永下院議員その他 2・ 3 の下院議員の歓迎の挨拶  

があつてから，共同団長金子知事から，大要次のような挨拶があつた。  
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金子知事挨拶  

  『只今は，ボツグス上院議員，ハンセン上院議員及び，ご列席の上下両  

 院の方々から，こもごも歓迎のご挨拶をいただきありがとうございました。 

  今日は，日米両国国旗の前で，このように盛大な歓迎のパアーテイを開  

 いていただき，心からお礼申し上げます。  

  日本とアメリカは，太平洋を隔てて遠く離れた国であると考えておりま  

 したが，飛行機の発達は，この距離を狭めたのみならず，日米の友情は， 

 非常に親密な関係に結ばれておりますことを，今日アメリカを訪問して， 

 私は強く感じました。このことは日米知事の相互訪問が，回を重ねて 6 回  

 に及んだことによるものと存じます』。  

 

 昼食会のあと，直ちに上下両院議会の傍聴が行なわれたが，上院議会では  

ボツグス上院議員，ハンセン上院議員及びその他の議員から，日米の友好親  

善と日本を礼賛する演説が行なわれ，国会議事録に登録された。ボツグス上  

院議員とハンセン上院議員の演説は，概ね次のとおりである。  

 

ボツグス上院議員の演説（国会記録より）  

  『議長，私どもは本日，日本の九つの県から高貴なる知事代表団を，こ  

 の国会議事堂にわれわれの賓客としてお招きしておることを発表いたすこ  

 とは，私の光栄とするところである。同知事団は，アメリカ知事との交換  

 訪問の途中で，ここワシントンを訪問されたのである。今朝ご一行は，ジ  

 ヨンソン大統領により，ホワイト・ハウスに招かれた。  

  賓客は，共同団長，山形県安孫子藤吉知事，同じく共同団長，香川県金  

 子正則知事， 福島県木村守江知事，佐賀県池田直知事，島根県田部長  

 右 衛 門 知 事 ， 岐 阜 県 平 野 三 郎 知 事 ， 岡 山 県 加 藤 武 徳 知 事 ， 広 島 県 永 野  

 厳雄知事，奈良県下位真一郎副知事の方々である。  

  5 月 16 日ホノルルご到着以来日本知事団ご一行は，アイオワ州デモイ  
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ン及びミシガン州デトロイトを訪問された。  

 ワシントンを去られてからご一行は，ロード・アイランドのプロビデン  

ス，ヴアーモントのモンピリア訪問ののち，ボストンで公式日程を終るこ  

とになつている。ヴアーモント訪問中，ちよつとわき道にそれて，モント  

リ オ ー ル の 1 9 6 7 年 万 国 博 訪 問 を 含 め ， ご 一 行 の 公 式 訪 問 に 国 際 色 を 添  

えることになつている。アメリカ訪問が終ると若干の知事は，ヨーロツパ  

を，又他の知事は中央及び南アメリカを訪問し，更に若干の知事は，直接  

日本に帰国される。  

 今回は，日本知事団の第 3 回目のアメリカ訪問である。この前には 19 

6 2 年 と 1 9 6 4 年 に 同 様 ア メ リ カ 訪 問 が 行 な わ れ ， ア メ リ カ 知 事 団 は ，  

1 9 6 2 年 と 1 9 6 3 年 及 び 1 9 6 5 年 に ， 日 本 の 諸 県 を 訪 問 し た 。 そ し  

て わ れ わ れ の 同 僚 ハ ン セ ン 上 院 議 員 は ， 1 9 6 5 年 の 日 本 訪 問 に 参 加 さ れ  

た 。 こ の よ う な 日 米 知 事 の 交 換 訪 問 は ， 1 9 6 1 年 ホ ノ ル ル に お け る 年 次  

知事会議によつて採択された決議文の線に添つて行なわれるものであり，  

決議文のうちには，次のとおり記録されている。  

1．アメリカ全国知事会は，日米両国の関係を強固にするため相協力すべ  

 きである。  

2．アジアにおける民主主義のとりでとして，又偉大なる工業国として日  

 本は，その経済的成長と安定と繁栄によつて，自由世界のため本質的寄  

 与を行なつた。  

3．交換訪問は，思想の交換，共通問題の解決及び，各州と日本との貿易  

 と旅行と文化の推進に役立つものである。かくして自由世界の平和と民  

 主々義を大いに助長するものである。  

 議長。今回は，上院が日本知事団を歓待した 3 度目である。アメリカ全  

国知事会の元会長として私は，このような機会を持ち得たことを，喜びと  

するものである。私は，国務省がこのような交換訪問を可能にするうえに， 

も大きな協力を行なつたものであることをつけ加えたい。 後に，議長， 
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 アメリカ知事団の日本訪問及び日本知事団のアメリカ訪問は，われわれ偉  

 大なる 2 国間の国際協力と理解を，いやが上にも増大するものであるとの  

 確信を重ねて強調したい。  

  議長，私は前ワイオミング知事で，現在ワイオミング選出上院議員であ  

 る私の同僚ハンセン氏に発言を譲りたい』。  

 

ハンセン上院議員の演説  

  『議長，私はデラウエア選出議員の私の同僚にお礼申し上げる。目下ア  

 メリカを訪問中のアジアの友邦国の紳士諸君について，ボツグス氏が言及  

 されたことは， も適切である。  

  9 名の賓客については，それぞれ紹介されたので，私がつけ加えること  

 はない。日本の知事各位のアメリカ訪問及び，アメリカ知事の魅惑的感動  

 的国家日本の訪問は，偉大なるわれわれ両国間の国際的協力と理解を助長  

 すること多大である。  

  私はワイオミングの知事として， 1965 年に，離踏した東京と優美な  

 美しさをもつ地方を視察のため，アメリカ知事代表団に参加する光栄に浴  

 した。そして終始，どこの都市でも，また，あらゆる瞬間，日本国民の心  

 尽しと好意には感銘の外はなかつた。それは私の 初の日本訪問であつた  

 が，決して 後のものではない。この旅行の印象は数々あつたが，主とし  

 て，僅か 20 年間に，甚だしい損害を蒙つた国家から，アジアの巨大な民  

 主的工業国に生れ変つたことに対する尊敬の念である。  

  われわれはアジアの不安（ unrest） と不断の革命（ revolution）  

 について多く聞かされているが，日本には経済的，社会的進歩の緩慢な無  

 言の革命（ revolution）のみが見出された。そして個人と集団の勤勉  

 を通じて，彼等自身を，彼等の家族を，そして彼等の国家を益しようとす  

 る勤勉な国民の倦むことを知らない焦燥（ unrest）のみが見出された。  

  日本は今日，アジアにおける 高の個人所得と，世界第 3 位を誇る鉄の  
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 製産と， 高の学問の普及率とを有している。また日本は，世界第一の造  

 船国である。これらは，日本国民が成就した進歩の単なる統計的指標にす  

 ぎないが，これらはまた，アジアの指導国家として着実な上昇活動を示す  

 ものである。  

  日本国民と彼等の指導者は，産業と生産におけると同様，政治と社会の  

 質的向上にも，同様の関心を抱いている。また日本国民は，家庭と家族を，  

 社会安定の基本的要素と考えている。  

  私の同僚が申したように，今回の訪問は，日本知事団の第 3 回目のアメ  

 リカ訪問である。私は今回の訪問は，将来何回も続けて行なわれる多くの  

 日米交換訪問の一つであるようにと希望している。  

  私は，デラウエア選出ボツグス上院議員とともに，有能な国務省職員が， 

 日本知事団に差し伸べられたご協力及び，われわれの賓客を今日ここにお  

 迎えしたわれわれのため，差し伸べられたご協力に対し，国務省に謝意を  

 表するものである。  

  私はボツグス上院議員と共に，日本知事団のアメリカ首都訪問を，心か  

 ら歓迎する。  

  私どもは，ここに日本知事団をお迎えいたしたことを，喜びとし誇りと  

 する』。  

 

ロードアイランド・ヒルスグローブ空港着  

 午後 6 時 55 分アリゲニ航空 829 便にてワシントン・ナシヨナル空港発。 

午後 8 時 7 分ロードアイランド州ヒルスグローブ空港着。空港には，Chafee 

知事夫妻， Warwick 市の市長 Phi l ip  W・ Noel 氏，州庁職員など多数の  

人 々 が 出 迎 え て く れ た 。 Wa r w i c k  Ve t e r a n s  M e m o r i a l 高 等 学 校 の コ  

ーラス隊が，日本国歌を演奏して歓迎した。鼓笛隊のような服装をした少女  

7・ 8 名が，カーネーシヨンとバラの花束を知事夫人に贈つた。 17・ 8 歳  

の背高くいとも可憐な姿は，周囲の人々を魅了するに十分だつた。ウオーウ  
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イツクの男女高校生は，コーラスを合唱した。空港のすばらしい歓迎ぶりに  

ついて，後に夕食会のときチエイフイー知事に伝えると，知事は，『これは  

みんな日本を訪問したとき学んだことだ』と答えられた。  

 

5 月 25 日（木） ロードアイランド州プロビデンス 

 雨と風。  

 午前 8 時 15 分バスにてシエラトン・ビルトモア・ホテル発。 8 時 30 分  

州庁着。知事と朝食を会食した。雨と風が激しいので，バスの乗り降りには，  

州庁職員が傘をさしかけてくれた。  

 

シエイフイー知事歓迎挨拶  

  『ロードアイランドに，4 人の夫人を含めた日本の知事ご一行をお迎え  

 出来ましたことをうれしく存じます。あいにく天気が悪くて残念ですが， 

 これは決して州の責任ではありません。連邦が責を負うべきことです。  

  わが州は，連邦中 少の州でありますが，人口密度は 大であります。 

 ロードアイランド州は，アメリカ建国時代の 13 州の 1 つで，当時移民は，  

 英本国の宗教的圧迫を逃れ，宗教の自由を求めて当地に参つたのでありま  

 す。  

  昔は繊維産業が盛んでありましたが，今日では工業が第一になつており  

 ます。漁業も昔は盛んでありましたが，今日ではそれほどではありません。 

 繊維産業は，全産業の 5 分の 1 程度で，これに次いで宝石細工，銀製品製  

 造等で，保険業，銀行業等も盛んであります。また，海軍の基地が置かれ  

 ています。  

  人口が増加するにつれて，日本と同様，ゴミの処理，交通等の問題が起  

 きております。先年日本を訪問いたしました際，私は，このような問題の  

 処理について学んで参りました。  

  かつては全米第一の富裕な州でありましたが，その後一時貧しくなり， 
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 苦難の道を歩みましたが，今日では再たび認められて来ております。  

  今日の状態に導いたものは，立派な道路であると思いますが，私は更に  

 鉄道を重視しております。アメリカでは鉄道は斜陽化しておりますが，何  

 かよい再建方法はないものでしようか？ 東京――大阪間の新幹線のよう  

 なものが建設出来たらと思います。  

  目下州議会の開会中でありますので，明後日終りますが，目下甚だ多忙  

 であります。私の立場をご理解いただき，昼食と夕食は皆さんとご一緒に  

 いただきますが，その他は失礼いたしますので，ご了承願います。州議会  

 の運営について苦労しておりますので，議会運営についてご教示いただけ  

 れば幸いです』。  

 

 朝食後，簡単な記者会見ののち，州議事堂を参観した。ロードアイランド  

という州名は，昔同名の船から取つたもので，その船で使用した銀器などが  

飾つてあつた。  

 

ジヨン・ブラウンの家 （ John Brown House）  

 1787 年にジヨン・ブラウンは，東洋を訪問， 2 年後に帰国したが，そ  

の際建てたのがこの家である。英国式の建築で，室内には，日本人の筆にな  

る 1854 年のペリー提督の日本訪問の絵，ジヨン・ブラウンの肖像画，九  

谷焼などが飾つてあつた。一見仏壇のような家具があつたので，尋ねたとこ  

ろ，読書や書きものの際使うテーブルであつた。そしてロード・アイランド  

は，アメリカで 高の家具の製産地で，デイザインは単純であるが，線が頗  

る優美であると説明があつた。なお，ペリー提督は，ロード・アイランドの  

生れである。  

 

美術館  

 デザイン・スクールに留学している土田英子嬢が， 11 時から試験が始ま  
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るというのに，それまでの間でもと，通訳などをしてくれた。美術館で教育  

を担当しているトーマス夫人が，案内され，次のように説明された。『この  

美術館は小さな規模ではあるが， 1．ギリシヤ，ローマの美術品， 2． 19 

世紀のフランスの絵画， 3．日本，印度，中国等の東洋美術品を数多く収蔵  

している。陳列品は，3 カ月毎に全部変えるそうだから，非常に多くの美術  

品を所蔵しているわけである。 10 世紀頃の木造の仏像があつた。大阪の小  

川村から出たもので， 1933 年に購入，この美術館の 優秀品の一つであ  

る』と。この他 100 年前の宮島の刺しゆうや， 18 世紀のプロビデンスの  

壁画等があつた。トーマス夫人はさらに『日本の絵と西洋の絵を比較して， 

同じ風景画でも日本の絵は，ロマンチツクで人情を表わしているが，西洋の  

絵は，光を科学的に利用している』と説明された。  

 中庭にロダンの彫像が競売に出されていた。価格は 7,500 ドル（ 270 

万円）であると説明者は言つた。ハナミズキ（ Dogwood tree）が真盛り  

だつた。  

 

ニユーポート市 （ New Port）  

 ニユーポート市は，大西洋に突き出た半島にあつて，港であると共に夏の  

避暑地として有名である。 19 世紀の中頃，金持ちがはでな邸宅を建築し，  

夏の社交都市として有名になつた。 Easton の浜と Bailey の浜は，有名  

な避暑地である。 Ocean Drive と Bellevue の大通りは，旅行者の訪問  

地となつている。  

 此処には多くの富豪の邸宅や史蹟などが，史蹟保存協会によつて保存され， 

一般に公開されている。下田市と姉妹都市提携を結んでいるが，いずれも港  

湾都市であり，ペリー提督と関係があり，歴史的，産業的に深いつながりが  

ある姉妹都市提携の意義は大きいものがあると思われる。  

 多数の大邸宅が史蹟として保存されているが，その豪壮さを見るにつけ， 

19 世紀中頃のロード・アイランドが，いかに富裕な州であつたかがうかが  
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われる。  

 

大理石の家 （ Marble House）  

 Bellevue 大通りの大理石の家，別名 Vandervil l 邸を見学した。こ  

こは大人 1.75 ドル，小人 75 セントで，日曜日も含め，午前 10 時から午  

後 5 時まで，一般に公開されている。  

 ニユーポートの大邸宅のうち も華麗なこの「大理石の家」は，Richard 

Morris Hunt の設計により， William K・ Vanderbilt のため  

1892 年に建築されたものである。大理石の家という名前は，建築や装飾  

に用いられた各種の大理石のため付けられた名前である。ベルサイユ宮殿の  

多くの特徴が，建築様式や室内装飾に取り入れられている。  

 門や車道，入口の扉の銑鉄及び階段やバルコニーの手摺は，ベルサイユ宮  

殿のものを真似たものである。ホールの黄大理石は，イタリーの Sienna か  

ら取り寄せたもので，食堂の壁は，Numidian 産のピンクの大理石である。  

 G o t h i c  ル ー ム は ， そ の 他 の 1 7， 1 8 世 紀 の フ ラ ン ス 様 式 の 室 と 較 べ  

て，著しい対照を示している。 も苦心が払われた室は，「ゴールデン・ル  

ーム」として知られている舞踏室で，部屋中すべて金で装飾されている。マ  

ントル・ピースの中央にあるフランス製の時計は，世界中のそれぞれの時間  

が告げられるように工夫されている。 1 階は Vanderbilt 氏夫妻その他家  

人の寝室で， 2 階は応接間になつている。  

 C l i f f  w a l k の 朱 と 金 の 漆 塗 り の t e a  h o u s e は ， 1 9 1 3 年 に 建 築 さ れ  

たものである。建物内に 70 の室があり，左右対象的に造られている。ヴア  

ンダービルト氏は，ニユーヨークの鉄道会社の社長で，鉄道の経営で儲けた  

金で，この黄金と大理石の邸宅を，海浜の も風光明眉なところに建築した  

のである。現在は，ニユーポート郡保存協会によつて保存され，観覧料を維  

持費にあてている。昨年度は 10 万人が訪問している。建物の大きさは 250 

呎×150 呎の 4 階建である。驚いたことにこの当時すでに油圧式のエレベ  
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ーターが出来ていたことである。  

 午後 12 時 15 分 Ocean Drive （海岸の も景色のよいドライブ道）  

に添つて海岸をドライブした。  

 

The Elms（エルムス邸）  

 エルムス邸で，ニユーポート郡保存協会主催により昼食会が催された。議  

会開会中にもかかわらずシエイフイー知事は，しばしば視察現場に現れて説  

明や案内を援助してくれたが，この昼食会にも出席して，日本知事団を接待  

された。  

 エルムス邸は，前記 Marble House と同様，富豪の邸宅であるが，次に  

その概要を紹介しよう。  

 ベルビユー大通りにあるエルムス邸は，アメリカにおける も美しいフラ  

ンス風の別荘と考えられている。フイラデルフイア石炭業界の大立物  

Edward J・ Beruind の夏の別荘として 1901 年に建築された。エルムス  

ス邸は， 18 世紀にパリーの近傍に建てられた d’ Asnieres 別荘をモデル  

にして，有名な建築家 Horace Trumbauer が設計したものである。  

 エルムス邸の 1 階の広間は， 18 世紀の終りにニユーポートに建てられた  

多くの邸宅の優美さを反映している。昔の家具調度品を多く収めているヴエ  

ニス風の食堂，ルイ 16 世の客間，クリスタルのシヤンデリヤのある舞踏室  

等は，当時の富豪の邸宅の代表的なものである。7 月から 9 月中旬までの毎  

土曜日の夜，全館に火がともされると〓一段と魅力に充ちたものとなる。  

 青銅や大理石の像，たわむれる泉，見晴し台，フランス風に入念に造形さ  

れた木々や生垣のある緑の芝生，これらはけだしニユーポートの も美しい  

ものの一つに数えられよう。春のチユーリツプ，夏のベコニヤ，秋の菊等は，  

美しいフランス式庭園の呼びものである。全世界から集められた樹木や灌木  

は，訪問者を喜ばせる。  
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聖ジヨージ・スクール  

 午後 2 時 30 分から聖ジヨージ・スクールの視察が行なわれた。この学校  

は，ロード・アイランドが も誇としている学校の一つである。この学校は，  

理想的な英才教育を行つている学校のように見えた。学費は年間 2,800 ド  

ル（邦貨 1,008,000 円）であるが，ハーヴアード大学の 2,000 ドルに  

比較し，中等学校の学費としては甚だ高額である。生徒数は 210 名で，先  

生は 35 名である。全員入寮制の男子のみの中学 3 年高校 3 年の学校である。  

教科目は，数学，語学，化学，音楽，神学等であるが，夜は演劇，新聞等の  

クラブ活動が行なわれる。生徒の礼拝のため豪華な礼拝堂があつた。スパル  

タ式硬教育が行なわれているので，生徒は酒も煙草も厳禁されている。  

 寮の各室を参観して廻つた。昔の日本の軍隊のようによく整頓されていた  

が，ある室で，寝台を被つている布に，自動車の絵が書いてあるのがあつた。  

自動車は若者のあこがれの的であるのだ。ある室に， Smorking is  Permit-  

ted と書いてあつた。生徒のレジスタンスの現れであろう。  

 

アリス・ブレイトン女史の庭園見学  

 午後 3 時 15 分 Alice Brayton 女史邸到着。  

 ブレイトン女史は， 92 才のお嬢さんである。大きな邸宅に， 2・ 3 名の  

下女と生活しているらしかつた。女史の書斎に自から案内してくれた。 10 

畳程の室の周囲に，古い書物が一ぱいつまつていた。女史は誇らし気に「こ  

れは私の書斎です」といつた。レイン・コートを頭から被つて，雨の庭園を  

見学した。庭木があるいは象の形に，あるいはキリンの形に刈込まれ，よく  

手入れが行き届いた見事な庭園だつた。  

 帰りがけにブレイトンさんは，自分が書いたというブレイトン家系譜の書  

物を 1 冊ずつ贈つてくれた。  

 

Squantum（スカンタム） クラブ晩さん会  
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 午後 10 時からスカンタム・クラブの焼き蛤の夕食会に招待された。チエ  

イフイー知事夫妻出席。日本語のメニユーも用意されたので，次に記載する。 

 ○しお豆，貝の澄まし汁，西洋玉ねぎ，トマト，貝のチヤウダー（スープ），  

  黒パン。  

 ○かき揚げ，スクアンタムの焼き蛤，ソーセージ，ゆでとうもろこし。  

 ○さつまいも，スクアンタム・ポンス（飲み物） 焼き魚。  

 ○サラトガ・ポテト，焼きロブスター（アメリカ大えび）。  

 ○クリームをかけたインデイアン・プデイング。  

 ○季節メロン。  

 ○コーヒー  

 ○日本酒。  

 ニユーポートは，魚が豊富であるが，特に蛤とロブスターは美味である。 

焼蛤と焼きロブスターは，まことに珍味で，海の王者だと思つた。  

 余興にペンブローク大学の女子学生が，「恋のチヤンス」「君はすべて」  

「皆んなが笑つてた」「虹の彼方に」「哀歌」「ヘイ・ライダー」「この道  

は」などの歌を歌つて歓待してくれたが，永野知事は，これら女子学生と  

「オールド・ブラツク・ジヨー」を合唱して喝采を博した。田部知事，木村  

知事，宮内局長等は，炭抗節を踊つて紹介，これに対しアメリカ側は，日本  

知事も加えてスクエア・ダンスを踊り，まことに和気あいあいとした日米交  

歓風景であつた。  

 余興が終つてシエイフイー知事は，州 高幹部職員を紹介した。  

 団長安孫子知事は，日本知事団を紹介したのち，次のとおり挨拶された。 

 

安孫子知事挨拶要旨  

  『日本知事団を代表して一言ご挨拶申し上げます。シエイフイー知事ご  

 夫妻の心からのご歓待をいただき，特に若い方々から，歌や踊りのご披露  

 をいただき，ありがとうございました。  
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  今日は大変寒く，また，雨も強く降つておりますが，皆様の暖かいご歓  

 待を受け，心温まる思いがいたします。昨日ジヨンソン大統領とお会いい  

 たしましたが，その節大統領が強調しておられましたように，相共通する  

 点を助長し，日米の友好と親善を深めてゆきたいと存じます。  

  シエイフイー知事さんは，議会開会中でご多忙中のところ，私どものた  

 めご案内やその他いろいろご配慮いただきまして，ありがとうございまし  

 た。このような日米知事の交換訪問は，将来も続けて行い，更に発展させ  

 たいと存じます。特にニユーポートは，ハリス出生の地として，日本の私  

 共とも浅からぬ関係をもつております。  

  田部知事は，歌が大変上手なのですが，今日はまだ歌つておりません。 

 それは今日お孫さんが生れて，それで頭が―ぱいになつているからだと思  

 います。  

  今晩は，ペンブローク大学の学生の方々のご歓待をいただき，また，留  

 学中の日本の学生もご招待いただきまして，ありがとうございました。重  

 ねて大変なご歓待を受けましたことに対し，衷心よりお礼申し上げます』。 

 

 午後 10 時ビルトモア・ホテル帰還。  

 

     5 月 26 日（金） ヴアーモント州モンペリア 

 午後 6 時プロビデンス空港発，ヴアーモント州に向う予定であつたが，夜  

来の強風と雨止まず，予定を変更してバスにて出発した。  

 バスで 3・ 4 時間のドライブである。途中から雨も止んだ。途中峠を越え  

てニユーハンプ州の Concord で小休止をしてコーヒーなど飲んだ。ここで  

は地上が時ならぬ新雪に蓋われていたが，木も草も雪の間から緑の新芽をの  

ぞかせていた。  

 12 時モンペリアのヴアーモント州庁着。ホフ知事や幹部職員が州庁の玄  

関に出迎えて下さつた。州庁舎前に日米両国旗が空高く掲げられて春風には  
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ためいていた。これは州旗を降して米国旗と日章旗を掲げたのであつて，未  

曾有のことである。ホフ知事の御厚志に感謝した次第である。  

 モンペリアは，人口 1 万に満たない小さな町であるが，道路もよく，どの  

建物も，周囲の芝生はよく手入れが行き届き，何処を見てもゴルフ場のよう  

に美しかつた。  

 知事団一行は，直ちに州庁舎に案内され，ホフ知事の歓迎の挨拶を受けた。 

 

ホフ知事挨拶  

  『日本の知事団の皆さんよくいらつしやいました。1 昨年私は，日本を  

 訪問いたし，大変お世話になりました。当地の風景は，日本に似ていると  

 ころがあると思います。今日天候が悪くて残念です。これから生命保険会  

 社で昼食会をいたし，しばらく休憩することになつております。今晩は， 

 ヴアーモント大学の晩さん会にお招きしたいと存じます』。  

 これに対し，安孫子知事から，大要次のような挨拶があつた。  

 

安孫子知事挨拶  

  『ホフ知事さんのお話のように，ヴアーモントの風景は，日本のそれと  

 非常によく似ています。途中雪景色を楽しむことが出来，たくさん写真を  

 撮りました。今明日いろいろお世話になりますが，特にモントリオールの  

 万国博までお世話いただき，ありがとうございます。  

  日本とヴアーモントが，ますます友好を深めますよう希望いたします』。 

 

ナシヨナル生命保険会社昼食会  

 午前 11 時 45 分からナシヨナル生命保険会社の昼食会に出席した。この  

間夫人は，ストーのトラツプフアミリー・ロツジで，マリキ・フオントラツ  

プ夫人と昼食後市内観光をされた。  

 社長 John T・ Fey 氏は，「自分の会社も日本に関心を持ち，日本に投資  
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している。日本との関係を永く続け，更に発展させたい」と歓迎の挨拶を述  

べ，安孫子知事からお礼の言葉が述べられた。  

 続いて午後 2 時からナシヨナル生命保険会社で記者会見が行なわれ，安孫  

子知事から次の要旨の挨拶があつた。  

 

安孫子知事挨拶  

  『私どもは，ハワイからアイオワ州ミシガン州，ロード・アイランド州  

 を経て，本日ヴアーモント州をお訪ねしました。この間デモインでは，日  

 米知事会議に参加し，ワシントン D・ C・では， 40 分間の長きにわたつ  

 て，ジヨンソン大統領と会見いたしましたが，このように長時間お会い出  

 来たことは，異例に属するとのことでありました。  

  日米知事相互訪問も，今回で日米それぞれ 3 回行なわれましたが，通算  

 6 回行なわれた訳でありまして，日米の相互理解と親善増進に，多大の貢  

 献をいたして参りました。  

  一昨年ホフ知事は，相互訪問計画によつて日本を訪問されましたが，そ  

 の際，特に私の県を訪問されました。山形県は，ヴアーモント州と風景も  

 大変よく似ております。またスキーが盛んであることも同じであります。 

 再たびホフ知事が，日本及び山形県をご訪問下さいますことを希望いたし  

 ます』。  

 

記者  

 米国で見聞されたことで日本の問題処理に役立ち，日本の問題処理が米国  

 で役立つことがあるか？  

答  

 交通，住宅，ゴミ処理等日米は互に共通の問題をもつている。これらの問  

 題処理について，日本に役立つものはこれを活用いたしたい。特にアメリ  

 カは，各種の実験をしておられるので，日本でも応用してみたい。ミシガ  
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 ン州のロムニー知事は，青少年不良化防止について，重大な関心をもつて  

 おられるが，日本に帰つたら，ロムニー知事のご教示に従つて，実施して  

 みたい。  

記者  

 このような諸問題処理のため，日米に情報交換の組織があるか？  

答  

 日米両国の知事会にそれぞれ事務局があつて，情報の交換を行つている。 

記者  

 ジヨンソン大統領に会つて，ベトナム問題に触れたか？  

答  

 発表は禁じられているので申し上げられない。私たちはもちろん平和を望  

 んでいるが，アメリカは止むを得ず戦争をしているのだと思つている。  

 

IBM 視察  

 午後 3 時 30 分からエセツクス・ジヤンクシヨンの IBM 工場を，工場長  

ジエイムス・ J・リツチー氏の案内で視察した。この工場は，広い原野の中  

で，芝生に囲まれた 3 年前に建築されたばかりの美しい建物である。  

 IBM の全職員は 20 万人に及び，アメリカ第 8 番目の大企業である。世  

界 1 0 4 カ 国で事 業 を行い ， 米国内 だ けで 2 2 の工場 ， 1 6 の研 究 所， 4 2 

0 の営業所を持ち，株主は 30 万人に及んでいる。  

 1 9 5 7 年 の 収 入 は 1 2 億 ド ル ， 1 9 6 7 年 に は 4 2 億 ド ル に 成 長 し た 。  

1 9 6 1 年 の 従 業 員 の 総 数 は ， 1 1 万 6 , 7 0 0 人 で あ つ た が ， 1 9 6 6 年 に  

は 19 万 8,000 人になつた。  

 労働関係については，週 40 時間制で，給与は，週給と月給とあるが，時  

間給はない。週 40 時間を越えると，給与は 5 割増し，日曜，休祭日の勤務  

は，倍額になつている。 5 年以上勤続者には， 2 週間の有給休暇が与えられ  

る。 15 年以上勤続者には， 4－ 5 週間の有給休暇が与えられる。病気の場  
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合は，6 カ月の有給療養期間が与えられ，入院の際は入院費，手術代が会社  

から支給される。生命保険料は，会社から支払われる。  

 退職は， 55 才以上であるが， 55 オ―― 65 才は，希望する時に退職出  

来る。停年は 65 才である。高等学校卒業者は，全従業員中 66 パーセント  

を占め，専門学校及び大学の卒業生は， 33 パーセントである。  

 マネージヤーは，5 人ないし 25 人の部下をもち，雇用，勤務評定，解雇，  

利益の算定等に責任が負わされている。製産品は，電子計算機の部品，電子  

回路等であるが，現在は基本回路も造つている。平均給与は，非技術系で週  

給 1 2 0 ド ル 。 大 学 卒 業 の 技 術 系 初 任 給 は 6 0 0～ 7 0 0 ド ル で あ る 。 女 性  

は 5 人に 1 人の割になつている。全社に労働組合はない。昇進は能率と勤務  

成績の実力主義によつて行われる。同種の仕事を同年間勤めている人で，給  

料の 高と 底との差は，約 20 パーセントである。  

 オートメーシヨンは 高の域に達し，基本回路にトランジスタを Vacume 

pencil でつける仕事はもちろん，製品の検査もすべて自動的に行なわれる。 

回路を調べる機械に，ニコンの製品が使われていた。アメリカに来て，日本  

の工学の優秀さを知らされたことである。  

 

ヴアーモント大学における晩さん会  

 午後 5 時 30 分からヴアーモント大学における晩さん会に招待された。  

 

ホフ知事挨拶  

 『 1962 年から日米知事の交換訪問が行なわれておりますが， 1 昨年  

 私は，アメリカ知事団に加わり，東京と九州を訪問し，さらに山形県を訪  

 問いたしました。  

 山形県は，スキーの盛んな，風景の美しい県です。その時以来山形県と  

 ヴアーモントの友情は，一段と緊密になりました。この次はぜひ妻を連れ  

 て訪問したいと思います。山形県とヴアーモントは，大変よく似た風景を  
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 しています。  

  この知事交換は，友情の交換であるばかりでなく，水や空気の汚染その  

 他多くの問題解決のため，お互に情報を交換し，努力し合つております。 

 アメリカでは特に国務省が日米知事交換に深い関心をもち，協力してくれ  

 ております。  

  次に州とヴアーモント大学とが，どのような関係にあるかお話ししたい  

 と思います。大学の役割は，生活が復雑化し，政治の運営がむづかしくな  

 るに従つて重要になつて参ります。しばしば大学と意見の交換を行つてお  

 りますが，今後も一層緊密な関係を保つて行きたいと思つております。こ  

 れから学校関係の方をご紹介いたします』。  

 

ライマン・ S・ラウル総長挨拶  

  『皆様よくこの大学をお訪ね下さいました。この大学は， 1791 年の  

 創立でありますから，随分古い大学であります。構内には次ぎ次ぎに大き  

 な建物が建つておりますが，大切なのは，内容であります。現在医学部， 

 法学部，工学部，農学部，看護部等に学部があります。大学は年々大きく  

 なつておりますが，この州にふさわしい大学にしたいと思つております。 

  ヴアーモントは，日本から遠く離れておりますが，たくさん日本の方々  

 が訪問下さるようお待ち申しております』。  

 

    5 月 27 日（土） ヴアーモント州～カナダ・モントリオール 

 晴，時々曇。  

 カナダ万国博視察  

 午前 8 時 45 分バスにて宿舎ホリデー・イン発， 1967 年万国博視察の  

ためモントリオールに向う。ここからモントリオールまでバスで約 2 時間で  

達することが出来る。午前 11 時着。午前 11 時 30 分チヤルス・ E・ワイ  

リー氏の案内で，先づヴアーモント館視察。正午日本館にて昼食。  
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 午後自由行動。午後 6 時クエ〓ツク館にて夕食。午後 8 時 EXPO67 出  

発，午後 10 時 15 分宿舎ホリデー・インに帰還した。  

 EXPO67 は，「人間とその社会」というテーマで開催され，サブ・テー  

マは，「人間探求者」「人間生産者」「人間創造者」であつた。従つて今回  

の万国博は，すべて上記のテーマに従つて批判されるべきで，成功不成功も， 

このテーマに合致するか否かによつて決定される。見本市は，買るための企  

画であるが，万国博は一層文化的意義を有するものである。  

 僅か数時間の訪問で，単に外形を見るに止つたが，日本館は，外観は校倉  

造りに似て日本古代建築の特色を出し，各国のパビリオンもそれぞれにお国  

ぶりをあらわして，いずれも見事であつた。すべてがスケールの大きいこと， 

訪問者の多いことは想像以上であつた。 初の予定者数よりも 1 日 5 万人以  

上も多いそうである。  

 

      5 月 28 日（日）ヴアーモント州～マサチユセツツ州 

 午前 8 時 30 分から宿舎ホリデー・インでホフ知事及び州幹部職員との朝  

食会があつた。席上ホフ知事は，次のように挨拶した。  

 

ホフ知事挨拶  

  『皆さんと今日お別れいたさねばならないことは，大へん寂しいことで  

 す。一昨日ご到着になつた時，州庁舎前に日米の国旗が立ててありました  

 ことを，皆さんお気付になつたと思います。普通は米国々旗と州旗を掲げ  

 ておくのですが，州旗をおろして米国々旗と日章旗を掲げました。この二  

 つの国旗のように，日米は並んで仲よく進んで行きたいと念願しています。 

 現代国家にはいろいろの問題がありますが，私は，世界の人々は，平和に  

 共存出来るものであるという信念をもつております。ヴアーモント州民と  

 アメリカ国民に代り，日本知事の方々に，ご訪問いただきましたことを厚  

 くお礼申し上げます。友好のしるしとして，今回新調いたしました日本の  
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 国旗をお贈りいたします』。  

 

安子孫知事謝辞の要旨  

  『当地に参りましてから手厚いご歓待とご配慮をいただき，厚くお礼申  

 し上げます。  

  昨日は EXPO67 を見せていただきましたが，特にヴアーモント館と  

 日本館とが，相隣り合つておりますことも，不思議なご縁と存じました。 

  世界の平和は先づ，日米が手をつなぐことによつて達成されると信じて  

 おります。それ故に日米が相協力することは，ぜひとも必要であると存ず  

 るのであります。私どもはこのことを日本国民に知らせたいと存じます。 

 機会がありましたら，私どもも，また，私どもの後継者も，当地を訪問い  

 たすように努力しないと存じます』。  

 

バーリントン市の都市再開発視察  

 バーリントン市（ Burlington）の Urban renewal について Jery 

Brown 氏は，次のとおり説明した。  

 

  『今朝皆さんは，お帰りになりますので，時間の関係上簡単に説明いた  

 します。  

  アメリカのような若い国に，どうして都市再開発が必要なのかと，不思  

 議に思われるかも知れません。 初この市は，湖畔の方に都心がありまし  

 たが，次第に荒廃して来ましたので，更新が必要になりました。もう一つ  

 の理由は，昔は自動車もなく，交通機関も発達しておりませんでした。そ  

 れで当時時速 17 哩に適するように建設した道路も，今日では 12 哩しか  

 速力が出せないようになりました。今日では，昔とちがつて，小売店もデ  

 パートも，相応のスペースや駐車場が必要になつて来ました。このまゝ行  

 けば，市は次第に郊外の方に押し出されてしまいます。都心の税収入が低  
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 下し，都心で文化的な仕事や行政が出来なくなりました。このような傾向  

 は ， 1 9 4 0 ～ 1 9 5 0 年 間 に 顕 著 に 起 り ま し た 。 市 当 局 は ， 建 築 会 社 や  

 商店に，都心に移るように勧誘しましたが，成効しませんでした。連邦政  

 府と市が共同で，土地の新らしい計画を始めました。すなわち都心で役に  

 立たない建物の取り毀しを始めました。こうして出来たスペースを如何に  

 利用するかが大切な問題であります。土地の買却は入札で行いますが，ど  

 んなに沢山お金を出しても，土地利用計画が悪ければ，その会社は土地を  

 入手することが出来ないことになつております。すなわち会社がいろいろ  

 と計画を立て，入札によつて市と契約することになりました。今日午前中  

 その場所を見ていただきますが，州庁舎やアパート，文化センター等を建  

 設することになつております。現在の商店街と新しく計画する市とを，二  

 つの道路で連絡することになつております。新しく建築する高い建物によ  

 つて，他方の風景を妨げないように計画されています。駐車場は，人と車  

 を隔離する政策をとつております』。  

 

ヴアーモント州からマサチセツツ州へ  

 午前 11 時ノース・イースト航空 227 便に搭乗，バーリントン空港発，  

マサチユセツツ州ボストンに向う。  

 午後 12 時 01 分，正確にボストンのローガン国際空港着，空港では，マ  

サチユセツツ州ヴオルプ知事らに迎えられ，直ちにシエラトン・プラザ・ホ  

テルに向う。  

 夜 Winchester のヴオルプ知事の私邸のレセプシヨンとデイナーに招待  

された。ミシガン州ロムニー知事の私邸もそうであつたように，市の中心か  

らほんの 1 時間ばかり自動車でドライブすると，もう静かな郊外というより  

は，鄙びた Countryside に来てしまう。閑静な私邸で，未だ暮れ切らない  

庭で，記念の写真など何枚もとつてもらつた。珍らしいイタリア料理のご馳  

走になつた。前駐日大使ライシヤワー氏夫妻も来賓として招待され，顔見知  
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りの知事たちは，互に久かつを叙した。  

 

ヴオルプ知事挨拶  

  『日本の知事代表の方々，来賓の方々，ライシヤワーご夫妻，ご列席の  

 皆様。今晩は私のささやかなパーテイにお招きいたしましたところ，お疲  

 れにもかかわらずご出席いただきましてありがとうございました。  

  デモインご到着以来，ミシガン州，ワシントン D・C・，ロード・アイ  

 ランド，ヴアーモント等各州を廻り，ここマサチユセツツ州にお着きにな  

 りました。皆様さぞお疲れのことと存じます。いつもこのような公式訪問  

 には，時間が足りなくて残念です。各州を見て来られましたが，わが州は  

 1620 年に the Pilgrims（ Plymouth に植民地を拓いた 102 人の  

 清教徒）が上陸して開かれたのであります。わが州からは大統領も 3 人出  

 ておりますし，前大統領ジヨン・ F・ケネデイー（ John F・ Kennedy）  

 もわが州の出身であります。このように輝やかしい歴史をもつております  

 が，一方電子産業も盛んであり，道路の建設にも鋭意努力しております。 

 学術方面では，ハーヴアード大学，ボストン大学，シモンズ大学，マサチ  

 ユセツツ大学等多くの有名校をもつております。私の娘もボストン大学を  

 卒業いたしました。私どもは，平和と教育と産業の発展及び社会福祉のた  

 め努力いたしております。  

  さる 20 日アイオワ州デモインで日米知事会議が開催され，人口移動に  

 伴う諸問題について，2 時間にわたつて協議いたしました。そして私ども  

 は，人口の過密，過疎に伴う諸問題について，共通の問題をもつているこ  

 とを知りました。どうぞ私どもの新らしいボストンを見ていただきたいと  

 存 じ ま す 。 私 ど も は ， 清 教 徒 （ P i l g r i m s） の 精 神 を も つ て ， 各 種 の 問  

 題解決に努力したいと存じております。私どもは，海を越えてはるばるマ  

 サチユセツツを訪問された皆様と手をつないで，お互の利益のため努力し  

 たいと存じます。  
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  私と家族の者はみな，皆様をわが家にお招き出来て喜んでおります。も  

 つと代表的なアメリカの家庭にお招きできればよかつたのですが，私の家  

 はそのような代表的な家でないので残念です。  

  皆様の収獲の多いご旅行をお祈りしております』。  

 

 家庭的な暖かいパーテイであつた。ヴオルプ知事の令弟は， 3・ 4 人の友  

人とギターを弾いて日本知事団をもてなしてくれたが，興酣となるやヴオル  

プ知事は，自から楽器を奏して余技を披露した。所望に応じ田部知事は，自  

作の歌「春風に駒はいななくひと鞭あてて，あとは男の心意気」を朗吟し，永  

野知事は「オールド・ブラツク・ジヨー」を歌つて喝采を博した。心と心の  

通つた楽しい一夕であつた。  

 

     5 月 29 日（月）マサチユセツツ州ボストン 

記念艦コンステイチユーシヨン参観  

 午前中ボストン海軍軍港に老軀を横たえている米海軍の歴史的軍艦コンス  

テイチユーシヨン号を参観した。この軍艦は総トン数 2,200 トンで，英仏  

戦争勃発後 1794 年に建造されたものである。明年 10 月 21 日 158 回  

目の就役記念祭を執行する。  

 海軍中尉の艦長以下約 20 名の乗組員が，常時乗船し，参艦者の案内や説  

明を行つているが，年 1 回はこれら乗組員によつて沿岸の巡船が行なわれる。 

こ の 〓 艦 の あ だ 名 は “ O l d  I r o n s i d e s”（ 老 甲 鉄 艦 ） と い つ て ， 舷 側 は ，  

鉄板でできているが，エンジンはなく，たくさんの帆で走る帆船である。説  

明者は，この軍艦は負けたことのない常勝艦であるといつた。実際はこの軍  

艦は，米海軍 古のものではなく， Constellation という軍艦が 古の  

もので， Constitution より約 1 カ月古い。  

 知事と夫人たちは，この中尉の艦長に敬意を表した。蜘蛛の巣のように張  

られた索具や，大砲の並んでいる甲板，船員室，食堂，記念品などを見せて  
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もらつた。この船は，毎年 10 万人の参観者があるといつていた。  

 

ハーバード大学（ Harvard Univ）視察  

 マサチユセツツ州ケンブリツジにあるハーバード大学を視察した。この大  

学はアメリカ名門中の一つで， 1636 年創立，アメリカ 古の大学である。  

学生数約 17,000，先生の数は約 4,600 人である。  

 入学競争率は，7 人に 1 人で，男女共学である。入寮も可能である。月謝  

は年間 2,000 ドル（ 72 万円）であるから，日本では甚だ高額であるが，  

アメリカでは普通である。試みに学生結婚をしている人がどれ位あるかと聞  

いてみたら，約 5 パーセント位だろうといつた。  

 学生の服装を見ると，いずれもビートルズかヒツピー族のように，頭髪を  

長く伸ばし，股引のようなズボンをはき，サンダルをつつかけていた。装服  

からはどうみても真面目な学生とは思われなかつた。ちようど日本人の教授  

に会つたので聞いてみると，『学生は概ね立派な家庭の子弟で，日本の学生  

も及ばない程よく勉強する。彼等はあのような服装を誇りにしているので， 

ちようど大正時代に一高の生徒が，朴歯の下駄を履き，袴をはいて腰に手拭  

いをぶら下げて得意にしていたのと相通ずるものがある』といつた。  

 ハーバード大学を辞去して町をドライブしていたとき，若い女性がはだし  

で歩いているのを見た。これがヒツピー族の流行と聞いて驚いた。  

 大学に博物館がある。植物博物館，鉱物学博物館，比較動物学博物館，考  

古学民族学博物館等の博物館がある。大学の各図書館の書物を合計すると  

760 万冊に達し，その他研究室などの書物は，別に 400 万冊所蔵されて  

いる。  

 

ボストン博物館視察  

 ボストン博物館の東洋部門は， も有名である。傑出した作品において， 

数において，種類の豊富なことにおいて，世界にその比を見ないといわれて  
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いる。日本，中国，朝鮮，インド，エジプト，ネパール，ギリシヤ，ローマ，  

チベツト，タイ，カンボジヤ等各国の優れた絵画，織物，陶器，漆器，彫刻  

等が一堂に集められている。日本のものについては，室町時代，足利時代， 

鎌倉時代の文人画，俤画，文箱等数え切れないが，中でも雪舟作の猿，光琳  

作の松島は人目を引いている。短時間の見物は誠に残念であつた。  

 

州庁訪問  

 午後州庁を訪問して，知事室でヴオルプ知事と会見した。ヴオルプ知事か  

ら日本知事に，それぞれ銀製の鉢と，昨夜ヴオプ知事邸で写した署名入りの  

写真が贈られた。  

 

ヴオルプ知事挨拶  

  『皆さん今日は，わが州の State House によくおいで下さいました。 

 きのうは 1 日よい日を過されたことと存じます。今日は，ケネデイー前大  

 統領の 50 オの記念日にあたりますので，新らしい 15 セントの切手を発  

 売いたしましたので，僅かですがお贈りいたします。  

  昨晩私の夕食会をいたしました時，写しました写真が出来上りましたの  

 で差上げます。 初に各知事さんに，ポールリビアの銀の鉢をお贈りいた  

 します。たかこれは，荷物になりますから，日本の皆様のお宅にお届けい  

 たします。ポールリビアは，銀製品で有名なところであります。  

  それでは今からお 1 人ずつ，写真を差し上げます。それぞれ私の署名が  

 してあります。別に知事さん方には，州の紋章のあるカフス・ボタンを， 

 夫人にはチヤーム（胸に飾るもの）をお贈りいたします。  

  週末には他に出かける予定でありましたが，止めになりましたので，再  

 たびお会い出来てうれしく存じます。この次はどうぞもつとゆつくり滞在  

 していただきたいと存じます。  

  神の恩寵がありますれば，又近い将来お会い出来ると思います。明年は  
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 ぜひ日本を訪問したいと存じております』。  

 

 次いで上下両院議会を参観した。特に注目を引いたのけ，議員の賛否の表  

示とその計算の科学的なことであつた。賛成は YEA，反対は NAY で，正面  

の壁に表示される。左右いずれかの方向にバーを倒すと，両側の壁に YEA 

と NAY の列に大きく電気表示される。そして電子計算器によつて直ちに集  

計される仕組みである。  

 

後の晩さん会  

 午後 7 時 30 分からクラブ・アルゴンクインで，ヴオルプ知事主催の 後  

のカクテル・パーテイーとデイナーが開催された。ヴオルプ知事と Francis 

W・ Sargent 副知事の挨拶があつた。  

 

Sargent 副知事挨拶  

  『今晩このご一行の中に，副知事がおられることに対し，心から歓迎の  

 意を表します。と申しますのは，私も副知事だからであります。知事の命  

 に従い，今朝皆さんとお会いいたしましたが，今晩再たび皆様を歓迎する  

 ことが出来て，心からよろこんでおります。  

  私の子供の 1 人が佐世保におりますので，私どもは子供を訪ねていろい  

 ろ愉快な経験をいたしました。家に犬が 1 匹おりますが，私は清水次郎長  

 と名付けております。東京の魚市場も拝見しましたが，非常に衛生的で， 

 ボストンの魚市場も及ばないと思いました。日本の風呂に入つたことや浴  

 衣を着てくつろいたことも，一生忘れ得ない思い出であります。夕飯の時  

 の魚が余り美しいので，食べるのが気がひけました。日本の産業の生長と， 

 交通機関の発達，自然美がよく保たれていること等に感心いたしました。 

 特に日本の汽車は，早くて，時間が正確で驚きました。また道路もオリン  

 ピツク東京大会を機会に，非常に立派になりました。  
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  現在アメリカでは，自然の美が急速に損われておりますが，日本の美し  

 い自然は，永久に保存していただきたいと存じます。  

  後に，日本の知事の方々をお迎え出来て心から光栄に存じております  

 ことをお伝えして私のご挨拶を終ります』。  

 

次いでライシヤワー氏が次のような挨拶を述べられた。  

  『私が日本語でお話ししますと，通訳組合から文句が出るといけません  

 から，英語でお話しすることにいたします。  

  私は 8 カ月前日本を去つて大使を辞めましたので，挨拶はもうしたくな  

 いと思つておりましたが，今晩は日本の古いお友達に会えてうれしさの余  

 り，ご挨拶することにいたしました。  

  6 カ月あとで皆さんが来て下さつたら，私の私邸にお招き出来たのです  

 が，目下工事中ですので，この次ご訪問いただく時，お招きしたいと存じ  

 ます。日本におりました時は，すべて外交的に発言をしなければなりませ  

 んでしたが，今はその必要がなくて気楽です。  

  私はヴオルプ知事に，ぜひ日本を訪問するように勧めました。また，サ  

 ージヤント副知事さんに，再たび日本を訪問されるようお勧めします』。  

 

木村知事挨拶  

  『私は，日本の貧乏県福島県の知事であります。もつと金持ちの県の知  

 事がおられますが， 9 人の知事に代つてご挨拶いたします。  

  今日はこのようなご丁重なご歓待をいただき，ありがとうございました。 

 今日をもつて私どもの行事の一切を終りますが，この席をお借りして，ご  

 出席の皆様及び全アメリカの国民に，厚くお礼申し上げます。  

  ハワイに 16 日に参りましてから，アイオワ州，ミシガン州，ワシント  

 ン D・C・，ロード・アイランド州，ヴアーモント州，マサチユセツツ州  

 各州を訪問いたし，その間にモントリオールの万国博も見せていただき， 
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 昨日こちらに到着いたしました。この間到るところで心からの温かいご歓  

 待をいただき，お礼の言葉もありません。  

  日米知事の相互訪問は，両国の自治行政の改善と，親善と友好とを促進  

 することでありますが，世界平和の維持もまた重要な使命であります。こ  

 のため貴国と日本との親善を深めますことは， も肝要であると存じます。 

 ワシントンでジヨンソン大統領とお会いしましたが，世界は容易ならぬ時  

 期に来ていると思います。われわれは，世界の平和維持のため，より一層  

 努力いたさねばならないと存じます。  

  日米両国知事の相互訪問により，いろいろ経験を積みましたが，この経  

 験を基礎にして，ますます真実と誠心と勇気をもつて，所期の目的に向つ  

 て進みたいと存じます。  

  今後ますます日米親善の増進に努力いたしますことをお誓いして，お礼  

 の言葉といたします』。  

 

解団式  

 午後 9 時 30 分から，シエラトン・プラザ・ホテルで，アメリカ側クリフ  

イールド局長，河本，福田，田村，マーフイー嬢等諸氏を交えて，和やかな解  

団式を行い，かくして一切の行事は，円滑成功裡に終了した。  

 

     5 月 30 日（火） マサチユセツツ州ボストン 

 日本知事団一行は，午前中にシエラトン・プラザ・ホテルをチエツク・ア  

ウトし，それぞれの目的地に向つて出発した。  

 以上で今回の対米日程を終つたのであるが，この全日程を通じて，われわ  

れの心を打つたことは，米国側では州知事のみでなく米政府がこの日米知事相  

互訪問を高く評価していることであり，このことはジヨンソン大統領及びラ  

スク国務長官の挨拶の中にも述べられているところである。特に州知事が心  

から日本知事を歓迎して下さつたこと及び州の人々も親しみをもつてわれわ  
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れに接して下さつたことである。日米知事相互訪問はいよいよその意義を高  

く示している。  

 

後        記  

 この報告を終るに当り，われわれは米国政府並びに訪問各州及び米国知事  

会の事務当局の御配慮を深謝しなければならない。国務省からは，有能な通  

訳 3 人を全日程を通じ派遣され実にすばらしい意見交換が出来たことである。  

また訪問各州では日本人留学生や永年米国に居住している日本人を通訳にし  

て下さつたところもあつた。また日本人医師を付添人にして下さつた州もあ  

つて，多大の感銘を受けた。なおアイオワ，ミシガン，ロードアイランド， 

ヴアーモンド，マサチユセツツ州では，日本語の日程を用意して下さつたこ  

とも誠に至れり尽せりの配慮であつて大変助かつたわけである。こゝに深く  

御礼申し上げる。  

 後に，今回のような意義ある日程を作定せられ，何等の支障なく日程を  

遂行された米国知事会の事務当局の方々に深甚な謝意を表する次第である。 
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訪 問 各 州 の 概 況  
 

Ⅰ ハワイ（HAWAII）  
 知   事    ジヨン・ A・バーンズ  

 Governor   John A・ Burns (D) 

        （ 1965 年 10 月第 3 回日米知事会議のため来日）  

 副  知  事   トウマス・ P・ギル  

 Lieutenant  Thomas P・ Gill  (D) 

 Governor 

 法務長官    バート・ T・小林  

 Attorney Bert T・ Kobayashi 

 General 

 俗   称    アロハ州 （ Aloha State）  

 州   都    ホノルル （ Honolulu）  

 面   積    16,716Km2 

        四国の約 9 割（全島面積）連邦中第 43 位。  

 モツトー   国家の生命は正義により不朽のものとなる。  

        （ The Life of  the Land is PerPetuated in 

        Righteousness）  

 州   花    フヨウ属の植物（ Hibiscus）  

 州   鳥    ネネ（ハワイのガチヨウ）  

 州   木    その木（ KuKui）  

 連邦加入   50 番目  

 

 歴  史  

   ハワイの歴史は、 1778 年イギリスの航海探険家キヤプテン・ジエー  

  ムス・クツクによるハワイ群島発見に始まる。彼はサンドウイツチ群島  

  と命名した。  
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   太平洋のナポレオンといわれたカメハメハ大王は、ハワイ島ロハラの  

   長 の 子 と し て 生 れ 、 1 7 8 2 年 王 位 に 即 き 、 1 7 9 5 年 8 島 を 平 定 し  

  た。しかしその子孫カメハメハ 5 世は、後嗣子がなかつたため、カメハ  

  メハ王朝は 5 代で滅びた。  

   1873 年、選挙によつてカメハメハ家の重臣ルナリロが新王に選ば  

  れたが、在位僅かに 7 カ月で歿し、 1872 年 2 月 12 日カラカウアが  

  新国王として即位、 1891 年 1 月 20 日外遊中サン・フランシスコで  

  病死したのち、王の妹にあたるリリウオカラニが女王として即位した。 

  しかし 2 年後 1893 年 1 月 17 日「安全委員会」と称する反対派結社  

  が女王を廃するに及んで、ハワイにおける王朝制は遂に断絶し、今はそ  

  の直系子孫もいない。その後仮政府の出現を見、越えて 1894 年 7 月  

  4 日ハワイ共和国政府が発足したが、 1898 年 6 月、米国議会による  

  米布合併決議案の採択を契機として 1900 年にハワイは、アメリカ合  

  衆国に合併され、合衆国の領土となつた。次いて 1959 年 3 月立州が  

  実現し、米国第 50 番目の州となつた。  

 

 位置、地勢、気候 

   ハワイは北太平洋によつて本土から分離され、州都ホノルルは、東京  

  から 3,849 マイル、ホノルルからロス・アンゼルスへは 2,556 マイ  

  ルで、サン・フランシスコへは 2,396 マイルあり、ジエツト機で 4 時  

  間半で達することができる。ハワイの標準時間は、米本土の太平洋沿岸  

  のそれより 5 時間遅れ、日本の標準時間より 19 時間遅い。  

   ハワイ群島の総面積は、 6,435 平方マイルで、わが国四国（ 7,244 

  平方マイル）の約 9 割に相当し、コネクテイカツト，デラウエア，ロー  

  ド・アイランド諸州よりやや大きい。州都ホノルルのあるオアフ島の面  

  積は、わが国佐渡の約 1.8 倍であつて、群島全面積の約 1 割弱にしか当  

  らないが、ハワイ全人口の約 80％か密集している。  
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   ハワイは 8 つの主な島と 114 の小島から成り、前者のうち 7 つに人  

  が居住し、後者の 4 つに人が居住している。西経 154 度 40 分～ 160 

  度 30 分、北緯 22 度 16 分～ 18 度 55 分に及んでいる。  

   主な島は、ハワイ（ 4,021 平方マイル）、オアフ（ホノルル及び真  

  珠港）（ 595 平方マイル）カフーラウエ、（人は居住しない）ラナイ，  

  マウイ，モロカイ，カウアイ及びニイハルの諸島である。  

   諸島のうち 高峯は、ハワイ島のマウナ・ケアで、海抜 13,796 フ  

  イートの死火山である。双子山マウナ・ロアは 13,680 フイートで、  

  世界 大の活火山である。間歇火山キラウエアの噴火口は有名である。 

  マウナ・ケア山頂近くのワイアウ湖は、 13,020 フイートの高地にあ  

  り、アメリカ 高の湖である。カラエは南の岬の意味で、ハワイの先端  

  にあり、アメリカ 南端をなしている。  

   ハワイは噴火によつて生じた島嶼である。各島とも河川がなく、西北  

  端のカワイ島に小川がある程度である。小笠原と同じく、群島中には蛇  

  が 1 匹も棲息していないことは、火山性島嶼の故といわれている。気候  

  は 1 年を通じて温和であり、日中戸外に出ればかなり暑さを感ずるが、 

  年中北東からの冷風貿易風に恵まれ、日本等より湿度が少なく、室内又  

  は木陰におれば極めて快適である。夏季にも華氏 90 度を示すことは稀  

  で、冬期においても 60 度を下ることは殆んどない。雨期は 11 月から  

  4 月までであるが、 1 日中降り続けることなく、また、暴風雨も稀で  

  ある。年平均雨量は、ホノルル空港で 22 インチ，ハワイ島のヒロ市で  

  140 インチである。  

 

 住 民 

   ハワイ土着の種族は、元来はポリネシア人であるが、他の種族と混血  

  し て い る 。 1 8 7 6 年 に 概 ね 5 3 , 9 0 0 人 が 極 東 及 び ポ ル ト ガ ル か ら の  

  労働者の輸入によつて増加した。  
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   1965 年のハワイの人口は、 702,030 人（軍人を含まず）で、  

  州住民の人種別統計は、次のとおりである。  

    日  本  人  系   207,153 人  （ 30.0％）  

    白  人  系   238,531 人   （ 34.4％）  

    ハ ワ イ 土 人    9,741 人  （  1.4％）  

    ハ ワ イ 土 人 系   102,502 人  （ 14.8％）  

    フイリピン土人系    72,160 人   （ 10.4％）  

    中  国  人  系    40,240 人  （  5.〓％）  

    黒       人     6,648 人  （  0.8％）  

    そ   の   他    15,646 人  （  2.3％）  

 

 在 留  邦  人  

   日本人のハワイ移民は、 1868 年（明治元年）に砂糖黍裁培に従事  

  させるため、米人ウエンリードの募集によつて渡布した 153 名が 初  

  である。  

   ハワイの日系人は、全人口 70 万（ 1965 年 7 月）の 30％に相当  

  する約 20 万である。  

   日系人の主な団体は次のとおり。  

  （ 1）ハワイ日系人連合協会（ホノルル）会員約 40,000 人  

  （ 2）ホノルル日本人商工会議所、（ホノルル）会員約 460 人  

  （ 3）ホノルル日本人青年商工会議所（ホノルル）会員約 185 人  

  （ 4）ハワイ島日本人商工会議所（ヒロ）会員約 320 人  

  （ 5）ハワイ島コナ日系協会（コナ）会員約 50 人  

  （ 6）マウイ島日系人協会（マウイ）会員約 3,500 人  

  （ 7）マウイ島西部日本人連合協会（マウイ）会員約 500 人  

  日本語学校  

   86 校のうちホノルル市内のみでも 1965 年 24 校である。  
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 日系人の政治進出 

   ハワイ立州後ハワイから、知事及び州議会議員のほかに、上院議員 2 

  名、下院議員 2 名を選出しているが、この 4 名のうち、上院にはダニエ  

  ル・井上氏、下院にはスパーク・松永氏及びミンク夫人の計 3 名の日系  

  議員が当選し、日系人の政治面における進出はまことに顕著である。  

 

 産業、経済 

   1963 年度の事業活動は、 277.3 億ドルで、 大の歳入は、国防、  

  砂糖、観光事業、パイナツプル の順になつている。  

   1965 年における米軍の現地支出は、 4 億 5,000 万ドルに及び、  

  この金額は同年におけるハワイ州の主要産業たる砂糖（ 175 百万ドル）、 

  パイナツプル （ 121 百万ドル）及び観光事業収入（ 264 百ドル）  

  の合計額の約 80％に該当している。  

   鉱産物は、国内消費に充当されている。ポートランド・セメントが産  

  出される。石灰は砂糖キビの汁を澄ませるのと、パイナツプルの汁の  

  酸味を取り除くのに使用される。火山灰は、道路や軽量コンクリートに  

  使用される。塩は太陽熱蒸発法により海水からとる。海女はマウイ沖で、 

  宝石の黒サンゴを採取する。玄武岩と石灰石は建築に使用される。  

   1963 年における 1 人当りの収入は、 2,463 ドルであつた。  

   ホノルルには、年間 1,818 隻以上の船が入港する。定期航空便は、  

  パン・アメリカン，ユナイテツド，ノースウエスト・オリエント，カン  

  タス，日本航空等である。ハワイ諸島間の航空便は、アロハ航空とハ  

  ワイアン航空である。海上便は、キヤナデイアン・パンフイツク，メイ  

  ソン・ナビゲーシヨン，アメリカン・プレジデント，オリエント航路等  

  である。  

   日本からの輸入（ 1965 年）は、缶詰用薄板、亜鉛鉄板、棒鋼等の  

  金属製品（年間約 550 万ドル）せん維製品（アロハシヤツ，ムーム等） 

 

－ 141－  



  （年間約 25 万ドル）、魚缶詰、調味料等（年間約 36 万ドル）、自動  

  車（年間約 250 万ドル）である。  

   日本への輸出は、金属スクラツプ、牛脂、パインアツプル製品、コー  

  ヒー、機械等である。  

 

 経済界の構造 

   ハワイ経済界の特徴は、少数財閥の独占支配ということであり、これ  

  を牛耳るいわゆる大財閥は、次のとおりである。  

  C. Brewee & Co.（砂糖、海運、陸運、牧畜、保険）  

  T. H. Davies & Co.（砂糖、農機具販売、建築資材、保険、海運等）  

  Castle & Cooke, Inc.（砂糖、荷役、器械販売、海運、保険等）  

  American Factors,  Ltd.（砂糖、パイナツプル、保険、百貨店）  

  Alexander & Baldwin, Ltd.（砂糖、パイナツプル、海運、保  

               険）  

   これら少数の財閥がハワイ全島の私有地 236 万エーカーの約 90％  

  を独占しており、その他の主要産業の全般に亘り支配権を握つていた。 

   然るに第 2 次大戦後米本土資本のハワイ進出が開始され、 1956 年  

  には先づヘンリー・カイザーが、ワイキキにハワイアン・ヴイレイジと  

  称する大ホテルを建設、またオアフ島バーバース・ポイントにセメント  

  工場を建設、またシエラトンが伝統あるローヤル・ハワイアン，モアナ  

  等ワイキキの 4 つの大ホテルを買収し、 近は、ヒルトンが前記のカイ  

  ザー・ハワイアン・ヴイレイジを買収し、別にカハラ・ヒルトン・ホ  

  テルを建設、更にロツクフエラーもハワイ各島にホテルを新築した。日  

  本の国際興業株式会社も、プリンセス・カイウラニ及びモアナ，サーフ  

  ライダー等 3 つのホテルを買収したほか、ワイキキに 21 階建新ホテル  

  の建設を発表した。  

   1953 年、戦後初の日系銀行である中央太平洋銀行（住友銀行と業  
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  務提携）が誕生し、さらに 1959 年には第 2 の日系人銀行シテイ・バ  

  ンク・オブ・ホノルル（三井銀行と業務提携）が生れ、 1960 年に創  

  立されたハワイ・ナシヨナル・バンクには、三菱銀行から業務顧問が副  

  頭取として迎えられた。また 1959 年には、ハワイ白木屋百貨店が開  

  店し、続いて 1960 年には、野村、大和、山一、日興の各証券会社が  

  相次いで業務を開始したが、現在野村のみが残つている。その他日本航  

  空、日本観光協会、日本交通公社、三井物産、西日本貿易、資生堂、ポ  

  ーラ化粧品、サンスター、東芝、松下電器、東宝、松竹等が支店ないし  

  駐在員や事務所を設置している。  

 

 日本の宗教団体 

   仏教は、 1885 年（明治 18 年）から渡布して布教を開始し、現在  

  西本願寺 36 カ寺、浄土宗 16 カ寺、曹洞宗 10 カ寺、真言宗 17 カ寺、  

  日蓮宗 4 カ寺がある。  

   その他神道としては、明治 37 年にホノルルに大神宮が建立され、金  

  刀比羅神社、出雲大社、石鎚神宮、稲荷大社、ヒロ大神宮、マウイ神社  

  等がある。  

   宗派神道としては、金光教、天理教、世界救世教、天照皇太神宮教、 

  生長の家、創価学会、立正佼正会等がある。  

   日本人キリスト教会の数は、 100 を越える。  

 

 新 聞  社  

   合計 20 数紙（英語、日本語、中国語、韓国語、フイリピン語による） 

  があるが、このうち有力なものは、ホノルル・スター・ブユレテイン， 

  ホノルル・アドヴアータイザー、布哇タイムス、布哇報知等である。  
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 ラジオ・テレビ放送局 

   ラジオ放送局には、 KOHO（日本語放送局） KZOO（日本語放送局） 

  のほか他に 14 局があり、 6 局が時間を限り日本語放送を行つている。  

  他にハワイ島 3 局、マウイ島 2 局がある。  

   テレビ放送局は 4 局あるが、そのうち 2 局は、日本語による放送を行  

  つている。  

 

 教 育  施  設  

   ハワイ大学は、州立大学で、農、文理、商業、教育、工学、一般教養  

  及び看護の各学部と大学院がある。 1966 年 1 月現在学生数 17,500 

  人、うち日本人 153 名。  

   イースト・ウエスト・センターは、 1959 年創立、留学生数 344 

  名（ 1965 年）うち日本人留学生 81 名。日本から日本庭園寄贈。  

 

Ⅱ アイオワ （ IOWA）  
 

 知  事    ハロルド． E．ヒユーズ  

 Governor  Harold E. Hughes.  (D) 
       （ 1965 年 10 月訪日）  
 副知事   ロバート． D．フルトン  

 Lieutenant 
       Robert D. Fulton.  (D) 
 Governor 
 州務長官  メルヴイン． D．シンホースト  

 Secretary 
       Melvin D. Synhorst (R) 
 of State 
 法務長官  リチヤード． C．ターナー  

 Attorney 
       Richard C. Turner (R) 
 General 
 

－ 144－  



 俗  称   鷹の目の州  

 Hawkeye State 

 州  都   デモイン（ズ）  

      Des Moines 

 面  積   145,800Km2 

      連邦第 25 位  

 人  口   2,757,537 人（ 1960 年）  

      連邦第 24 位  

 モツトー われわれはわれわれの自由を誇りとし、われわれの権利を  

      守る。  

      Our Liberties We Prize and Our Rights We 

      Will  Maintain.  

 州  花   野ばら  

      Wild Rose 

 州  鳥   東部ヒワ  

      Eastern Goldfinch. 

 州  木   カシワ  

      Oak 

 州  歌   アイオワ  

 連邦加入 第 29 番目  

 

 位置、地勢 

   アイオワ州は、中西部の北西中央部に位置し、北はミネソタ、東はウ  

  イスコンシンとイリノイズ、南はミズリー、西はネブラスカとサウスダ  

  コタの諸州に境している。ミシシツビー河が東部全域に流れ、ミズリー  

  河が、西部の 4 分の 3 を貫流している。土地の高度は、 480 フイート  

  から 1675 フイートに及んでいる。  
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 産 業 

   アイオワ州は、アメリカ農業の心臓をなし、世界の も肥沃な土壌を  

  もち、アメリカにおける A 級土壌の 25 パーセントを有している。全州  

  の 94.3 パーセントは、農場である。  

   Corn Belt（米国中西部のトウモロコシ地帯）の心臓をなすアイオ  

  ワは、全米の主要な農業州として知られているが、工業の発達が頗る急  

  速であつたので、 1963 年の生産物価額は、 70 億ドルに達した。一  

  方農産物の市場価額は、 25 億ドルであつた。生産物価額の増加は、毎  

  年 30 億ドル以上に達した。  

   多くの工業は、農産物を加工し、又は農器具を製造している。しかし  

  ながら急速に発展している工業は、各種製造工場を有し、電子工業各種  

  品目、洗濯機、タイヤー、鉄道車両、溶鉱炉、自動車付属品、化学製品、  

  肥料、自動販売機、事務用家具、セメント、石膏壁板等を製造している。  

  アイオワ州は、ミシシツピー河の貝殼から、貝殻タン産業を開発した。 

   アイオワ州の 1965 年における家畜類の市場出荷は、 22 億 8 ,000 

  万ドルで全米の各州をリードし、 1966 年 1 月 1 日現在豚の保有数は、  

  1 , 2 5 2 万 9 , 0 0 0 頭であつた。トウモロコシの産出では、平年度は全  

  国 首 位 を 占 め て い る が 、 1 9 6 5 年 の 産 額 は 、 8 億 1 , 1 9 6 万 4 , 0 0 0 

  ブツシエルで、イリノイ州の豊作に次いで第 2 番目であつた。アイオワ  

  はまた、全農作物市場出荷受取額は、 29 億ドルでカリフオルニヤに次  

  いで第 2 位であつた。  

   牛は 1966 年 1 月 1 日現在、 719 万 1,000 頭で、テキサス州に  

  次いで全米第 2 位、大豆は、 1 億 2,367 万 5,000 ブツシエルで第 2 

  位、鶏は第 4 位、七面鳥は第 5 位、羊は第 10 位であつた。鶏卵とバタ  

  ーの生産は、上位を保つている。その他多量に生産される農作物には、 

  赤クローバー，チモシイ，ムラサキウマゴヤシ，ジヤガイモ，玉ネギ， 

  ポツプコーン等がある。乳牛は主にホルスタイン種で、多くのクリーム  
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  を含んだバターが生産される。  

   鉱産物は、 1965 年に 1 億 493 万ドルであつた。主な鉱産物は、  

  セメント、石、砂、砂利、石膏、石炭等である。  

 

 人口、観光事業、その他 

   1965 年 7 月 1 日の人口は、 276 万人であつた。毎年百万人以上  

  が旅行者として他の州からアイオワ州を訪問し、アイオワ州経済に 2 億  

  ドル以上を加えている。  

   観光客の呼び物は、 Harbert Hoover（第 31 代大統領）の生誕地、  

  West Branch の近くの図書館、 5 月に Pella と Orange 両市のチユ  

  ーリツプ祭り、 8 月に Des Moins におけるアイオワ州見本市、若干の  

  カウ・〓ーイの演技公開等である。 88 の州立公園とリクリエーシヨン  

  地区とがある。 Marqette（マーケツト）にある Effigy（エフイジ  

  ー）丘の国立墓地は、有史以前のインデイアンの埋葬地である。  

   荷主は、 Kansas City,  St.  Louis,  Omaha 及び Chicago 市場に、  

  家畜を供給している。アイオワ州は州の負債もなく、州の財産税もない。 

  Des Moines （デモイン）は、 大の都市で、人口 208,982 人  

  （ 1960 年調査）である。  

 

 教 育  設  施  

   アイオワ州の高等教育施設としては、 27 の大学、 21 の短期大学、  

  2 つの州立大学、 1 つの州立単科大学がある。有名な大学は、アイオワ  

  市のアイオワ大学、アメスのアイオワ州立大学、シダー・フオールスの  

  アイオワ州立単科大学、シダー・ラピツドのコー大学、デモインのドレ  

  イク大学、グリネルのグリネル単科大学等である。  

 

 沿   革  

   Marquette（フランスのカナダ探検家）と Golliet（フランス生  
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  れのミシシツピー河探検家）が、 1673 年にアイオワ州に達した。  

  Julien Dubuque（ジユリエン・ダビユーク）は、 1788 年に現在  

  のダビユークで鉛を採掘する許可をスペインから獲得した。 初のリン  

  ゴ園は、 1799 年に造られた。 Lewis と Clark（アメリカの探検  

  家）は、 1804 年にアイオワに寄港した。この地はスペインからフラ  

  ンスに譲渡され、 1803 年に Louisiana Purchase（米国が  

  1803 年にフランスから買収した広大な土地で、東西はミシシツピー  

  川からロツキー山脈まで、南北はメキシコ湾からカナダに至る地域）に  

  よつてフランスから譲渡を受けた。 1812 年 Missouri 准州、 1834 

  年 Michigan 准州、 1836 年 Wisconsin 准州、 1838 年 6 月  

  12 日 Iowa 准州となり、 1846 年 12 月 28 日遂に Iowa 州となつ  

  た。  

 

 デモイン（ズ） Des Moines 

   Iowa 州の州都、デモイン河畔にある。山梨県甲府市と姉妹都市。  

   人口 208,982（ 1960 年）市支配人、 Tom Chenoweth 

 

Ⅲ ミシガン（MICHIGAN）  
 
 知  事    ジヨージ・ロムニー  
 Governor  George Romney （ R）  
       1965 年 10 月訪日（夫妻）  
 副知事   ウイリアム． G．ミリケン （ R）  

 Lieutenant 
       Willam G.Mill iken 
 Governor 
 州務長官  ジエイムス． M．ヘアー （ D）  

 Secretary of  James M. Hare 
 State 
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 法務長官  フランク． J．ケリー  

 Attorney   
       Frank J.Kelley 
 General 
 俗  称   アナグマの州  
      （ Wolverine State）  
 州  都   Lansing 
 面  積   150,780Km2 
      （北海道の 2 倍よりやや小）  
      連邦第 23 位  
 人  口   8,029,000 人（ 1962 年）  

      連邦第 7 位  

 モツトー 心地よき半島を求めるなら、汝の周囲を見回せ  

      （ If  You Seek a Pleasant Peninsula，  

      Look About You）  

 州  花   りんごの花  

 州  鳥   駒鳥  

 州  木   白松（ White Pine）  

 州  歌   ミシガン、私のミシガン  

 連邦加入 第 26 番目  

 

 位  置  

   Michigan 州は、アメリカの北東中央部に位し、ミシガン湖により  

  2 分されている。北半島は、 Canada と相対し、北は Superior 湖に接  

  し、南は Wisconsin 州とミシガン湖に接している。南半島は、西はミ  

  シガン湖に接し、ウイスコンシン州と Il l inois 州に面している。東は  

  Erie 湖、 Huron 湖、 Ontario 湖及びカナダに、南は Indiana と  

  Ohio 州に接している。ミシガン州は、 5 大湖のうちの 4 つに接して  

  いる。ヒユーロン湖とスピアリア湖とをつなぐ The Sault St・ Marie 
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  Canals（スー・セント・マリー運河）は、世界一交通量の多い運河で  

  ある。半島を上下に分割している Mackinac（マキノー）海峡には、長  

  さ 5 マイルのマキー橋がかかつている。  

 

 産   業  

   ミシガン州は、世界屈指の自動車生産州で、また、ミシガン湖畔の豊  

  かな果樹園は、莫大な量の果物を生産し、半島の上部からは、多量の鉄、  

  銅が産出される。その他州の湖や森林は、休暇の保養地として人気を博  

  している。 1965 年 7 月 1 月の推定人口は、 821 万 8,000 人であ  

  つた。  

   ミシガン州は、自動車と自動車部品、穀物、機械工具、金物類、鋼鉄  

  バネ、事務用家具、非鉄金属の鋳物類、工業用ベルト、〓ール紙製作機、  

  灰鉄鋳物類（ gray iron foundres）の生産では世界第 1 位を占めて  

  いる。生産に従事する労働者の週平均賃金は、全米第 2 位である。生産  

  増加額は、毎年 130 億ドル以上に達し、そのうち 49 億ドルは、自動  

  車及び自動車艤装品である。紙、化学製品、木材もまた重要産物である。  

   観光客も多く、観光客による収益も 1965 年に約 9 億 6,000 万ド  

  ルに達した。ミシガン州は 3 億 6,000 マイルに及ぶ河川と、 1 万  

  1,0.0.0.以上の湖をもち、 5 大湖のうちの 4 つに面しているので、 も  

  長い淡水の海岸線をもつている。水上スポーツ、音楽祭、スキー、冬の  

  カーニバル祭、鱒釣り、鹿狩り等が も人気がある。 Superior 湖の  

  ロイヤル島は、 53 万 9,339 エーカーあつて、雄大な国立公園である。  

   この他ミシガン州には、 5 つの国有林、 73 の州立公園及びリクリエ  

  ーシヨン地区と、多数のカヌー場がある。  

   農産物の収益は、 1965 年に総計 9 億 6,000 万ドルであつた。ミ  

  シガン州は、全米の tart cherry（酸味の強いサクランボ）の 69％  

  を産出し、甘いサクランボとスモモは、カリフオルニアに次いて第 2 位、  
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  リンゴとブドウは第 3 位、梨と桃は第 4 位である。これら果実の総産出  

  高は、年間 85 万 4,600 トンを越える。酪農生産物も上位に位してい  

  る。 1965 年 1 月 1 日現在 62 万 6,000 頭の乳牛を有していた。大  

  部分の乾燥豆はミシガン州で産出され、また、トウモロコシ、小麦、砂  

  糖黍、大豆、バレイシヨ及びカラス麦も重要産物である。  

   鉱物の 1965 年度における全産額は、 5 億 7,192 万 2,000 ドル  

  であつた。鉄鉱石の産額は、 1,347 万 5,000 トンで、 1 億 4,400 

  万ドルに達し、第 1 位を占め、次いでセメントの 9,330 万ドル、石油  

  の 4,205 万 2,000 ドル、銅の 5,172 万 7,000 ドル、砂及び砂利  

  の 4,700 万ドルその他石、塩、マグネシユーム、石灰、天然ガス等で  

  あつた。  

 

 教育施設 

   約 70 の高等教育施設があるが主要なものは、イースト・ランシング  

  のミシガン州立大学、アン・アーバーのミシガン大学である。その他デ  

  トロイト大学、ウエイン大学、ウエスターン・ミシガン大学、イースタ  

  ーン・ミシガン大学、セントラル・ミシガン大学、ミシガン工科大学等  

  も著名な大学である。  

 

 沿  革  

   ミシガン州は、元来フランス人が開拓したもので、フランス語を語原  

  とする Detroit ,  Mackinac,  Sault Ste.  Marie （スー・セン  

  ト・マリー）等の多くの名詞がある。フランスは 1763 年に英国に追  

  放された。 1787 年の布告により、ミシガン准州は、他の西部諸州の  

  一部を加えた。 1805 年に単独の准州として創設され、 1837 年 1 

  月 26 日連邦に加入した。  
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        デトロイト （DETROIT）  

 

 地  理  

   デトロイト川に面し、市全体が頗る平坦である。市街は河畔から半径  

  4～ 7 マイルにわたりひろがり、その外側を郊外の住宅、工場地が 5～  

  15 マイルにわたりのびている。  

 

 人  口  

   人口は 167 万 144 人で、首都圏地域の人口は 376 万人強であつ  

  た。（ 1960 年調査）アメリカ第 5 の大都市。  

   日系人は約 750 名で、そのうち戦争花嫁は約 150 名である。  

 

 市の沿革 

   1701 年フランス人探険家、キヤデラツクにより開かれた。その後  

  1812 年に至るまで英国の支配をうけ、同年合衆国に割譲された。こ  

  のようにフランス人により開拓されたため、現在でも当時の開拓者の子  

  孫であるフランス系の市民が多く居住している。 近は工場労働者とし  

  て多くの黒人が市に移住し、総人口の 22％を占めているが、市民の大  

  多数は英国系、北欧系の白人である。  

 

 主要産業 

   デトロイトは、世界の自動車の都として知られ、自動車及び自動車部  

  品の製造を重要な産業としている。 General Motors,  Ford,   

  Chrysler 及び American Motors 等有名な会社の工場が集つ  

  ている。その他化学薬品、事務用機械、耕作機械等を多く製造している。  

   デトロイト港の 1965 年の輸出は、 138 千 ST（米トン）、  

  55,597・ 8 千ドルで、輸入は 2,573 千 ST、 145,695・ 4 千  
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  ドルであつた。  

   首都地域における労働者の全収入は、毎年 112 億ドルと見積られて  

  いる。  

 

 文化施設その他 

   デトロイト美術館、デトロイト歴史博物館、 Greenfield Village 

  & Henry Ford Museum（自動車王ヘンリー・フオードが造つた  

  アメリカの歴史村） Ford Rotunda（フオードの工場。流れ作業によ  

  る製造工程を公開している）等のほか、市内には 51 の公園と 38 の遊  

  園地があり、特に有名なのは、 Belle Isle で、カナダとデトロイト  

  市の間にあり、小さな島全体が公園となつている。（ 1,000 エーカー）  

 

 そ の  他  

   航空会社は、 Allegheny,  American, BOAC, Capital ,  Delta,  

  Eastern,  Lake Central 等が航空輸送を行ない鉄道は、 New 

  York Central ,  Chesapeake & Ohio,  Baltimore & Ohio,  

  Grand Trunk・ Wabash 等 9 つの鉄道がある。旅客船が他の 5 大  

  湖と水上連絡をしている。  

 

Ⅳ ワシントン D.C. WASHINGTON D.C. 

 

 面  積   69 平方マイル  

 人  口   802,178 人（ 1964 年）  

 沿  革   各州から独立した「連邦政府の街」を造ろうという企画は、  

  連邦憲法の制定に 4 年先立つて 1783 年頃から始められたが、北部諸  

  州対南部諸州の軋轢のために、その所在地の決定に日時を費し、連邦議  
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  会において北部が南部に妥協し、ポトマツク河畔の地に首都建設を決定  

  したのは 1793 年であつた。初代大統領ワシントンは、 Pierre C・  

  L’ Enfant（ピエール・ランフアン）というフランス人技師に首都設  

  計を命じ、ヴアージニア及びメリーランド両州から領土を分譲させ、  

  1800 年第 2 代大統領ジヨン・アダムスが、フイラデルフイアから遷  

  都してワシントンに移り、以来米国連邦政府の首都として現在に至つている。 

 

 概  況  

   ワシントン D・C・は、メリーランド州とヴアージニア州との間には  

  さまれた合衆国の首府である。 Potomac 河とその支流 Anacostia 河  

  の合流点の北方に主に発達したこの地域は、 District of 

  Columbia（コロンビア区）と呼ばれる特別行政区である。 （註）  

  （アメリカ太平洋岸 北端のワシントン州と混同する人があるが、ワシ  

  ントン州は、 50 州の 1 つであり、ワシントン D・ C・は、アメリカ合  

  衆国の首都で、全く異なるものである。）  

   市街はキヤピトルの丘（ Capitol Hill）を中心に、街路が東西  

  および南北に走つてほぼ碁盤目状に区切られている。樹木の多いことや  

  道路の広いこと、高層建築が少ないことなどが、この歴史的都会に落着  

  きを与え、アメリカ全国中で も清潔な都市の一つになつている。  

  Circle や Square と呼ばれる広場の多いのも市の特色である。市内  

  は Capitol で直交する街路によつて、それぞれ北東、北西、南東、南西  

  の 4 区に分けられている。  

 

 行政形態 

   3 人委員会（ 2 人は大統領が D・ C・居住者より任命し、 1 人は陸軍  

  が C o r p s  o f  E n g i n e e r s 中 よ り 任 命 す る ） が 、 D・ C・ の 行 政 を 管  
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  轄している。過去においては D・C・住民は、選挙権をもつていなかつ  

  たが、 1961 年連邦憲法修正案第 23 項が承認されるに及んで、 D・  

  C・居住者も、現居所において大統領及び副大統領の選挙投票権が与え  

  られるようになり、 1964 年の大統領選挙に際し、始めて大統領及び  

  副大統領選挙権を行使した。  

 

著  名  建  築  物、公  共  施  設  等  

 

 国会議事堂 （The Capitol）  

   議事堂の建築には、 2,400 万ドルを要した。建物の面積は、凡そ 4 

  エーカーで、南北の長さ 751 フイート 4 インチ、巾 350 フイート、  

  高さは自由の像の頂上まで 287 フイート 5.2 インチである。自由の像  

  は、高さ 19.5 フイート、重さ 14,985 ポンドで、青銅で出来ている。  

 

 冥想の部屋 （Room for Meditation）  

   冥想とお祈りのための部屋である。白いカシの祭壇に、開いた聖書と  

  燭台が置かれ、 10 の座席と 2 つの長椅子がある。ステインド・グラス  

  には、祈禱をしているワシントンが描かれている。総選挙後の 1 月 20 

  日に、大統領と副大統領の就任式が行なわれる。  

 

 国立彫像室 （National Statury Hall）  

   彫像室は、 1864 年に創設され、それ以前の下院の室が利用された。  

  初各州は、全国的記念に値する 2 つ以下の彫像を献納するようにと要  

  請された。 1933 年に 1 州 1 基の彫像に改められ、現在 86 の彫像が  

  47 州から献納されている。床上の枠（わく）は、 1848 年 2 月 21 

  日 John Quincy Adams の倒れた位置を示している。  
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 議員用ビル 

   国会議員用のビルは、キヤピトルの丘の 4 つのビルで、選挙民と会つ  

  たり、その他の事務を行なつたりする。 2 つは上院用で、 2 つは下院用  

  である。  

   始めの上院用のビルは、 1909 年に竣工し、 1933 年に増築され  

  た。第 2 上院用ビルは、 1958 年に完成した。これら 2 つのビルと議  

  事堂は、地下輸送路が連結している。  

   下院議員のビルには、元議長の名がつけられている。 初のビルは、 

  ジヨセフ・ G・キヤノン（ 1903～ 1911 議長）の名が冠せられ、  

  第 2 のビルには、ニコラス・ロングワース（ 1925～ 1931 議長）  

  の名が、第 3 のビルには、サム・レイバーン（ 1940～ 1946，  

  1948～ 1952， 1954～ 1961 議長）の名が冠せられた。  

   1964 年 1 月 23 日 Johnson 大統領は、国立文化センターという  

  名称を、 John F・ Kennedy と改名した。  

 

 ホワイト・ハウス  （米国大統領官邸） 

           （The White House）  

   大統領官邸白堊館は、財務省ビルと大統領府ビルとの間のペンシルバ  

  ニア大通りの南側の、樹木に蓋われた地（ 18 エーカー）にある。本館  

  は 170 フイート×85 フイート、 6 階建てである。  

   ホワイト・ハウスは、 500 ドルの懸賞で、アイルランド生れ建築家  

  James Hoban の設計になるものである。  

 

 アーリントン国立墓地  Arlington National 

             Cemetery 

   アーリントン国立墓地には、無名戦士の墓と、 John F・ Kennedy 

  の墓がある。ケネデイー大統領は、 1963 年 11 月 25 日にここに葬  
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  られた。  

   アーリントン墓地は、陸軍省の管理下にあり、 1864 年に設立され  

  た。  

 

 リンカーン記念堂 （Lincoln Memorial）  

   西ポトマツク公園にあつて、大理石の大ホールには、あたかも大安楽  

  椅子に冥想しているかの如く腰掛けている Abraham Lincoln の像  

  がある。この像は 1922 年 5 月 30 日の記念日に献納された。記念堂  

  は、 Henry Bacon の設計にかかり、像は Danial Chester 

  French が製作した。  

   記念堂は、コロラド＝ユール白大理石で作られ、高さ 79.10 フイー  

  トあり、巾 80.3 フイートの石段の上部にある。リンカーンの座像の高  

  さは 19 フイート、古典的な椅子の高さは 12.5 フイートである。  

 

 国防総省 （The pentagon）  

   世界 大の事務所の建築物である。ポトマツク河のバージニア側にあ  

  り、敷地面積は、 34 エーカーである。このビルには、陸、海、空軍省  

  を包括する国防省、参謀本部等がある。  

   1943 年 1 月 15 日竣工、約 8,300 万ドルを要した。芝生とテラ  

  スの面積は、 204 エーカーである。廊下の全長は 17
2
1
マイルである。  

   ここに働らく人は 26,000 人で、自動車駐車場 67 エーカー、  

  10,000 台が駐車可能である。銀行、ドラツグ・ストア、診療所、歯  

  科医、切符買場等が含まれている。 4,200 個の時計、 685 の噴水、  

  1,900 のトイレ、 280 の休息所、 672 のホース室等がある。 1 日  

  平均 30,000 コツプのコーヒー、 3,500 クオート（ 1 クオートは約  

  1.14 リツトル）のミルク及びミルク製品、 3,200 クオートのソフト  

  ・ドリンク（アルコールを含まない飲物）を消費する。  
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 ワシントン国立記念碑  Washington National 

             Monument 

   ワシントン国立記念碑は、白大理石の方尖塔（ obelisk）で、高さ  

  555.5
8
1
フイート、基底の広さは 55.15 平方フイートである。 500 

  フイートのところに、一辺に 2 つずつ、 8 つの小窓がある。 1848 年  

  7 月 4 日礎石が置かれた。  

 

 国会図書館  （ Library Congress）  

   国会図書館は、キヤピトル・ヒルの 2 つの建物を占有している。1 つ  

  は 1897 年に建てられた豪華な花崗岩のイタリー・ルネツサンス建築  

  で、他の 1 つは 1939 年建立、ジヨージア産の白大理石の近代的付属  

  建物である。 1,300 万部の書物及び雑誌を保管し、年間 20 万冊の書  

  物を買い足している。  

 

 トーマス・ジエフアーソン記念堂 

        Thomas Jefferson Memorial 

   西ポトマツク公園の係船池の南岸に建つている。この堂は円形の石造  

  りで、外部はヴアーモント大理石、内部はジヨージア白大理石で出来て  

  いる。中央の円形の部屋（直径 86.3 フイート）には、アメリカの彫刻  

  家 Rudulph Evans 作の Thomas Jefferson （高さ 19 フイー  

  ト）の像が立つている。この記念塔は、 Jefferson 降誕 200 年祭に、  

  1943 年 4 月 13 日、 F・ D・ルーズベルト大統領が献納した。  

 

 リンカーン博物館  Lincoln Museum 

   1865 年 4 月 14 日と 15 日、 Abraham Lincoln の狙撃と死  

  亡に関係のある 2 つの家が公共財産になつており、毎年数万の人々が訪  

  問している。 1 つの家は、 1833 年に教会として建築され、 1861 
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  年に劇場に改築された。暗殺後（暗殺者 John Wikes Booth）政府  

  は、この家を 10 万ドルで事務所として買収した。 1893 年 6 月内部  

  が崩壊して 22 名死亡、 68 名負傷した。 1932 年 Lincoln 博物館  

  に変更した。  

   街路を横切つて William Peterson の小さな赤煉瓦造りの家があ  

  るが、ここで Lincoln は死亡した。この家は国有になつた。  

 

 国立科学アカデミー  National Academy of 

            Sciences 

   科学の発展と国民の福祉のため、科学の使用に献身した科学者や技術  

  者の私立団体である。現在 675 名の会員を有し、これら会員は、研究  

  上の業績によつて選ばられる。  

 

 国立記録保管所  National Archives 

   独立宣言、合衆国憲法及び権利章典（ Bill  of Rights）が、国  

  立記録保管所の展示室に秘蔵されている。これらは変化を起さないヘリ  

  ユーム・ガスの充満したガラスと青銅のケースの中に密閉されている。 

  これらはちよつと指示を与えれば、振動防止、火災予防の金庫に納める  

  ことができる。  

 

 国立美術館 National Gallery of Art 

   1937 年 3 月 24 日建立。 1962 年度の参観者は 123 万 6,155 

  人であつた。建物は故 Andrew W・ Mellon の拠出金で建設され、  

  1,500 万ドルを要した。バラ色と白色のテネシー大理石で出来ており、 

  延長 785 フイートである。中央の円屋根のある円形の建物（ rotunda） 

  は、 24 本の暗緑色の大理石の柱に支えられ、高さ 100 フイートであ  

  る。  
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   Mellon 氏は加うるに、彼のコレクシヨンである絵画 126 点、彫刻  

  26 点を寄贈した。そのうちには、 Raphael の Alba Madonna, 

  St.  George 及び龍、 Van Eyck，受胎告知（ annunciation）等  

  が含まれている。  

 

 米国国立博物館 Smithsonian Institution 

   この博物館は、世界の歴史的、科学的大施設である。多くの分科を有  

  し、 1964 年には、 1,400 万人以上の人々が此処を訪問した。  

  1846 年に英人 James Smithson の遺言により、彼の財産の国  

  への遺贈によつて設立された。  

 

 花 見  時   （ Cherry Blossom Time）  

   有名な桜の木は、西ポトマツク公園の湖泊渠（ Tidal Basin）を  

  取り囲み、東ポトマツク公園の路傍に添つて 2 マイルにわたつている。 

  1912 年に東京市長からワシントン市長に贈られたことに始まる。  

  初の 3,000 本は、東京の荒川堤のさくらからふやしたものである。  

  初の桜は、 1912 年 5 月 27 日大統領夫人 William Howard Taft 

  と日本大使 Chinda 夫人によつて植樹された。今日 Tidal Basin 周  

  辺の桜は白色、その他は桃色、東ポトマツク公園の桜は、真紅色である。  

  桜花は普通 4 月の始めの週に満開となる。 National Park Service 

  の The National Capital Parks が管理している。  
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Ⅴ ニユー・イングランド地方 NEW ENGLAND 

 概  要  

   New England は、アメリカ北東部の地方で、このうちには Massa- 

  chusetts,  Rhode Island, Vermont（以上 3 州は、本年 5 月日本  

  知事団が訪問した） Connecticut,  New Hampshire,  Maine の 6 

  州が含まれている。この 6 州は、次の沿革で述べるように一地方と考え  

  られているので、 初に一括して紹介し、次いで個々の訪問州について  

  紹介することとする。  

 

 住  民  

   ニユー・イングランド諸州の住民は、英国系が多く、 19 世紀に入つ  

  てから、アイルランド，ドイツ，スカンデイナヴイア，イタリー，フラ  

  ンスその他ヨーロツパ人種が移住したが、その数は古い英国系住民に比  

  べて少数である。英国系住民の中でも、メイフラワー号その他の初期の  

  船で移住した者の子孫は、「 blue blood」と呼ばれ、ニユー・イン  

  グランド地方のみならず、米国における一種の貴族的な存在として知ら  

  れている。メイン州及びヴアーモント州には、フランス系カナダ人の子  

  孫が相当多数居住している。  

 

 沿 革 

   メイン州からコネクテイカツト州に亘る 6 州は、歴史、住民の人種的  

  構成、文化、産業、政治等の面で互に類似している。米国中 も「同質  

  的」（ homogeneous）な地方であり、通常ニユー・イングランド地  

  方として一括して考えられている。  

   1620 年、メイフラワー号により、現在のマサチユーセツツ州東端  

  の Plymouth に上陸したニユー・イングランド 初の英国移民団は、大  

  自然やインデイアンと闘いながら各地に植民地を開拓したが、コネクテ  
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  イカツト・ヴアレー以外には肥沃な平野を有しないこの地方では、植民  

  第一期は、小規模な農業経済の域を脱し得なかつた。しかしニユー・イ  

  ングランド地方への移民の多くが、技術を身につけた職人であつたこと、 

  海岸線が屈曲に富んでおり、早くから沿岸貿易を営み得たこと等の理由  

  により、すでに 18 世紀の初期には、ニユー・イングランド地方は、ア  

  メリカ植民地の商工業の中心となるに至つた。  

  ヴアージニアを中心とする広大な平野をもつ南部の植民地が、大規模  

  な農業経営を主とし、奴隷労働の上にたつた一種の貴族社会を形成して  

  いたのに対し、ニユー・イングランド地方の植民地は、（1）地勢的にも他  

  の地方から隔離していたこと、（2）移民の殆んどが当時のヨーロツパ社会  

  の小市民であつたこと、（3）更に、移民後自給自足の農業経済より発展し  

  て、商工業的発展を遂げるに至つたこと等の理由から、独立精神に富ん  

  だ移民が多く、また、個人を中心としていわゆる民主主義的社会を形成  

  するに至つた。一方人口も 18 世紀後半には 300 万を越え、余剰農産  

  物を本国（英国）に移出し得るようになつた。（当時の英国はまだ農業  

  国であつたため、米移民のこの種発展は、英国の農民にとつて大きな脅  

  威であつた。）総体的にみて米植民地が、経済的に英本国に依存する必  

  要を認めなくなるに及んで、ニユー・イングランドは、英国にとつて取  

  扱い難い植民地となり、 Sugar Act はじめ一連の対植民地条例に端を  

  発した本国との軋轢が、ボストン市における Tea Party 事件（ 1773 

  年）等を経て、遂に爆発し、この地方は独立戦争（ 1775 年～ 1783 年） 

  において、 も重要な役割を演じた。  

   この戦時中ニユー・イングランド地方は、その閉鎖的地勢の故に殆ん  

  ど戦火を免れ、経済的打撃も少なかつたため、米国独立後は、米国沿岸  

  貿易を殆んど独占し、捕鯨、中国貿易等の遠洋航海に乗り出し、一方殆  

  んど総ての船舶を建造する等、益々商工業の発達を遂げた。  

   19 世紀の後半に入ると米国内産業革命、鉄道の発達等によつて、も  
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  はや独りニユー・イングランド地方のみが米国商工業の中心地ではなく  

  なり、米国商工業は、鉄、石炭等の重工業原料を多量にもつ地方及び、 

  交通の要地へ移転して行つた。今世紀に入るに及んでニユー・イングラ  

  ンド地方は、小規模の軽工業（靴、綿製品等）漁業、コネクテイカツト  

  州ハートフオート市を中心とする保険業及び、夏冬の旅行者を対象とす  

  るレクリエーシヨン施設等の外は、見るべき商工業の発展のない地方と  

  なるに至つた。この一例として 1905 年の Cotton Spindles の数は、  

  1,400 万であつたのに対し、 1938 年には、 400 万に減少してい  

  る事実を挙げることができる。  

   以上のニユー・イングランド地方の商工業の盛衰とは別に、この地方  

  が 19 世紀に、 Emerson, Will iam James 等の哲学者や、  

  Hawthorne,  Longfellow, Lowell ,  Thitter 等の小説家を出したこ  

  とや、ハーヴアード大学、エール大学を筆頭に、多数の優秀な大学をも  

  つていること等により、今なお米国文化の中心地とされている。  

 

 地勢及び気候 

   ニユー・イングランド地方は、米国東岸を北東から西南に従走する  

  Appalachian Highlands と呼ばれる山脈と大西洋とによつて、その  

  東西を囲まれた細長い地方で、その南北には深い森林があり、従つて米  

  国の他とは、自然的に隔離される形にある。（この事実がこの地方にお  

  ける独立精神の強化に役立つたといわれる。）山脈が海岸線に迫つてい  

  るため平野は少なく、コネクテイカツト・ヴアレイのみが肥沃な平野と  

  して数えられるに過ぎないが、一方、海岸線が屈曲に富むので良港が多  

  い。  

   ニユー・イングランド地方の緯度は高く、 北端は北緯 47.5 度（北  

  海道の北端は北緯約 46 度）であり、コネクテイカツト州のニユー・ヘ  

  ーヴン市（エール大学の所在地）は青森市に、マサチユーセツツ州のボ  
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  ストン市（近くにハーヴアード大学がある）は、札幌市にそれぞれ相当  

  する緯度にあるが、東海岸を洗う暖流のため、気候は前記日本の諸地方  

  に比べてやや温暖である。しかし冬季には摂氏令下 43 度に下る所もあ  

  り、一般に降雪量も多い。  

 

 （ 1） ロード・アイランド  
      RHODE ISLAND 
 
  知   事   ジヨン． H．シヤフイー （ R）  

  Governor  John H. Chafee 
        1965 年 10 月来日  
  副 知 事   ジヨセフ． H．オドネル 2 世  

  Lieutenant 
        Joseph H. O’ Donnell ,  Jr.  (R) 
  Governor 
  州務長官  オーガスト． P．ラ．フランス  

  State 
        August P.  La France (D) 
  General 
  法務長官  ハーヴアート． F．ドシモーヌ  

  Attorney 
        Herbert F.  De Simone (R) 
  General 
  俗   称   Little Rhody（米国で 小の州であるため）  
  首   都   Providence 
  面   積   3,140Km2（鳥取よりやや小）第 50 番目（ 小）  
  人   口   859,488 人（ 1960 年） 第 39 番目  
  モツトー  希望（ Hope）  
  州   花   すみれ  
  州   鳥   Rhode Island Red（アメリカ産鶏の一品種）  
  州   木   モミジ  
  州   歌   Rhode Island 
        13 原州の 13 番目  
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 位  置  

   6 つのニユー・イングランド州の 1 つであるロード・アイランドは、 

  全米中 小の州で、長さ 48 マイル、幅 37 マイルである。北と東は  

  Massachusetts 州に、西は Connencticut 州に、南は大西洋に接して  

  いる。国の測量によると、州の総面積は 1,214 平方マイルとなつてお  

  り、州の測量によると、 1,487 平方マイルとなつているが、これは、  

  後者が 350 平方マイルの海岸水域と Narragansett 湾を包合してい  

  るからである。  

 

 人口密度 

   小さなロード・アイランドは、人口稠密で、高度に工業化されている。  

  この州の 1 平万マイルの人口密度は（ 1960 年調査） 869.6 人で、  

  891.6 人のニユー・ジヤーシー州に次いで第 2 番目である。  

 

 産  業  

   産業は、毎年 10 億ドル以上の増加を示しており、このうちの約 17 

  ％は、織物業によるものである。織物工場は、 Samuel Slater（英国  

  生れの実業家）の 1790 年代の紡績の時代から 1940 年頃まで、他  

  のすべてのロード・アイランドの産業を合計したよりも、多くの職工を  

  雇つていた。近年紡績工場の被使用人は、著るしく減少したが、その他  

  の部面の仕事は増加している。ロード・アイランドはまた、宝石細工と  

  銀製品の製造において、新しい分野を開拓した。しかしながらこれらの  

  産額は未だ織物に及ばず、これらに次ぐものは、金属、機械、ゴム、プ  

  ラステイツク等である。  

   労働力の僅か 1％が農耕に費され、 1965 年の農業収益は、合計  

  2,147 万 2,000 ドルであつた。酪農と家禽（特にロード・アイラン  

  ド・レツドといわれる鶏の一種）は、 も重要な部門であり、ジヤガイ  
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  モ、リンゴは主要な農作物である。魚と貝の魚獲は、毎年 364 万ドル  

  を越えている。  

   砂と砂利、花崗岩及び石灰石の産額は、 1965 年度約 262 万 4,000 

  ドルで、 3％のアツプであつた。  

      主要産業  ：  鉱業（花崗岩）  

            工業（繊維、宝石、銀製品等）  

            農業（酪農品等）  

      対日輸出品 機械、化学製品等  

 

 教育施設等 

   Brown 大学（ 1764 年）と 3 つの短期大学を含め、 11 の大学があ  

  る。 Newport には、海軍大学と大西洋巡洋艦、駆逐艦隊本部がある。 

  Quonset Point（クオンセツト・ポイント）には、主要な海軍航空基  

  地がある。観光事業では、毎年約 3,500 万ドルの収益を挙げている。  

 

 沿革その他 

   個人の権利を求める戦は、 1764 年、英国人の船員徴用に対する抵  

  抗と、 1772 年、徴税船 Gaspee 号の焼討ちによつて、不正な課税に  

  対する抵抗をもたらした。ロード・アイランドは、 1776 年 5 月 4 日  

  英国皇帝に対する忠誠を放棄し、独立宣言を早めた。 1790 年 5 月 29 

  日、憲法を批准し、 13 原州の第 13 番目の州となつた。ロード・アイ  

  ランドは、 19 世紀にアルコール飲料を禁止し、 1889 年再度禁止、  

  第 18 回目の修正の批准を拒否した。  

   Providence（ロード・アイランド首都で海港、人口、 20 万 7,498 

  人、（ 1960））は、主要な生産と教育の中心地で、毎年 900 万ト  

  ン以上の船荷を取扱う港である。  

   Newport は、 19 世紀の中頃、金持ちがはでな邸宅を建築し、夏の  
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  社交都市として有名になつた。 Easton の浜と Bailey の浜は、有名な  

  避暑地で、 Ocean Drive と Bellevue 大通りは、旅行者の訪問地にな  

  つている。 Touro Synagogue（ 1763 年）は，アメリカ 古の、  

  そして国家的史蹟である。催物としては、競馬、音楽祭、水上競技等が  

  ある。 73 エーカーに及ぶ下町の再開発計画が、 1966 年に行なわれ  

  ていた。  

 

 （ 2） ヴアーモント  
      VERMONT 
   知   事   フイリツプ． H．ホフ  

         （ 1965 年 10 月来日）  

   Governor  Philip H. Hoff     (D) 

   副 知 事  ジヨン． J．デイリー  

   Lieutenant John J.  Daley     (D) 

   Governor 

   州務長官  ハリー．クーリー  

   Secretary 

         Harry Cooley 

   of State 

   法務長官  ジエームス． L．オークス  

   Attorney 

         James L. Oakes    (R) 

   General 

   俗   称   緑の山の州 Green Mountain State 

   州   都   Montpelier（モントペーリヤー）  

   面   積   24,887Km2（新潟県の約倍）  

   人   口   389,881 人（ 1960 年） 第 47 番目  

   モツトー Freedom and Unity 自由と統一  

   州   花   Red Clover 

   州   木   Sugar Maple（サトウ カエデ）  

   州   鳥   Mermit Thrush 北米産ツグミの一種  
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 概  況  

   ヴアーモント州は、 6 つのニユー・イングランド州のうちの 1 つで、 

  13 原洲に次いで第 1 番に連邦に加入した。北はカナダの Quebec 地方  

  に、東は New Hampshire に、南は Massachusetts に、西は New 

  york に接している。東の境界線は、 200 マイルにわたりコネクテイ  

  カツト河に添つて走つている。西には、長さ 120 マイルの Champshire 

  湖が南北に横たわつている。  

   主な地勢は、 Green 山脈が州の北から南の下の方まで走り、 4,393 

  フイートの Mansfield 山は、そのうちの 高峯である。 6 つの山は  

  4,000 フイートを越え、 21 の山は、 3,500 フイート以上あり、そ  

  のうち Killington 山は、 4,241 フイート、 Ellen 山は、 4,135 フ  

  イート、 Camels ’ Hump（ラクダのコブ）は、 4,083 フイートである。  

   ヴアーモントは、霜から霜の間が 110 日ないし 160 日で、夏の気  

  候は涼しい。 The Long Trail は、ハイクとキヤンプで有名である。  

  州有林と森林公園は広漠としている。 Green Mountain 国有林は、ほ  

  ぼ 58 万エーカーある。（ 1 エーカーは約 4 反 24 歩）木材の伐採は監督  

  され、獲物の避難所は、保護されている。 Muskrat（ジヤコウネズミ） 

  Skunk（イタチ）、 raccoon、（アライグマ）狐、ミンク等は毛皮を提  

  供する。川ではマス、ナマズ、スズキ、サケ等がとれる。  

   Stowe, Kill ington, Snow 山、 Stratton,  Mansfield 州有林  

  等、多くのスキー場がある。これらは 100 マイル以上に及びスキー道  

  （ trail）や椅子付リフトの設備をもつていて、冬と夏に開かれる。  

 

 産  物  

   ヴアーモントは、大理石、花崗岩、滑石、石綿等の産出では国内屈指  

  であり、その他石板、雲母、緑泥石、鉄、銅、マンガン、亜炭、石炭及  

  び粘土を産する。  
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  び酪農が盛んで、毎年 20 億リツトルの牛乳を生産し、全農業収益の 80 

  パーセントを占めている。 1964 年に、牛は 41 万頭であつた。七面  

  鳥も多く飼育されている。林檎は果実の第 1 位を占め、トウモロコシ、 

  ジヤガイモ、マグサ等多く産する。ヴアーモントは、 Maple syrup 

  （カエデ・シロツプ）を多量に生産し、年産額は 45 万ガロン以上に達  

  する。 Franklin 郡と Orleans 郡が、主要な生産中心地である。主な  

  産業は、電気機械以外の機械、石、粘土製品、木材、家具及び紙等の木  

  製品である。  

 

 沿  革  

   この地は、 1609 年に Samuel de Champlain が訪問、 1724 

  年、 Battleboro 近くの Fort Dummer に、 初の永久居住者が定着  

  した。  

   1770 年～ 71 年、 Ethan Allen が組織した The Green Moun- 

  tain Boys は、（ Green Mountain は、 Vermont の俗称で、ヴア  

  ーモント少年団の意） 1775 年 5 月 10 日、 83 名をもつて Ticon- 

  deroga トリデを奪取した。 Crown point は、 5 月 12 日に陥落し、  

  この 2 つのトリデは、ボストン包囲攻撃のため、 150 門の大砲を明け  

  渡した。少年たちは、 Bennigton と Saratoga で戦つて殊勲をたてた。 

   1777 年、植民地の人々は、独立を宣言し、憲法を採択、 初に財  

  産によつて資格を与えることのない、普通成年男子選挙権を与え、知事  

  を選挙した。住民は、 Philadelphia の Dr. Thomas Young の提案  

  により、 Verd-mont（ Green mountain）から、 Vermont という名  

  前を選んだ。ヴアーモントは、 1791 年にアメリカ憲法を批准し、  

  1791 年 3 月 4 日に連邦に加入した。ヴアーモント州の人々は、熱心  

  な奴隷制度反対者で、同州人 Stephen Douglas を通じ、 Lincoln を  

  支持した。  
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 教育施設と運輸 

 
   Vermont は、 Burlington の Vermont 大学、 Middlebury 大学、  
  Norwich 大学等 14 の高等教育施設を有している。  
   Vermont には、 Central Vermont,  Rutland, Boston 及び  

  Main, Canadian Pacific ,  Delaware & Hudson, Main Central 
  and Canadian National 等の鉄道が通じている。航空会社には、  
  Mohawk 及び Northeast がある。  

 

 （ 3） マサチユセツツ  
      MASSACHUSETTS 
 
   知   事   ジヨン． A．ヴオルプ  

   Governor  John A. Volpe (R) 
   副 知 事  フランシス． W．サージヤント  

   Lieutenant 
         Francis W. Sargent (R) 
   Governor 
   州務長官  ケビン． H．ホワイト  

   Secretary of  
              Kevin H. white (D) 
   the Commonwealth 
   法務長官  ダグラス． M．ヘツド  

   Attorney 
         Douglas M. Head (R) 
   General 
   俗   称   Bay State,  Old Colony. 
   州   都   Boston 
   面   積   21,386Km2（秋田県の 2 倍より小）  
   人   口   5,149,834 人（ 1960 年）第 9 位  
   モツトー  By the Soward We Seek Peace,  but Peace 

         Only Under Liberty.  
         人は劒による平和を求めるが、平和は自由の下にのみ存  
         する。  
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   州   花   Mayflower（アメリカイワナシ）  

   州   鳥   Chickadee（シジユーカラの類）  

   州   木   American Elm（アメリカ・ニレ）  

   州   歌   非公式 Massachusetts 

   連邦加入  13 原州の 6 番目  

 

 位  置  

   Massachusetts は、 New England6 州のうちの一つで、東は大西  

  洋、北は Vermont と New Hampshire、南は大西洋と Rhode Island 

  と Connecticut，西は New York に接している。  

 

 沿  革  

   1498 年に John Cabot（イタリー航海家）と Sebastian Cabot 

  （その子）の 2 人は、この海岸に添つて航海した。 Bartholomew Go- 

  snold は、 1602 年に、現在の New Bedford の近くに、 初に上  

  陸した。 John Smith は、 1614 年に 初の地図を作成した。 May- 

  f lower 号の清教徒は、 1620 年に Plymouth に上陸した。 Massac- 

  husetts 湾の植民地と Boston は、 1630 年に創立された。独立戦争  

  は、 Lexington と Concord で 1775 年 4 月 19 日に始められた。  

  Bunker Hill の戦いは、 6 月 17 日に行なわれた。ワシントンは  

  1776 年 7 月 13 日、 Cambridge で指揮をとつた。  

 

 教育施設 

   Massachusetts 州は、無月謝の学校と 1649 年 Dedham の 初の  

  学校のため、 初の課税が行なわれたが、 1840 年まで何ら統一的制  

  度はなかつた。大学の核心ともいうべき Harvard 大学は、 1639 年  

  に開設され、教育上の指導者になつてきた。その他著名な大学は、Amherst，  

 

－ 171－  



  Andover 工芸、 Boston 単科大学、 Boston 綜合大学、 Brandeis，  

  Clark, Hebrew 教育、 Holy Cross,  Lowell 工芸、マサチユセツツ  

  工芸大学、 Mt. Holyoke,  Northeastern, Radcliffe ,  Simmons, 

  Smith, Tufts,  Univ.  of  Mass.（マサチユセツツ大学） Wellesley，  

  Williams 及び Worcester Polytechnic 等の大学である。  

 

 産  業  

   Gloucester のスクーナー船は、 Grand Banks の漁場でタラ漁を  

  した。彼等は現在デイーゼル機械のトロール船を使い、そしてグロスタ  

  ー市は、州中陸上げ量では主要な港である。 Marblehead は、有名な  

  ヨツト・センターである。今日 Quincy は、アメリカ海軍のため原子力  

  船を建造している。  

  Massachusetts は、州民のため靴、織物、道具等製造の開拓者であ  

  つた。 The Bay State（マサチユセツツの俗称）は、靴の製産では全  

  米第一である。 Haverhill ,  Boston,  Brockton, Lawrence,  

  Lowell 及び Lynn は、靴製産の中心地である。 Francis Cabot 

  Lowell は、動力織機を 1822 年に完成し、 Lowwel でアメリカにお  

  ける綿布製造を始めた。製紙も重要な産業で、 Fitchburg,  Holyoke,  

  Dalton, Pittsfield,  Springfield,  Framingham, Boston にそ  

  れぞれ工場がある。  

   Massachusetts の Rowe にあるヤンキー原子力発電会社は、 10 の  

  公益事業から成り、 1960 年 11 月、発電所を開設し、 1964 年に  

  は 30 億 KWH（キロワツト時）以上に達した。  

  農産物は、生産額順に記述すると、酪農、家禽、温室産物、野菜、果  

  実、たばこ、ツルコケモモ等である。  
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 娯楽演芸 

   Cape Cod には夏の劇場があり競技会が開かれ、 Provincetown に  

  は、芸術家のコロニーがある。 Berkshires の Tanglewood では、ボ  

  ストン・シンフオニー・オーケストラの夏季音楽会が開催される。  

  Jacobs’ Pil low は、バレーの中心地である。  

 

 運輸航空 

   Massachusetts は、広汎な鉄道、ハイウエー、航空及び港の施設を  

  もつている。マサチユセツツの有料道路は、ニユーヨーク高速道路に通  

  じている。 25 の公立空港と 27 の私設商業空港、 6 つの水上飛行機基  

  地、 103 の私設飛行場をもつている。 103 のうち 33 は、ヘリ・ポ  

  ートで、 10 は水上飛行機の基地である。 1964 年 1 月 1 日現在、  

  39,500 機が、 18,000 の会社によつて操縦されていた。  

 

ボ  ス  ト  ン  
B O S T O N  

 

 Boston は、史蹟に富み、その名は英国 Lincolnshire の Boston の名  

をとつて名付けられ、 New England の偉大な商業的、財政的、文化的及び  

サーヴイスと卸売のセンターである。人口 697,197 人（ 1960 年）で  

あるが、近くの Cambridge,  Lynn, Somervil le 等 76 の市や町の人口を  

合わせると、その人口は 2,589,301 人に達し、 Boston はこの首都圏の  

中心をなしている。 Boston は、 New York, Chicago,  Philadelphia 

に次いで第 4 番目に大きな卸売市場をもち、全 New England の生産物の半  

以上を取扱つている。アメリカ 大の羊毛市場をもち、アメリカの 3 大ゴム  

製造センターの一つである。 Boston は器機、機械、電気装置、輸送装備等  

を製造し、羊毛、ウーステツト生地、靴、家具及び海産食品の主要な配給者  
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である。  

 Boston は重要な金融センターである。首都地域には 34 の大学があり、  

科学部門と工学部門から毎年 8,900 人の卒業生を出している。この地の多  

くの図書館は、 9 百万冊の書物を所有している。  

 Logan 国際空港は、総額 64 万ドルの費用をかけて Boston 港を浚渫し  

て造つた土地に造られたものである。 1962 年～ 1963 年の 1 年間毎週  

国内線 2,182 便、国際線 148 便を有していた。航空会社は、 Alital ia，  

Allegheny,  American, BOAC, Eastern,  Irish,  Mohawk, National,  

Northeast,  Pan American, Provincetown-Boston,  Trans-Canada, 

TWA 及び United 等である。主な鉄道は 3 本である。  
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E X P O 6 7  

1 9 6 7 年 万 国 博 覧 会  

 

 1967 年、カナダの 100 回目の誕生日＝カナダ連邦の百年祭＝を祝つ  

て、展示会、芸術祭、各種のシヨーや特別行事が、カナダ全国でくりひろげ  

られ、「カナダの休日」の面白さをいやがうえにもかきたてます。しかも 6 

カ月間にわたつて、モントリオールでは万国博覧会が催され、世界中の人々  

の注目がカナダに集まるのです。カナダの 83 の都市をまわる 2 つの連邦列  

車と 670 の地域を訪れる 8 つの移動キヤラバンが、カナダの歴史を劇的に  

描き出し、世界で もすぐれた演劇、オペラ、音楽、バレーがカナダ全国を  

くまなく巡業してまわります。また 40 の地域では、カナダ陸軍のタトウー  

が華やかな軍の歴史をくりひろげます。ロツキー山脈からモントリオールま  

での約 5,633Km にわたる昔の開拓者ルートでは、百年祭カヌーレースが開  

催されます。  

 カナダの学生や一般の人々も、海外からのお客様と同じように、この広大  

な国のあちこちを訪れ、休日を楽しみます。 1967 年にカナダを訪れる人  

は、どこえいつてもこの大規模なパーテイ、パーテイのお祭り気分に巻き込  

まれるでしよう。  

 

 EXPO67 

 モントリオールにおける EXPO67＝ 1967 年万国博覧会＝は「人間  

とその社会」というテーマにもとづいて開催されます。 70 カ国以上の国々  

が、モントリオールの近くを流れるセント・ローレンス川に浮ぶ美しい島々  

に特設館をつくり、「人間探究者」「人間生産者」「人間創造者」「人間と  

その社会」などのサブ・テーマのもとに、想像力に富んだ興味深い展示をす  

ることになつています。そして世界芸術祭、カナダ陸軍のタトウー、多彩な  

ページエントなどがくりひろげられ、国際シヨピング・センターや、大規模  
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な遊園地、ヨツトや小型船、水上競技の行なわれる港の施設などが設置され  

ます。 1967 年 4 月 28 日から 10 月 27 日まで開催される EXPO67 

をぜひご覧ください。私達の時代の もすばらしいモニユメント＝ EXPO 

67 は、きつとみなさまの一生の思い出となるでしよう。  

                      （カナダ政府観光局発行  

                       パンフレツトから）  
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便 宜 供 与 を 受 け た 人 々 の 氏 名 リ ス ト  
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   便 宜 供 与 を 受 け た 人 々 の 氏 名 リ ス ト  
  L I S T  O F  N A M E S  A N D  A D D R E S S E S  O F  
 P E O P L E  W H O  E X T E N D E D  
   C O N V E N I E N C E S  T O  T H E  J A P A N E S E  
   D E L E G A T I O N            
 
 
      アメリカ知事会及び国務省職員 
    OFFICIALS OF U. S. GOVERNORS’ 
    CONFERENCE AND THE STATE 
    DEPARTMENT          
 
Brevard Crihfield（事務局長） 
    Secretary-Treasurer 
    National Governors’ Conference 
    1313 East 60th Street,Chicago, Illinois 60637 
    U. S. A. 
 
Miss Lois Murphy（秘 書） 
    Secretary to Mr. Crihfield 
    c/o National Governors’ Conference 
 
Yukio Kwawmoto（国務省） 
    Japan Program Officer 
    Office of East Asian & Pacific Programs 
    Bureau of Educational & Cultural Affairs 
    Department of State (Du-6898), U.S.A. 
 
Sadahiko Tamura（通 訳） 
    7 Surrey Lane 
    Conyngham Pa. 18219, U.S.A. 
 
Manabu Fukuda（通 訳） 
    2107 Fordham St. 
    Hyattsville, Maryland, 20787, U.S.A. 
 
Gene T. Minogue（トラベル・コンサルタント） 
    c/o National Governors’ Conference 
    1313 East 60th Street 
    Chicago, Illinois 60637, U.S.A. 
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        外務省在アメリカ公館 
    OVERSEAS OFFICES OF THE FOREIGN 
    AFFAIRS MINISTRY OF JAPAN     
 
 
Yoshio Yamamoto 山 本 良 雄 
    Consul General 
    Consulate-General of Japan 
    1742 Nuuanu Avenue 
    Honolulu, Wawaii 96817,U.S.A. 
 
Hachiro Natsume 夏 目 八 郎 
    Consul 
    Consulate-General of Japan 
    1742 Nuuanu Avenue 
    Honolulu, Hawaii 96817, U.S.A. 
 
Umeo Kagei   影 井 梅 夫 
    Consul General 
    Consulate-General of Japan 
    No. 520 North Michigan Avenue 
    Chicago, Illinois 60611,U.S.A. 
 
Ryuji Takeuchi  武 内 龍 次 
    Ambassador Extraordinary and Plenipotentiary 
    of Japan 
    Embassy of Japan 
    2520 Massachusetts Avenue 
    N.W.Washington D.C. 20008, U.S.A. 
 
Ryozo Sunobe  須之部 量 三 
    Envoy Extraordinary and Minister 
    Plenipotentiary of Japan 
    Embassy of Japan 
    2520 Massachusetts Avenue 
    NW. Washington D.C.20008, U.S.A. 
 
Kunihiko Uchimaru 内 丸 邦 彥 
    Councillor 
    Embassy of Japan 
    2520 Massachusetts Avenue 
    N. W. Washington D.C.20008, U.S.A. 
 
Yoshitsugu Kamei 亀 井 義 次 
    Consul General 
    Consulate-General of Japan 
    Suite 2505, 1155 Dorchester 
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    Boulevard West 
    Montreal 2,P.Q., Canada 
 
Akio Okada 岡 田 昭 男 
    Vice Consul 
    Consulate-General of Japan 
    Suite 2505, 1155 Dorchester 
    Boulevard West 
    Montreal 2,P.Q.,Canada 
 
Russell S. Codman, Jr. 
    Honorary Consul General of Japan 
    50 Congress Street 
    Boston, Massachusetts,U.S.A. 
 
Yasuhiko Nara 奈 良 靖 彥 
    Consul General 
    Consulate-General of Japan 
    235 East 42nd Street New York 
    N.Y.,10017, U.S.A. 
 
Takaji Kato 加 藤 隆 司 
    Consul  
    Consulate-General of Japan 
    235 East 42nd Street New York 
    N.Y., 10017,U.S.A. 
 
Hiroshi Ohi 大 井  浩 
    Consul 
    Consulate-General of Japan 
    235 East 42nd Street New York 
    N.Y., 10017,U.S.A. 
 
Tatsujiro Ohashi 大 崎 辰次郎 
    Vice Consul 
    Consulate General of Japan 
    235 East 42nd Street New Yonk 
    N.Y.,10017,U.S.A. 
 
Seiichi Shima 島  静 一 
    Consul General 
    Consulate-General of Japan 
    The International Bldg 706 
    601 California Street 
    San Francisco, U.S.A. 
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Kenji Iwasaki 岩 崎 健 彌 
    Consul 
    Consulate-General of Japan 
    The International Bldg 706 
    601 California Street 
    San Francisco,U.S.A. 
 
Masahiro Sasaki 佐々木 正 浩 
    Consul 
    Consul Consulate-General of Japan 
    The International Bldg 706 
    601 California Street 
    San Francisco,U.S.A. 
 
 
 
      ワシントン・アメリカ政府高官 
     WASHINGTON D.C.,AMERICAN 
     GOVERNMENT OFFICIALS   
 
Dean Rusk 
    Secretary of state 
    Department of State 
    Washington D.C.,U.S.A. 
 
Farris Bryant 
Director, Office of Emergency Planning 
    The White House 
    Washington D.C.,U.S.A. 
J.Caleb Boggs 
    Senator 
    The United States Senate 
    Washington D.C.,U.S.A. 
Clifford P.Hansen 
    Senator 
    The United States Senate  
    Washington D.C.,U.S.A. 
 
 

HAWAII 
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John A.Burns 
            Governor 
            Iolani Palace 
            Honolulu,Hawaii,U.S.A. 
 
Thomas P.Gill 
            Lieutenant Governor 
            Iolani Palace Honolulu, 
            Hawaii,U.S.A. 
 
Koichi Iida 
           Honorary Adviser 
           United Japanese Society of Hawaii 
           1145 Bishop Street 
           Honolulu,Hawaii 96813,U.S.A. 
 
Motohiro Tanimura 
           Adviser 
           United Japanese Society of Hawaii 
           1145 Bishop Street 
           Honolulu,Hawaii 96813,U.S.A. 
 
Masayuki Adachi 
           Executive Vice President 
           Honolulu Japan Chamber of Commerce 
           Honolulu,Hawaii,U.S.A. 
 
John I.Nishimoto 
           President 
           United Japanese Society of Hawaii 
           1145 Bishop Street 
           Honolulu,Hawaii 96813,U.S.A. 
 
Ken Kuwata 
          Vice President 
          United Japanese Society of Hawaii 
          1145 Bishop Street 
          Honolulu,Hawaii 96813,U.S.A. 
 
Takeo Ishoshima 
          President & Director 
          K. Isoshima Co.,Ltd. 
          1180 Fort Street 
          Honolulu,Hawaii,U.S.A. 
 
Katsuichi Kawamoto 
           Advisor 
           The Hawaii Times.Ltd. 
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           943 11th Avenue  
           Honolulu,Hawaii,U.S.A. 
 
Joseph H.Fukuda 
           International Manager 
           Sheraton Hawaii Corporation,Royal Hawaiian 
           Honolulu,Hawaii,U.S.A. 
 
Dr.Howard P.Jones 
            Chancellor,East-West Ceter 
            University of Hawaii 
            Honolulu,Hawaii,U.S.A. 
 
 

I O W A 
 
Harold E・Hughes 
            Governor 
            State Capitol 
            Des Moines, Iowa,U.S.A. 
 
Robert D. Fulton 
            Lieutenant Governor 
            State Capitol 
            Des Moines, Iowa,U.S.A. 
 
Dr. Eber Eldridge 
            Iowa State University 
            Ames,Iowa,U.S.A. 
 
Frank Covington 
            Director,Iowa Office for Planning and Programming 
            State Capitol 
            Des Moines, Iowa, U.S.A. 
 
Lee Stoll（農  家） 
            Bondurant, Iow, U.S.A. 
 
Edward L.Campbell （アイオワ州庁責任者） 
            Administrative Assistant to Governor of Hughes 
            Des Moines, Iowa, U.S.A. 
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         M I C H I G A N 
George Romney 
            Governor 
            State Capitol 
            Lansing,Michigan, U.S.A. 
 
William G. Milliken 
            Lieutenant Governor 
            State Capitol 
            Lansing,Michigan, U.S.A. 
 
James M. Hare 
            Secretary of state 
            State Capitol 
            Lansing,Michigan, U.S.A. 
 
Leroy G. Augenstein 
            State Board of Education 
            State Capitol 
            Lansing,Michigan, U.S.A. 
 
General Lester Bork 
            Economie Club of Detroit 
            920 Free Press Building 
            Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
Det. Sgt. Fredrick M. Carpenter（警  護） 
            Michigan State Police Post 
            Grand River at Seven Mile 
            Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
M. L. Carpenter（ジエネラル・モーター） 
           General Motors Technical Center 
           Warren, Michigan, U.S.A. 
 
Stanley Cousineau（フオード工場説明者） 
           Ford Motor Company 
           The American Road 
           Dearborn, Michigan, U.S.A. 
 
Det. Lt. George C. Craft （警護責任者） 
          Michigan State Police Post 
          Grand River at Seven Mile 
          Detroit, Michigan 
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Bob Dawson 
           Greenfield Village 
           Dearborn, Michigan, U.S.A. 
 
Charles B. Devlieg（遊覧船提供） 
           Fair Street 
           Royal Oak, Michigan, U.S.A. 
 
Det. Stanley Doubleday （警  護） 
           Michigan State Police Post 
           Grand River at Seven Mile 
           Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
John D. Fraser 
           Director of Community Arts Center 
           McGregor Memorial 
           495 West Ferry 
           Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
Robert Haas（ミシガン大学） 
           Administration Building 
           University of Michigan 
           Ann Arbor, Michigan, U.S.A. 
 
Dwight Havens 
           Greater Detroit Board of Commerce 
           150 Michigan Avenue 
 Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
Dr. H. W. Hildebrandt 
           Assistant to the President 
           Administration Building 
           University of Michigan 
           Ann Arbor, Michigan, U.S.A. 
 
Wendell Hulcher （アナーバー市長） 
           Mayor 
           City Hall  
           Ann Arbor, Michigan, U.S.A. 
 
Dr. Herbert T. Iwata （知事団随行医師） 
           428 Mckerchey Building 
           Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
Bill Keimig 
           Bood Building-36th Floor 
           Detroit, Michigan, U.S.A. 
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John Kinsey 
            Greater Detroit Board of Commerce 
            150 Michigan Avenue 
            Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
William L. Kohlman（晩さん会主催） 
           Detroit Edison Company 
           2000 Second Avenue 
           Detroit, Michigan 48226, U.S.A. 
 
George Lahodney 
           Detroit Edison Company 
           2000 Secon Avenue 
           Detroit, Michigan 48226, U.S.A. 
 
Miss Sarah Leudders 
           Greenfield Village 
           Dearborn, Michigan, U.S.A. 
 
Bob Lusk 
           Automobile Manufacturers Assn. 
           320 New Center Building 
           Detroit, Michigan 48202, U.S.A. 
 
Dr. James P. McCormick 
           Vice President of Student Affairs 
           Wayne State University 
            Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
Carleton McLain 
            Cranbrood Schools 
            Bloomfield Hills, Michigan, U.S.A. 
 
Mr. Barvin Neihuss 
            University of Michigan 
            Ann Ardor, Michigan, U.S.A. 
 
Mervyn V.(Vic) Pallister （レセプシヨン主催） 
           Michigan State Chember of Commerce 
            215 S. Washington Avenue 
           Lansing, Michigan 48933, U.S.A. 
 
Peter Pekkala 
           Automobile Manufacturers Assn. 
           32 New Center Building 
           Detroit, Michigan 48202, U.S.A. 
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Chief Charles Quinlan （消防放水歓迎） 
           Detroit Fire Department 
           250 W. Larned 
           Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
Bob Sisson 
           Michigan Bell Telephone Co. 
           1365 Cass-Room 1331 B 
           Detroit, Michigan, U.S.A. 
 
George T. Trumbull, Jr.（歓迎責任者） 
           Administrative Assistant 
           State Capitol 
           Office of the Governer 
           Lansing, Michigan 48903, U.S.A. 
  
            Mr.Walter Austin 
            3422 Edison Ave. 
            Detroit,Micrigan 
                  48206 U.S.A. 
 
 
         V E R M O N T 
 
Philip H. Hoff 
           Governor 
           State House 
           Monspelier 
           Vermont, U.S.A. 
 
John J. Daley 
            Lieutenant Governor 
            State House 
            Montpelier, Vermont, U.S.A. 
 
Harry Cooley 
            Secretary of State 
            State House 
            Montpelier, Vermont, U.S.A. 
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            R H O D E  I S I A N D 
 
 
N A M E  A N D  A D D R E S S      S E R V I C E  R E N D E R E D  
 
Miss Alice Brayton                            Entertained at tea and 
Cory’s Lane                                    showed governors her 
Portsmouth, Rhode Island                    topiary gardens. 
  
Mr. James Caulfield                          Drove bus during entire 
Short Line, Inc.                                trip. 
400 Fountain Street 
Providence, Rhode Island 
 
Mr. George Thomas Cullen                 Hotel accommodations and 
General Manager                            other services. 
Sheraton-Biltmore Hotel 
Providence, Rhode Island 
 
Mr. Andrew Eadie                          Arranged clambake and 
The Squantum Club                        other activities at 
Veterans Memorial Highway              The Squantum Club. 
East Providence, Rhode  
Island 
 
Mr. Charles Eggert                         Leader of band which 
Warwick Veterans Memorial              provided music at airport 
High School                                 upon governors’ arrival. 
2401 West Shore Road 
Warwick, Rhode Island 
 
Mr. Henry Evitts                          Arranged luncheon at “The 
15 Berkeley Avenue                       Elms.” 
Newport, Rhode Island 
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Miss Susan Fischer                        Leader of girls’ singing 
Pembroke Double Quartet                 group which entertained 
Woolley Hall, Meeting Street             at the Squantum Club. 
Providence, Rhode Island 
 
Mrs. Donald T. Gibbs                       Accompanied group during 
163 Riverview Avenue                      tour of Newport. 
Middletown, Rhode Island 
 
Mrs. Robert H. Glanville                  Provided floral arrange- 
1 Mathewson Lane                        ments for governors’ rooms 
Barrington, Rhode Island                 and hotel dining room. 
 
Mr. Charles Goodheart                    Described scenes of 
41 John Street                             Newport during bus tour. 
Newport, Rhode Island 
 
Mr. Archer Harman, Jr.                  Headmaster of st. George’ s 
St. George’s School                       School, visited by governors. 
Newport, Rhode Island 
 
Mr. Henry Heffernan                     Accompanied group during 
Kidder Peabody & Co.,Inc.               tour of Newport 
33 Bellevue Avenue 
Newport, Rhode Island 
 
Mr. Richard M. Leger                     Leader of square dancing 
434 Laurel Lane                           group which entertained 
Warren, Rhode Island                     at the Squantum Club. 
 
Mr. Theodore C. Littler                   Assisted Mr. Cullen in 
Front Office Manager                     Providing hotel accommo- 
Sheraton-Biltmore Hotel                 dations and other services. 
Providence, Rhode Island 
 
Mrs. Clifford P. Monahon                 Welcomed governors and 
Rhode Island Historical                   conducted tour of Rhode 
Society                                     Island Historical Society. 
52 Power Street 
Providence, Rhode Island 
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Mr. Daniel J. Robbins,                   Welcomed governors upon 
    Director                               their arrival at the 
Rhode Island School of                  Museum. 
    Design Museum of Art 
224 Benefit Street 
Providence, Rhode Island 
 
Mr. Anthony Rosati                     Assisted in arranging 
Aeronautics Division                   details for welcome of 
Theodore Francis Green               governors at airport. 
    Airport 
Warwick, Rhode Island 
 
The Honorable Dennis F.Shea        Greeted qovernors at 
Mayor of Newport                      “The Breakers” and presented 
City Hall                                plaques to them. 
Newport, Rhode Island 
 
Mr. Holbert Smales                    Conducted tour of “The 
31 Ashurst Avenue                     Breakers.” 
Middletown, Rhode Island 
 
Mr. Harold Talbot                      Coordinated all activities 
Preservation Society of                in Newport. 
   Newport County 
37 Touro Street 
Newport, Rhode Island 
 
Mr. Albert R. Tavani                   Arranged details for 
Administrator of Aeronautics         welcome of governors at 
Theodore Francis Green               airport. 
    State Airport 
Warwick, Rhode Island 
 
Mrs. Frederick Thomas               Conducted tour of the Museum 
Director of Education                 (Oriental collection and 
Rhode Island School of Design       other displays). 
Providence, Rhode Island 
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VERMONT  (Continued from P.188) 
James L. Oakes 
           Attorney General 
           State House 
           Montpelier, Vermont, U.S.A. 
 
Peter J. Hincks 
          Treasurer 
          State House 
          Montpelier, Vermont, U.S.A. 
 
Jay H. Gordon 
          Auditor of Accunts 
          State House 
          Montpelier, Vermont, U.S.A. 
 
Richard Bottamini 
          Director of Public Relantions 
          National Life Insurance Company 
          Montpelier, Vermont 05602, U.S.A. 
 
Dr. John T. Fey 
         President 
         National Life Insurance Company 
         Montpelier, Vermont 05602, U.S.A. 
 
Donald A. Lyons 
        Deputy Commissioner 
        Vermont Development Dept. 
         Montpelier, Vermont, U.S.A. 
 
Roger M. Griffith 
        Public Relations Dept. 
        University of Vermont 
        Burlington, Vermont, U.S.A. 
 
Lyman Rowell 
        President 
        University of Vermont 
        Burlington, Vermont, U.S,A. 
 
Mrs. Maria von Trapp 
       Trapp Family Lodge, Stowe, Vermont, U.S.A. 
 
Eugene Cenci 
       Manager 
       Holiday Inn, Route 2 
       South Burlington, Vermont, U.S.A. 
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Charles E. Wiley 
        Manager 
        Vermont Pavilion 
        Expo 67 
        Montreal, Quebec Canada 
 
Mr. Wallace Whitcomb（警護責任者） 
        Sargent-at-Arms 
        State House 
        Montpelier, Vermont, U.S.A. 
 
James Ritchie（IBM 総支配人） 
        General Manager 
        IBM 
        Essex Junction, Vermont, U.S.A. 
 
Dr.& Mrs.David Fukuda（知事団随行医師，通訳） 
        176 Washinton Street 
        Barre, Vermont, U.S.A. 
 
 
        M A S S A C H U S E T T S 
 
John A. Volpe 
        Governor 
        State House 
        Boston, Mass., U.S.A. 
 
Francis W. Sargent 
        Lieutenant Governor 
        State House 
        Boston, Mass., U.S.A. 
 
Kevin H.White 
        Secretary of the Commonwealth 
        State House 
        Boston, U.S.A. 
 
Calvin J. Wright 
        John Hancock Mutual Insurance Co. 
        200 Berkely Street 
        Boston, Mass. 02117, U.S.A. 
 
Miss Eleanor Woyciechowski 
        John Hancock Mutual Insurance Co. 
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        200 Berkely Street 
        Boston, Mass. 02117, U.S.A. 
 
Mr. Russel Codman 
        Honorary Consul General of Japan 
        50 Congress Street 
        Boston, Mass., U.S.A. 
 
Mrs. Deidre Roskill 
        Office of University Marshal 
        Wadsworth House 
        Cambridge, Mass., U.S.A. 
 
Mr. Harlan Dalton 
         The Crimson Key 
         Harvard University 
         Cambridge, Mass., U.S.A. 
 
Chief Paul Doherty（警護責任者） 
         Capitol Police 
         State House 
         Boston, Mass., U.S.A. 
 
John Desmond 
         Department of Commerce and Development 
         100 Cambridge Street 
         Boston, Mass., U.S.A. 
 
Margaret Condrick 
         Greater Boston Chamber of Commerce 
         125 High Street 
          Boston, Mass., U.S.A. 
 
Daniel J. Lynch, Jr. 
         c/o Governor’s Office 
         State House 
         Boston, Mass., U.S.A. 
 
Anthony Athenas 
         Pier 4 Restaurant 
         Boston, Mass., U.S.A. 
 
Mr. Gerhard Bleicken 
         John Hancook Mutual Insurance Co. 
         (Senior Exec. Vice President) 
         200 Berkely Street 
         Boston, Mass. 02117, U.S.A. 
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Officer Dennis DuGuay（警護） 
          Capitol Police 
          State House 
          Boston, Mass., U.S.A. 
 
Miss Carla Ceresi 
          Capitol Police 
          State House 
          Boston, Mass., U.S.A. 
 
 
 
      日 米 知 事 会 議 米 側 出 席 代 表  
 
        U . S .  D E L E G AT I O N  AT T E N D E D  AT  
    T H E  J O I N T  C O N F E R E N C E      
 
         （ F o r  r e f e r e n n e  s a k e ） 参  考  
 
 
William L. Guy 
         Governor and Chairman of the National 
         Governors’ Conference 
         State Capitol 
         Bismarck 
         North Dakota, U.S.A. 
 
Harold E. Hughes（前出） 
         Governor 
         State Capitol 
         Des Moines 
         Iowa, U.S.A. 
 
 James A. Rhodes 
         Governor 
         State House 
         Columbus 
         Ohio, U.S.A. 
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 George Romney（前 出） 
          Governor 
          State Capitol 
          Lansing 
          Michigan, U.S.A. 
 
Warren P. Knowles 
         Governor 
         State Capitol 
         Madison 
         Wisconsin, U.S.A. 
 
Hulett C. Smith 
         Governor 
         State Capitol 
         Charleston 
         West Virginia, U.S.A. 
 
Calvin L. Rampton 
         Governor 
         State Capitol 
         Salt Lake City 
          Utah, U.S.A. 
 
Brevard Crihfield（前 出） 
         Secretary-Treasurer 
         National Governors’ Conference 
 
Dr. Eber Eldridge（前 出） 
         Iowa State university 
 
Frank Covington（前 出） 
         Director 
         Iowa Office for Planning and Programming 
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